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第１章 調査の概要 
１－１．目的 
 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下「法」という。）第 12条 6項及び 12条の 2第 6
項において事業者が排出した産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の処理を他者に委託する場

合には委託基準に従わなければならないことが規定されている。 
 具体的な基準は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令（以下「令」という。）及び廃

棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則（以下「規則」という。）において定められている

が、規則第 8条の 4の 2第 6号には、委託者の有する委託した産業廃棄物の適正な処理のた
めに必要な情報を提供することとされている。 
 しかし、平成 24年 5月に利根川水系の複数の浄水場で水道水質基準を上回るホルムアルデ
ヒドが検出された事例では、排出事業者から処理業者が受託した廃液に、ホルムアルデヒド

の前駆物質であるヘキサメチレンテトラミンが高濃度に含まれていることが伝達されず、適

切な処理が行われなかったことが原因であると考えられている。 
 本調査では、このような有害物質として規制されていない物質を含む廃棄物のうち、特に、

外観から含有物質や有害特性が判りにくい汚泥・廃油・廃酸又は廃アルカリの産業廃棄物処

理施設設置者及び処理業者に対して処理状況等の実態調査やヒアリング調査を実施し、事故

の未然防止や処理技術の検討を行う上で必要となる処理に当たっての課題の抽出等を行った。 
 
１－２．調査内容の構成 
 本調査では、有害物質として規制されていない物質（以下「未規制物質」という。）を含む

廃棄物の処理状況等を把握するため、アンケート調査及びヒアリング調査を行った。 
 先ずアンケート調査を行い、アンケート調査の結果を踏まえ、当該産業廃棄物の処理時に

実際に起きた事故事例や事故には至らなかったものの事故につながるおそれがあった事例

（以下「ヒヤリ・ハット」という。）を中心に、詳細な状況等のヒアリング調査を行った。 
 アンケート調査及びヒアリング調査の結果から、ヒヤリ・ハットを含めた事故事例のとり

まとめ及び処理における課題等の抽出を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ステップ１

アンケート調査（250社）
当該産業廃棄物の処理時に実際

に起きた事故事例等調査

アンケート調査結果を

踏まえ、ヒアリング対象

を抽出

ステップ２

ヒアリング調査（10社）
当該産業廃棄物の処理時に実際

に起きた事故事例等の詳細状況の

調査

ステップ３
とりまとめ

調査結果を踏まえ、事故事例の

とりまとめ及び処理における課題

等の抽出
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（１）アンケート調査 

未規制物質を含む廃棄物の処理実態や当該産業廃棄物の処理に伴う事故事例等を把握する

ため、汚泥・廃油・廃酸又は廃アルカリの産業廃棄物処理施設を有する以下の処理業者を対

象に、アンケート調査を行った。 
 汚泥・廃油・廃酸又は廃アルカリの産業廃棄物処理施設設置許可（令第 7 条各号に規定
する能力を超える施設）を有する処理業者、合計 150社（産業廃棄物の種類ごとに、そ
れぞれ 50施設程度、合計 150社） 

 
 産業廃棄物処理施設の許可を必要としない汚泥・廃油・廃酸又は廃アルカリの処理業者
（令第 7 条各号に規定する処理能力に満たない施設を有し、産業廃棄物の処分を業とし
て行う者）、100社（汚泥・廃油・廃酸又は廃アルカリの何れかの中和、焼却等の許可を
有する中間処理業者 100社） 

 
（２）ヒアリング調査 

 アンケート調査の結果を踏まえ、当該産業廃棄物の処理時に実際に起きた事故事例やヒヤ

リ・ハット事例を中心に、詳細な状況等のヒアリング調査を行った。 
 ヒアリング調査対象はアンケート調査の結果を踏まえ、アンケート調査対象者から 10社抽
出した。 
 
（３）とりまとめ 

 アンケート調査及びヒアリング調査の結果から、ヒヤリ・ハットを含めた事故事例の調査

結果を取りまとめるとともに、未規制物質を含む廃棄物を処理する際の事故の未然防止や処

理技術の検討を行う上で必要となる課題等の抽出を行い、その結果を取りまとめるとともに、

事故事例の調査結果等を元に廃棄物情報の提供のあり方等に関する普及啓発用のパンフレッ

トのデザインを作成した。 
 また、調査結果から、処理する際に注意を要する物質を特定し、その排出実態及び適切な

処理技術の情報を取りまとめた。 
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第２章 調査の結果 
２－１．アンケート調査結果の概要 
２－１－１．アンケート調査の概要 

（１）調査目的 

有害物質として規制されていない物質を含む廃棄物の処理実態及び当該産業廃棄物の処理

に伴う事故事例等を把握し、当該産業廃棄物の処理時の事故の未然防止や処理技術の検討を

行う上での課題等の抽出を行うことを目的とする。 
 
（２）アンケート対象 

 汚泥・廃油・廃酸又は廃アルカリの産業廃棄物処理設置許可を有する処理業者（廃棄物
処理法施行令第 7 号各号に規定する能力を超える施設）汚泥、廃油、廃酸又は廃アルカ
リの種類ごとにそれぞれ 50施設程度、合計 150社 

 産業廃棄物処理施設の許可を要しない汚泥・廃油・廃酸又は廃アルカリの処理業者（廃
棄物処理法施行令第 7 号各号に規定する処理能力に満たない施設を有し、産業廃棄物の
処分を業として行う者）汚泥、廃油、廃酸又は廃アルカリの何れかの中和、焼却等の許

可を有する中間処理業者 100社 
 
（３）アンケート方法及び期間 

平成 25年 10月 10日に郵送にて発送し、平成 25年 10月 25日期限で回答を依頼した。 
 
（４）アンケート回収状況 

合計 250社に発送して、150事業所から回答があり、回答率は 60％であった。 
 
（５）アンケート質問内容概要 

質問項目は主に以下の四つで構成されている。これにより、処理業者による処理時の廃棄

物情報の把握の実態や、廃棄物情報を活かした適正処理の実態、さらに廃棄物情報不足等に

よるヒヤリ・ハットを含めた事故の状況を把握した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意を要する

化学物質

有無、目的、整理状況
情報源、具体名

排出事業者による

情報提供状況

情報提供の充実度、業界ごと特徴
サンプル分析の状況

○ 処理業者が必要な廃棄物情報とは？

○ 処理業者から見た、排出事業者からの廃棄物情報提供の現状は？

ヒヤリ・ハットを含

む事故の状況

異物混入による事例の有無、事例の有無

とその内容、具体的な事例の内容

○ ヒヤリ・ハットを含む事故の状況は？

中和処理の考え方

○ 処理（特に中和）の状況は？

中和等の処

理実態
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２－１－２．アンケート調査結果の概要 

（１）注意を要する化学物質等について 

[① 注意を要する化学物質等の有無と注意する理由・目的] 

各処理業者では、注意を要する化学物質等を把握している。 

その目的は、火災・爆発安全の担保、人体安全性の確保、生活環境への安全性の担保の

各それぞれにある。 
○ 注意する化学物質の有無 
・注意を払っている者が約 7割（71.3％）。うち 5割強（53.3％）で注意を払っている化
学物質（名称）が具体的にある。 
・注意を払っている化学物質が特にない理由は、「注意が必要な化学物質を含む廃棄物は、

基本的に受託していない。」が約 7割（69.8％）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 1．注意する化学物質の有無 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 2．注意する化学物質が無い理由 

 

 
 

ｎ＝150

回答数 回答％

1
注意を払っている化学物質（名称）が具体
的にある

80 53.3%

2
注意すべき対象物質は理解しているが，
具体的な物質名称までは特定していない

27 18.0%

3 特にない 43 28.7%

4 その他 0 0.0%

150 100%

回答内容

合計

53.3%

18.0%

28.7% 1

2

3

ｎ＝43

回答数 回答％

1
廃棄物ごとに都度分析を行い，また，排出
事業者から提供された廃棄物情報を踏ま
えて処理している。

11 25.6%

2
注意が必要な化学物質を含む廃棄物は，
基本的に受託していない。

30 69.8%

3
具体的にどういった化学物質に注意を
払って良いか分からない。

1 2.3%

4 無回答 1 2.3%

43 100%

回答内容

合計

25.6%

69.8%

2.3%
2.3%

1

2

3

4
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○ 当該化学物質に注意を払っている理由・目的 
・火災・爆発安全を担保（76.6％）、人体安全性の確保（74.8％）、生活環境への安全性を
担保（72.9％）と各理由ともに７割を占め、理由に関して特段の差は見られなかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 3．注意を払っている理由・目的 

 
[② 注意を要する化学物質の情報源] 

処理に際して注意を払っている化学物質の情報源として、排出事業者が提供する廃棄物情

報が欠かせず、重要である一方、当該情報を補足する意味で、処理業者自身で収集した情報

も活用している様子が窺える。 

○ 注意を要する化学物質の情報源 
・排出事業者が提供する廃棄物情報が 72.0％と最も多く、次いで、自社での廃棄物分析
結果の情報（57.9％）、自社で起きたヒヤリ・ハット等の経験から（47.7％）となってい
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図表 4．注意を要する化学物質の情報源 

 
 
 
 

ｎ＝107

回答数 回答％

1
火災や爆発等の事故防止【火災・爆発安
全を担保】

82 76.6%

2
従業員や周辺住民の健康（発がん性，毒
性等）への配慮【人体安全性の確保】

80 74.8%

3
環境（大気，水，土壌等）への影響に配慮
【生活環境への安全性を担保】

78 72.9%

4 その他 10 9.3%

「その他」の回答内容
施設への悪影響防止（8）
反応性等への配慮（2）

回答内容

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1

2

3

4

76.6%

74.8%

72.9%

9.3%

ｎ＝107

回答数 回答％

1 自社で起きたヒヤリ・ハット等の経験から 51 47.7%

2
自社での廃棄物分析（外部委託を含む）
結果の情報

62 57.9%

3 排出事業者が提供する廃棄物情報 77 72.0%

4
一般的に知られている事故（ヒヤリ・ハット
を含む）等の情報

43 40.2%

5
その他：化学物質の危険性の知識がある
から

1 0.9%

回答内容

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1

2

3

4

5

47.7%

57.9%

72.0%

40.2%

0.9%
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[③ 注意を要する化学物質等の具体] 

処分方法ごとに、注意を要する化学物質は異なる。 

焼却や中和の処分方法に関して、注意を要する化学物質の記載数が比較的多く、焼却や中

和の処分方法に関して、注意する化学物質への関心が高い傾向が窺える。 

焼却や油水分離では爆発性、引火性、可燃性の事象に、中和は急激反応、混合・反応時の

有毒ガス発生、発熱、腐食性の事象にそれぞれ注意するべく、注意を要する化学物質等を把

握している傾向が見られた。 
○ 注意する化学物質の名称及び理由・目的の具体例 
・注意を払っている化学物質の名称が最も記載されていた処分方法は、焼却で、次いで、

中和であった。特に、焼却や中和の処分方法に関して、注意する化学物質への関心が高い

傾向が窺える。 
表 1. 処分方法ごとの注意化学物質記載数 

① 廃棄物の処
分方法 

② 各業許可取得
業者数 

③ 注意化学物質記
載数 

④ ③/② 

焼却 103 111 1.1 
中和 81 53 0.6 
油水分離 59 10 0.2 
脱水 53 11 0.2 

・また、処分方法・廃棄物の種類ごとの注意している化学物質等についての傾向は下表の

とおりとなった。焼却では、廃油に係る注意する化学物質等の記載数が最も多く（ｎ＝48）、
次いで、汚泥（ｎ＝22）で、廃酸及び廃アルカリは各 10程度の記載数であった。 

 

表 2．処分方法・廃棄物の種類ごとの注意している化学物質等 
廃棄物の処分方法 廃棄物の種類 記載が多かった化学物質等 
焼却 廃油 引火性物質、過酸化物 

汚泥 過酸化物、金属粉体 
中和 廃酸 過酸化物、鉱酸系物質（塩酸、硝酸、硫酸） 

廃アルカリ 水酸化ナトリウム 
油水分離 廃油 引火性物質 
脱水 汚泥 金属粉体 

 
注意を要する化学物質等として記載の多かったものを含む廃棄物の処理は、回答対象処理

業者全体の、多い場合で５割～６割が行っており、上記廃棄物処理は各処理業者で一般的に

行われていることが窺える。 
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表 3．注意を要する化学物質等を含む産業廃棄物の処理実態 
廃棄物の種類と具体的名称 注意を要する化学物質等とし

て記載の多かったもの 
回答対象処理業者全体に占め

る処理実施割合 
廃油・引火性廃油 引火性物質 63.3％ 
廃酸・廃硫酸 硫酸 50.4％ 
廃酸・廃塩酸 塩酸 46.5％ 
廃アルカリ・苛性ソーダ 水酸化ナトリウム 57.8％ 

 
（２）排出事業者による廃棄物情報提供の状況 

受託廃棄物の化学物質等に関する、排出事業者からの情報の入手について、全て開示して

もらっているとの回答が３割（37.3％）ある一方で、主成分の情報開示は十分だが微量物質

や不純物等の開示が不十分と感じる者（61.3％）や、主成分も含め情報開示が不十分と感じ

ている者（36.0％）がおり、全体的には、情報が不十分と感じている処理業者が半分以上を

占めていた。 

 
○ 受託廃棄物の化学物質等に関する、排出事業者からの情報の入手 
・「主成分に関する重要情報の開示はあるが、微量物質や不純物等の情報開示はない。」と

の回答が 61.3％と最も多くを占めた。次いで、ほとんど全て重要情報を開示してもらっ

ていると感じている者が 37.3％いる一方で、まだまだ情報開示が不足していると感じる

者も 36.0％と同じ割合存在した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 5．受託廃棄物の化学物質に関する、排出事業者からの情報の入手状況 

 

○ 情報提供の充実度 
・80～100％の充実度との回答が 4割占める一方で、20～80％未満の充実度との回答が、5

割弱を占めていた。 

ｎ＝150

回答数 回答％

1
微量成分や不純物を含めて，ほとんど全
ての重要情報を開示してもらっている。

56 37.3%

2
主成分に関する重要情報の開示はある
が，微量物質や不純物等の情報開示は
ない。

92 61.3%

3
主成分についても，まだまだ情報開示が
不足していると感ずることがある。

54 36.0%

4 ほとんどの重要情報の開示はない。 8 5.3%

5 その他 6 4.0%

その他の主な回答内容
サンプルの提出（３）

回答内容

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1

2

3

4

5

37.3%

61.3%

36.0%

5.3%

4.0%
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図表 6．情報提供の充実度 

 
（３）特に注意を要する排出事業者の業界の有無 

化学物質が原因で処理中に何らかの問題を起こした顧客の業界について、化学業界との回

答が最も多かった（ｎ＝46）が、一方で問題を起こしている業界はないとの意見が多くみら

れ、業界という括りで課題が生じているわけではないことが読み取れた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｎ＝150

回答数 回答％

1 100% 9 6.0%

2 80～100％未満 54 36.0%

3 60～80％未満 24 16.0%

4 40～60％未満 32 21.3%

5 20～40％未満 16 10.7%

6 0超～20％未満 12 8.0%

7 0% 0 0.0%

8 無回答 3 2.0%

150 100%

回答内容

合計

6.0%

36.0%

16.0%

21.3%

10.7%

8.0%
2.0%

1

2

3

4

5

6

7

8
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表 4. 問題のある業界 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）サンプル分析の実施状況 

何かしら注意を必要と判断した受託廃棄物に関しては、サンプルの分析によって、処理業

者自ら廃棄物情報を確認している状況が窺えた。 

○ 契約前（排出事業者からサンプルの提供を受けての分析）の分析の実施状況 

・サンプルを入手し分析を実施するとの回答が 6割（64.7％）を超えていた。また、その

中で、「明らかに安全と考える廃棄物を除き、分析する」との回答が 44.7％と最も多くを

占めた。 

 

 

 

 

 

 

第1位
回答数

第2位
回答数

第3位
回答数

1 建設 10 5 4
2 食品 2 1 1
3 紙・パルプ 0 1 0
4 化学 46 5 3
5 鉄鋼・金属製品 3 11 5
6 機械・精密・輸送 5 5 3
7 電機・電子 9 6 5
8 商業・小売 1 3 0
9 金融・保険 0 0 0
10 不動産・倉庫 0 0 0
11 サービス 3 1 4
12 その他 6 3 1
13 なし 46 72 82
14 無回答 19 37 42

150 150 150
第１位「その他」の回答内容
メッキ業界（２）
塗装業（１）
学校・試験研究機関（１）
清掃請負業（１）
印刷業（１）
第２位「その他」の回答内容
製造業（１）
医療関係機関（１）
行政（１）
第３位「その他」の回答内容
印刷業（１）

合計

問題のある業界
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図表 7．契約前の受託廃棄物の処理事業者での分析実施状況 

 

○ 契約後、廃棄物受入れ時ごとのサンプル分析の実施状況 

・「廃棄物の性状・成分が変わったと考えられる時に行う。」との回答が約 7割（69.3％）

を占め、処理業者でも廃棄物情報の確認を行っていることが読み取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 8．契約後の受託廃棄物の処理事業者での分析実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ＝150

回答数 回答％

1
全ての廃棄物でサンプルを入手して，分
析を必ず実施する

30 20.0%

2
明らかに安全と考える廃棄物を除き，分
析する

67 44.7%

3
排出事業者から提供された廃棄物情報が
あるため，特別のケースを除いて実施しな
い

32 21.3%

4 基本的に分析は行わない 19 12.7%

5
その他：サンプルの提供が不充分だが、
あれば分析する。

1 0.7%

6 無回答 1 0.7%

150 100%

回答内容

合計

20.0%

44.7%

21.3%

12.7%
0.7% 0.7%

1

2

3

4

5

6

ｎ＝150

回答数 回答％

1
受入時，全てのロットについてサンプリン
グして分析する

27 18.0%

2
廃棄物の性状・成分が変わったと考えら
れる時に行う

104 69.3%

3 抜き打ちで行っている 35 23.3%

4 分析は行っていない 20 13.3%

5 その他：期間をきめて分析実施 1 0.7%

回答内容

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1

2

3

4

5

18.0%

69.3%

23.3%

13.3%

0.7%
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（５）ヒヤリ・ハットを含む事故の状況 

[① 異物混入による事例] 

排出事業者からの廃棄物情報提供にない、異物の混入によりヒヤリ・ハットを含む事故に

至った処理業者の割合は２割（23.3％）であった。 

○ 異物の混入によるヒヤリ・ハットを含む事故事例の有無 

・「事前の情報提供等がない物質が混入していた」との回答は、６割（64.6％）を占めて

おり、また全体の２割（23.3％）で「事前の情報提供等がない物質が混入していた」際に、

ヒヤリ・ハットを含む事故事例が起きていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 9．異物の混入によるヒヤリ・ハット等事例の有無 

 

[② 事例の有無と内容] 

ヒヤリ・ハットを含む事故が起きたことのある回答処理業者が全体の６割弱占めており、

そのうち火災や爆発、発熱に係る事例が半分を占めた。 

○ ヒヤリ・ハットを含む事故事例の有無 

・ヒヤリ・ハットを含む事故事例の中では、火災・爆発関連が約５割を占め最も多かった。

「水・大気・土壌等の生活環境への汚染が発生した事故」を事例として回答した割合は６％

と少なかった。 

 

 

 

 

 

ｎ＝150

回答数 回答％

1

通常処理とは異なる処理を行う必要があ
る化学物質が入って来ることが時々ある。
事実，その物質が原因となった事故ある
いはヒヤリ・ハット事例が発生した

35 23.3%

2

通常処理に困るほどではないが，契約と
違う化学物質が入っていそうな廃棄物が
ある。ただ，事故やヒヤリ・ハットにまで
至ったことはない

62 41.3%

3
契約と異なる化学物質が入った廃棄物
は，発生しない。もちろん，事故、ヒヤリ・
ハットの事例もない

45 30.0%

4 その他 4 2.7%

5 無回答 4 2.7%

150 100%

その他の回答内容
異物が混入していた場合は受入拒否（3）
契約情報に無い異臭が生じていた（1）

回答内容

合計

23.3%

41.3%

30.0%

2.7% 2.7%

1

2

3

4

5



12 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 10．ヒヤリ・ハットを含めた事故事例の有無 

 

[③ 具体的な事例の内容] 

具体的な事故事例においては、排出事業者が関連する事例が全体の 4割を占め、当該事例

については、排出事業者の故意又は故意ではないに拘わらず、廃棄物情報提供の問題や廃棄

物排出管理の問題が起因していることが分かった。 

事故事例においては、処理業者が原因で起こるものも 7割強あり、関係者への連絡不足や

各社員の認識不足・作業操作ミス、各社員への教育不足といった原因が見られた。 

（※具体的な事故事例については、参考資料 p66～84 参照） 

  
(６)中和処理の考え方 

中和処理の判断について、「装置に設置してある pH メーター等の信号を見ながら、pH＝6

～8に達したところで中和を終了する」との回答が 65.4％で最も多くを占めていた。 

中和反応の基本的・本質的な理解ができていない状況で中和処理を行う実態があることが

分かった。また、pH＝7が中和であるという間違った概念が定着しており、平衡反応の考え

方がないことも明らかになった。 

※平衡反応：可逆反応において、正反応の反応速度と逆反応の反応速度が等しくなり、見

かけ上反応が停止している状態で、エネルギー的に最も安定した状態。ただし、化学平衡の

状態では「正反応の反応速度＝逆反応の反応速度」であり、見かけ上反応が停止しているよ

うに見えるが、正反応と逆反応は絶えず起こっている。 

 

 

 

 

 

ｎ＝150

回答数 回答％

1
火災・爆発（ヒヤリ・ハットを含む（小規模
事故））

31 20.7%

2
火災・爆発まで至らないまでも発熱が起き
た事故（同上）

50 33.3%

3
有毒ガスや危険性蒸気の発生等で人体
に危険が及びそうになった事故（同上）

27 18.0%

4
水・大気・土壌等の生活環境への汚染が
発生した事故（同上）

9 6.0%

5 ヒヤリ・ハット等事例はない 66 44.0%

6
その他：施設等への悪影響が起こった事
例

3 2.0%

回答内容

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1

2

3

4

5

6

20.7%

33.3%

18.0%

6.0%

44.0%

2.0%
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図表 11．中和終了の判断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ＝81

回答数 回答％

1
装置に設置してあるpHメーター等の信号
を見ながら，pH＝6～8に達したところで中
和を終了する。

53 65.4%

2
pH試験紙や指示薬等の簡易的な方法を
使いpH＝6～8に達したところで中和を終
了する。

12 14.8%

3

現場で中和する前，少量サンプルを用い
て事前に分析を行い，滴定量を算出して
おく。この滴定量を基準にして現場での中
和量を決める。

9 11.1%

4

事前の分析で，酸性やアルカリ性を示す
物質を確認した後，pHメーター等を使用し
て中和滴定曲線を描きながら想定する中
和当量点をもって終了する

1 1.2%

5 その他 3 3.7%

6 無回答 3 3.7%

81 100%

その他の回答内容
廃棄物毎の金属挙動を確認し、ph計で中
和点を確認している。
1、3、4と記入
サンプルによる事前分析の結果を参考
に、ｐHを確認しながら処理完了を確認す
る。

回答内容

合計

65.4%

14.8%

11.1%

1.2%
3.7%

3.7%

1

2

3

4

5

6



14 
 

２－２．ヒアリング調査結果の概要 
２－２－１．ヒアリング調査の概要 

（１）ヒアリング対象の抽出 

アンケート調査の結果より、以下の観点から処理業者を 10社抽出しヒアリングを行った。 

・ヒヤリ・ハットを含む事故事例について記述があること。特に排出事業者の不注意による

事故の事例が記載されていること。 

・中和や焼却の処理を実施しており、特に、中和困難と思われるメッキ廃液や有機アミン液

の取扱いがある者。 

 

（２）ヒアリング内容概要 

ヒアリングにおいては、ヒヤリ・ハットを含む事故を防止するために、注意している化学

物質等の有無とその整理の状況を具体的に確認した。その際には、WDS の活用状況や有効性

についても併せて尋ねた。これにより、排出事業者から提供を受けたい廃棄物情報に関して、

処理業者は把握、整理しており、排出事業者に処理業者が知りたい廃棄物情報の具体を説明

できる状況なのかどうか把握した。 

次に、排出事業者の廃棄物情報提供の状況や廃棄物の排出状況を確認した。これにより、

処理業者が理想とする状況とどの程度差異があるのか、ヒヤリ・ハットを含む事故を防止す

るためにどのような課題が具体的にあるのか把握した。 

また、ヒヤリ・ハットを含む事故の事例に関して、具体的に詳細を尋ね、原因や課題等に

ついて現場の実態を聴取した。 

最後に、中和処理について、適正処理のための基準の有無等を確認し、中和処理の課題を

把握することとした。 

 

２－２－２．ヒアリング調査結果の概要 

（１）ヒアリング調査結果 要約 

 注意している化学物質は、処理業者ごとにあり、それらは、これまでの処理の経験等か
ら蓄積されたもので、暗黙知化ないしは、データベース化されており、このようなデー

タベースに基づき排出事業者からの廃棄物情報を確認している。また、注意すべき化学

物質等の情報は処分方法や処理技術によって異なってくるため、排出事業者からの情報

提供だけで一度に全てを把握するのは難しく、サンプル分析結果や営業担当職員を通じ

た排出事業者への再確認等のコミュニケーションを通じて、必要な情報が補完されてい

る。 

 WDS は基本的には廃棄物情報を把握するのに有効なツールだが、排出事業者による記載
の量や質によっては、不十分な内容となることがあったり、上記のように処分方法ごと

に着目する項目が異なるため、全てを当該シートで網羅するのは難しいといった課題も

ある。 

 排出事業者からの廃棄物情報提供の質、量は排出事業者ごとにまちまちで、十分な情報
を提供してくれる場合もあれば、情報が不足しがちな場合もある。不十分になる理由と
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しては、そもそも排出事業者が廃棄物の性状・成分等を分かっていない場合もあれば、

企業秘密で公開しない場合、異物が知らぬ間に混入することや、性状に変動が多いもの

等がある。排出事業者の業界によって情報提供の難しさが生じる傾向もあるが、特定の

業界からの廃棄物が特に問題を起こすといったことはない。また、排出事業者による廃

棄物の排出管理の不徹底からヒヤリ・ハットを含め事故につながる事例も挙げられた。

具体的には、廃棄物の分別の不徹底や荷姿の条件の違い等がある。 

 基本的には、排出事業者の廃棄物情報やサンプル分析結果、搬入物の受入確認等で何度
も確認しているため、ヒヤリ・ハットを含む事故は少ないとの回答がある一方、確認し

ていても想定外の物質・異物混入等で事故等は起こるとの回答もあった。ヒヤリ・ハッ

トを含む事故は、処分の過程だけではなく、排出現場での排出事業者による廃棄物を管

理する段階や収集運搬の過程でも起こっていることが分かった。ヒヤリ・ハットを含む

事故全体を見ると、処理業者側のミスで起こっている事例もあることが確認できた。 

 中和の処理に関しては、基本的には無機系の廃酸・廃アルカリに関して中和反応で処理
を行い、有機系の廃棄物の中和は極力避けるようにしている傾向にある。中和するかど

うかの判断基準のようなものは、ある程度各処理業者で設定しており、コストや施設へ

の影響等も加味し、中和するかどうか決定していることが分かった。 

 

（２）ヒアリング調査結果 概要 

 

① 注意している化学物質等 

処分方法によって注意する化学物質等は異なる。 

主成分、微量成分等の組成、濃度、発生工程の把握が、先ず重要。 

 廃棄物処理法以外の環境関連法（例：水質汚濁防止法、第 4類危険物について区分して保
管している）で規制されている有害物質。 

 処分方法によって、気をつけなければならない物質は異なってくる。 
 主成分、微量成分、濃度、発生工程の詳細が把握できると、処理に際してどういった点に
注意しなければならないのかが予測できるが、一度には詳細の情報をつかむのは難しい。 

 排出事業者には、基本的に WDS に沿って情報提供をお願いしている。具体的には、荷姿、
数量、性状、含有性の有無、発生フロー等を確認している。特に、主成分と製造工程（発

生工程）は重要で、製造工程を排出事業者から聞き取ることで、異物（コンタミ）の混入、

濃度、量の変動等が予測できる。 

 ヒヤリ・ハットを含む事故防止及び処理施設の設備保全という観点から、含有物質の成分
について知りたい（％の単位でＯＫだが、できれば ppm 単位で把握したい。ppm 単位で処

理方法を検討する場合があるため）。 

 含有量の多いものについては、有害・無害に関わらず組成割合を教えてほしい。 
 処理、特に中和のやり難い物質、危険度が高い物質の２つの観点から注意している。前者
は、有機関係の物質で、後者は、硫化水素や過酸化水素である。 
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② 注意している化学物質等のリストの有無 
注意している化学物質等のリストは質、量、整理の形態に差はあるが、まとまっている。 

 詳細なものではないが、蓄積してきた内容がリスト化されている。 
 排出事業者からどういった情報を収集すべきかについては、今までの経験からの知識がデ
ータベースになっていたり、各職員の暗黙知になって、蓄積されている。 

 あまりリスト化、データベース化して、まとめているわけではないが、過去の情報は蓄積
されており、適正な処理の検討や混合テストの際に活用している。 

 基本的には、過去の事例や経験を踏まえて、注意を要する化学物質等についてはデータベ
ース化している。 

 適正処理の観点から、又、事故未然防止の観点から、排出事業者に必ず含有等を明らかに
してほしい化学物質のリストは、ある程度は整理されている。 

 

③ 排出事業者からの廃棄物情報提供の実情 
排出事業者からの廃棄物情報提供の質、量は排出事業者ごとにまちまちで、十分な情報

を提供してくれる場合もあれば、情報が不足しがちな場合もある。 

 情報提供の質・量は排出事業者ごとにまちまち。 
 基本的に排出事業者は、協力的であり、意識が高い。しかしその中でも、要注意な排出
事業者は特定されており、改善をお願いしても聞き入れてもらえない。このような排出

事業者は全体の 1～2％と少ない。 
 
情報不足の内容には、知りたい情報が一目で把握し難い、排出事業者で廃棄物情報を把

握していない又は企業秘密になっている、廃棄物情報に変動があり、画一的な情報として

伝えにくいといったものがある。 

＜知りたい情報が一目で把握し難い＞ 

 商品名のみの記載でどういった化学物質が含有されているか一目では分からない場合が
ある。 

 MSDS の提供を受ける場合もあるが、その場合、処理に際してどの化学物質に注意が必
要なのか記載されていないので、分かり難い。 

 MSDS をもらっても、実際に欲しい情報は 1～2 行程度だったりする。量よりも大切な
ポイントを抜き出して提供してほしいという思いもある。 
＜排出事業者で廃棄物情報を把握していない又は企業秘密になっている＞ 

 排出事業者が廃棄物の情報について理解していない場合がある。例えば、メッキ業界で
メッキ試薬を使用するが、排出事業者側で（メッキ試薬は商社から購入しただけなので）

当該メッキ試薬の細かいデータを把握していない。メッキ試薬の販売元で成分情報等を

問い合わせしても、ノウハウ等が障害となり教えてもらえないことが多い。 
＜廃棄物情報に変動があり、固定的な情報として伝えにくい＞ 

 製造する製品の工程上、或いは、加工のプロセスにより、排出事業者が、サンプルと同
じ性状の廃棄物を排出できないことがある。また、新規立ち上げの工場ではサンプルと



17 
 

実際の廃棄物が異なることはあり得る。製造工程では、製品の品質を一定化するために

廃棄物が発生するので、廃棄物の性状に変動があるのは当然という認識をこちらでは持

っている。 
 
情報不足の場合には、処理業者から排出事業者へ確認する、聞き出す。また、サンプルを

もらい分析する。廃棄物情報の変更の連絡も、処理業者から積極的に聞き出す傾向にある。 

 排出事業者からの情報提供の度合いによって、5段階評価をしている。評価が低い排出事
業者に対しては、営業から、適正処理に当たって必要な情報を排出事業者から聞き出す

というのが現状になっている。適正処理に必要な情報が得られるよう、営業等職員のス

キルを上げて、補足せざるを得ないのが現状。 
 どちらかというと、何か問題がありそうな場合には、営業の職員を通じて、排出事業者
に再度確認する、聞き出すといった状況。 

 情報不足の点については、再度情報の提供をお願いする。「適正処理をするために必要」
である旨を説明する。 

 排出事業者が認識していない物質が、総じて怖い。従って、事前に全ての廃棄物につい
てサンプルをもらい、分析するようにしている。 

 廃棄物情報の変更連絡は排出事業者から積極的にされることは少ない。 
 排出事業者からも何か変更があった際には、連絡をしていただくようにお願いしている。 

 
④ 排出事業者の業界ごとの廃棄物情報提供の差異 

基本的にある特定の業界からの廃棄物が特に問題を起こすといったことはないが、業界等

での課題等の傾向は読み取れる。 

 ある特定の業界からの廃棄物が特に問題を起こすといったことはない。 
 
◆ 廃棄物の含有物質の情報が少ない、混合による危険性がある 

＜多種のもの＞ 

 多種類の廃酸・廃アルカリを排出する排出事業者は、問題となりやすい。例えば、ドラ
イバーに回収場所のみ連絡し、廃棄物の中身については何も伝えてくれない場合がある。 

 多種多様なものを排出する場合は、問題になりやすい。 
 単品多量の場合は怖くないが、少量でも多品種の場合は混合による危険性が出る。 
＜非定期的のもの＞ 

 非定期的に少量で排出する小規模な事業者に関しては、情報が少ない場合がある。 
 12月は非定常的なものが混入する傾向にあるので、注意が必要な月である。 

 
◆ 廃棄物情報に関して、変動が生じやすいため、正確に把握し難い 

＜メッキ業界＞ 

 メッキなどの表面処理の工程では液体の濃度が異なることがある。 
 メッキ業界では主成分等の情報が把握し難い。 
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＜化学業界＞ 

 化学合成等の業界では、発生工程の変動が大きく、廃液の回収の都度、性状が異なるこ
ともある。また、発生工程について、細かく教えてくれないので、処理側では頭を痛め

るところが多い。例えば、発生工程に関して、「Ａ＋Ｂ＝製品」といったように大雑把に

しか記載されていない場合もあったりする。化学業界は、大企業でも情報提供が不十分

と思えるところも多い。 
 化学業界については、サンプルとの差異が生じやすいということはあるが、当該排出事
業者は皆協力的である。 

 化学業界からの廃棄物で処理中に反応が生ずる。 
 
◆ 分別の徹底がされていなかったり、排出経過が把握し難い 

＜建設業界＞ 

 建設業界は、廃棄物の排出経過（例：ポリ容器に入った薬品がどこの解体でどういった
経緯で出てきたか不明等）が分かり難いといった問題がある。しかし、これは致し方な

いという認識の部分もある。 
 建設業界に関しては、分別が不徹底なところが問題であり、形状が不明のままで搬入さ
れることがある。排出事業者も収集運搬業者も、分別の認識が欠如していると感じてお

り、異物が入らないように搬入してほしい。排出現場で分別していても、運搬時に混載

してしまうといったことも考えられる。混入物としては、ペイントで使用する溶剤系や

消火器も入ってくるケースがある。 
 
◆ 活性が抑えられていない状態での排出 

＜電機・電子業界＞ 

 電機・電子業界に関しては、化学的活性が残ったかたちでの回収を求められる場合が多
く、活性を無くしたかたちで排出してほしいとこちらからお願いすると、契約を断られ

ることがほとんど。フッ酸、硝酸、過酸化物等で活性が残っていると、運搬過程での安

全が確保できないという問題がある。 
 
⑤ WDS の活用 
特に確認している項目：廃棄物の組成情報や発生工程が重要視されている様子が窺える。 

 「３．廃棄物の組成、成分情報」、危険物に係る情報、「有害特性」、「発生工程」、毒性、
廃棄方法、引火点。 

 「サンプルの提出」、「発生量」、「発生工程」、「組成」の情報が非常に大切に感じる。新
しいWDSにもこれらの項目はあるが、優先順位が低く扱われている気がする。 

 あまり記載することができない場合には、極力発生工程について詳細を書いていただき
たい。 

 発生工程の詳細が分かると、サンプル分析結果で得た情報の変動幅が分かるので、貴重
な情報となる。 
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WDSを評価しつつも、排出事業者の記載の仕方によって情報が不十分となる課題が窺えた。 

 WDSをきちんと記載してもらえれば、十分適正処理に役立つ。 
 各社によって、記載の質・量がまちまちであり、処理業者側として必要な情報が十分で
ない場合も多い。 

 WDSへの書き方が分からなかったり、書くための知識が担当者で不十分だったりするの
ではないかと思う。 

 
処分方法等の違いにより、注意する化学物質等の視点が異なるため、１つの WDS シートで

全てを網羅することの難しさが窺えた。 

 どれだけの情報が排出事業者から欲しいかについては、細かく言えば、処理業者のレベ
ルや処理の手順や工程により、処理業者毎に異なってくるところはあると思う。 

 処分方法によって、注意する物質が異なるなど、注意しなければならない視点が異なる
ので、１つのWDSシートで網羅するのは難しいのではないかと感じている。 

 混合廃棄物の場合、WDSで正しい情報が記載できるのか、疑問なところがある。 
 当社では多くの廃棄物を扱っているが、廃棄物ごと・発生工程ごとに詳しく聞きたい部
分が異なるため、「必要な情報が何であるか」を一言では言い表しにくい。排出側から見

て「分からない」というのもなおさらだと思う。 
 
独自のシートで対応している処理業者もある。 

 独自のシートを作成しており、当該シートの情報（成分やサンプル分析結果を含む）を
確認・共有しながら、処理担当者は適正処理の方法を検討し、処分を実施している。 
 

⑥ 廃棄物情報入手のためのサンプル分析 
排出事業者提供の廃棄物情報を十分に活用しながらも、安全と考えられる廃棄物を除きサ

ンプルを入手し、その分析結果を確認しながら、適正処理の方法等を検討している。 

 サンプル分析は明らかに安全と考えられる廃棄物を除き必須。 
 排出事業者から提供された情報もある程度は活用するが、処理業者側で分析を通じて正
確な情報を把握している。 

 排出事業者からの情報提供よりも、むしろサンプル分析結果の情報を重要視している。
排出事業者の情報のみで処理を行う事はない。サンプル分析結果を見て、適正な処理方

法を検討している。 

 

⑦ ヒヤリ・ハットを含む事故事例 

基本的には、排出事業者の廃棄物情報やサンプル分析結果、搬入物の受入確認等で何度も

確認しているため、ヒヤリ・ハットを含む事故は少ないとの回答がある一方、確認していて

も想定外の物質・異物混入等で事故等は起こるとの回答もあった。 

ヒヤリ・ハットを含む事故事例は、処分の過程だけではなく、排出現場での排出事業者に

よる廃棄物を管理する段階や収集運搬の過程でも起こっていることが分かった。 
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ヒヤリ・ハットを含む事故事例全体を見ると、処理業者側のミスで起こっている事例もあ

ることが確認できた。 
＜事故等はあまり起こらない前提の体制＞ 

 基本的には事前にサンプル分析をしているので、主成分等が分からない廃棄物を回収す
るといったことはない。回収時に通常のものと異なる廃棄物と感じた場合には、予めそ

の旨を本部に連絡してもらうようにしている。 
 基本的には受入れ時に全て受託廃棄物をチェックしているので、そこで問題があれば把
握するようにしている。 

 基本的に、サンプル分析結果等を記した当社データシートに基づき、情報を何度も確認
して、処理を行っているので、ヒヤリ・ハットを含め事故事例はあまり起こらないと考

えていただきたい。 
＜事故等の起こる原因＞ 

 ヒヤリ・ハットを含む事故事例は通常の作業で起きる場合より、想定外の物質・異物混
入で起こることが多いと感ずる。 

 
＜排出事業者及び現場が関与する課題＞ 

 排出事業者による排出状態、廃棄物管理の不徹底でヒヤリ・ハットを含む事故の事例が
起こったことは、頻度は少ないがある。 

 ヒヤリ・ハットになりそうになった事例自体が少ないと言ったが、その上で、どちらか
といえば、排出事業者による廃棄物管理の不徹底によるトラブルの方が多いのではない

か。 
 排出事業者による、廃棄物の排出状況が原因で問題を起こす場合は、レアなケースで、
容器の入れ方で蓋をきちんと閉めていなかったといったことがまれにある。 

 情報提供と異物混入は別のことだが、管理が良くできている排出元は、両方とも問題な
い（きちんと情報提供してくれて、異物混入も無い）ことが多い。 

 廃油に関しては、排出事業者にとってはどれも一緒という認識で、第１石油類、第２石
油類、第３石油類を混合して出されてしまうこともあった。 

 廃棄物は混ぜないように排出事業者にはお願いしている。混ぜて良いかの判断は処理側
でするので、混合して良いものかどうか、一度排出事業者には問合せしてもらうように

している。 
 排出事業者としては、産廃がどう処理されるかを見越してまで、なかなか産廃を排出し
ていないと思う。そういったところの意識改革が必要なのではないかと感じる。 

 確認していても、予定外のものが搬入されてくる場合があり、その件数は何故かあまり
減っていかない。他社の収集運搬業者が搬入する場合で、本当は搬入の予定に組み込ま

れていないものなのに、搬入されてきてしまうものがある。そういった場合は、間違い

がないかどうか確認し、最悪の場合は、引き返してもらっている。予定外のものの搬入

の問題が最も多いが、その次が、荷姿の条件の違いである。例えば、容器の種類が異な

っていたといったことがある。 
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＜収集運搬事業者が関与する課題＞ 

 収集・運搬の際に、ヒヤリ・ハットを含む事故事例が発生することが割合的に多いと感
ずる。排出事業者の中には、排出状況や廃棄物の中身に関する詳細情報を伝えることな

く、回収してほしいとの指示のみの場合もあったりする。 
 他社の収集運搬業者が搬入する場合には、特に、注意している。どういった状況で廃棄
物が搬入されてくるか、想定できない場合がある。ドライバーの知識や力量によって、

取扱いに注意が必要な物質であっても、あまり注意せずに運搬し、ヒヤリ・ハットが起

きてもおかしくない状況といった時があったりする。 
 また、収集運搬時には、弊社でない、他の収集運搬業者からの持ち込みがあった際に、
シアン廃液と強酸を隣り合わせにして運搬したりすることがあり、危険を感じた。 
＜処理業者に係る課題＞ 

 ヒヤリ・ハット等につながる事例全体のうち、処理側のミスに起因するものの方が正直
多い。特に、処理途中で廃棄物の性状が変化する場合は、その変化について情報共有が

されておらず、ヒヤリ・ハットを含め、事故につながる場合がある。 
 

⑧ 中和処理 

中和の処理に関しては、基本的には無機系の廃酸・廃アルカリに関して中和反応で処理を

行い、有機系の廃棄物の中和は極力避けるようにしている傾向にある。中和するかどうかの

判断基準のようなものは、ある程度各処理業者で設けており、コストや施設への影響等も加

味し、中和するかどうか決定していることが分かった。 

 基本的に単純な廃酸・廃アルカリに限って中和している。その他は焼却で処理している。
パックテストという BOD測定を行い、1,000ppmを超えたら焼却処理するという一定の
基準を設けている。例えばメッキ廃液に有機物が混合していると、それは中和困難なの

で、焼却処理する。カーボン系は焼却処理することにしている。 
 中和処理に関しては、中和反応の工程はあまり問題ではなく、どちらかと言うと、生物
処理（BOD分解等）の方が重要になってくる。よって、微生物が分解できないようなも
の（微生物が死んでしまうもの）は、中和せず、焼却処理している。例えば、有機塩素

系（例：トルエン、キシレン、ホルマリン）は焼却している。 
 酸やアルカリの中和処理と焼却処理を推奨する場合の基準は明確に設けてはいないが、
主に成分分析結果で判断している。極力排出事業者での処分方法の要望に応えるように

しているが、やむを得ない場合は、他の処分方法も検討してもらえるよう排出事業者に

相談している。中和処理と焼却処理では、処理設備のイニシャルコストが大きく異なる

ので、一般的には中和処理の方が安くなるはず。中和が 20円/㎏としたら焼却は 150円/
㎏ぐらいの差はある。ごくまれに、薬剤量が多くなれば、中和処理の方が高くなること

もあるので、その時は焼却処理を勧める。 
 中和に関しては、無機系の中和が主力だが、どうしても有機系のものも入ってくるので、
有機系のものは注意している。有機物含有分析（TOC）を行い、数値が高い場合には、
成分の追及をして、中和できるか否か判断している。当社では中和の際に、生物処理の
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工程があり、BODの値に関係してくるが、微生物分解されない物質や微生物を殺してし
まう物質を含むものは、受託しないようにしている。 

 基本的に、水処理ができるかどうか（又は水処理にコストが掛かるかどうか）と処理コ
ストの兼ね合いを見ながら、処理方法を判断している。中和して水処理の場合、中和し

て焼却の場合、焼却の場合のパターン等がある。水処理ができない、又は水処理にコス

トが掛かるのは、COD値が高いものや、窒素含有のもの。そして微生物を殺してしまう
ような物質である。 

 基本的に有機物が混入しているものは、焼却するという考え方である。当社は生物処理
の工程がない。生物処理の工程がある場合でも、それは一定の物性で大量に処理する場

合に適しているのであって、少量で何の混入物や微量成分があるか分からないといった

ものの処理は、リスクが大き過ぎてできないと思う。 
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第３章 ヒヤリ・ハットを含む事故等事例の傾向等分析結果 
 アンケート調査及びヒアリング調査の結果から、ヒヤリ・ハットを含む事故等事例の傾向

等分析を行った結果を以下に示す。当該分析は、以下の視点からそれぞれ行った。 
 
・事故等内容と原因物質の特性 

・事故等原因となった化学物質の種類 

・事故等に主に関与した者（処理業者 or 排出事業者） 

 
３－１．事故等内容と原因物質の特性 
事故等内容（火災・爆発、発熱、人体への影響、環境への影響）と原因物質の特性（引火

性、自然発火性・自己発熱性、反応性、混合危険性）の観点から事故等事例を整理した結果、

以下のようになった。 
 

表 5．事故等内容と原因物質の特性ごとの事故等事例数 

※事例数は重複

含む 
引火性 自 然発火

性・自己発

熱性 

反応性 混 合危険

性 
その他・不

明 
事 例

合計 

火災・爆発 11 1 1 4 1 18 
発熱 0 0 5 20 4 29 
人体への影響 2 0 8 28 27 65 
環境への影響 2 0 8 27 25 62 

 
火災・爆発、発熱の事例は、全体のそれぞれ２割、３割を占め、火災・爆発の場合は引火

性物質、発熱の場合は、２種類以上の化学物質が混合したり、接触したりすることによって、

元の状態より危険な状態になる混合危険性を示す物質が最も多く関与していた。 
人体への影響や環境への影響の事例が今回のアンケートでは多く記載され、２種類以上の

化学物質が混合しガスが発生することで、人体や環境へ影響する事例や、その物質自体の特

性から廃棄物の漏洩等によって人体や環境へ影響を与える事例が多く見られた。 
 
３－２．事故等の原因となった化学物質の種類 
事故等の原因となった化学物質等の種類については、以下のようになった。 
特に、有機物の方が事故等の原因になる等の傾向は見られず、有機物も無機物も同程度の

割合で事故等に関係していた。 
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表 6．化学物質の種類ごとの事故等事例数 

化学物質の種類 事例数 
有機物 35 
無機物 43 
有機・無機混合 1 
その他・不明 21 

 
３－３．事故等に主に関与した者 
事故等に主に関与した者（処理業者 or 排出事業者）の観点から整理すると以下のように
なった。 
 
表 7．事故等に主に関与した者ごとの事故等事例数 

事故等に主に関与した者 事例数 ％ 
処理業者 55 55％ 
排出事業者 21 21％ 
処理業者と排出事業者の両者 23 23％ 
その他・不明 1 １％ 

合計 100 100％ 
 
両者にそれぞれ原因があり、どちらが特に問題という傾向は読み取れなかった。処理業者

が主に関与した事例の方が多く記載されていた。 
 
３－３－１．ヒヤリ・ハットを含む事故等の事例 処理業者が関与しているもの 

処理業者が主に原因とされる、ヒヤリ・ハットを含む事故事例数は、排出事業者が起因す

る事例数よりも多いという結果となった。処分方法ごとに注意する化学物質等を把握、整理

し切れていない段階を含め、予測できないヒヤリ・ハットを含む事故が処理側ではどうして

も起きてしまう可能性が高いため、処理業者起因の事故事例数が多くなると推測される。こ

ういった過去のヒヤリ・ハットを含む事故事例を教訓、参考にし、注意する化学物質等の把

握や整理を行い、当該化学物質等の情報の量や質を段階的に向上させている様子が窺えた。 
処理業者が起因するヒヤリ・ハットを含む事故事例の原因は、以下のように整理できた。 

 
 作業ミス、不注意（知らぬ間に混合、混合ミス、保管方法の不注意） 
 教育不足、作業者の知識不足 
 連絡ミス、情報が関係者に共有されていない 

 
＜原因ごとのヒヤリ・ハットを含む事故の主な事例＞ 

【作業ミス】 

 水と反応し、発熱する金属粉（マグネシウムやアルミニウム）に誤って水がかかり、
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発熱した。 

 アルミニウムの切粉に、脱脂系の残渣（アルカリ）が混ざり、発熱した。 
 気温の上昇と直射日光により、ドラム缶内の揮発性の高い廃油が熱せられ、ドラム缶
が膨張した。 

【教育不足、作業者の知識不足】 

 ケミカルドラム（無水酢酸含有）で引き取ったものを工場内で、タンクローリーで吸
取り作業を行ったところ、タンクローリーに水分が残留しており発熱と腐食ガスが発

生した。無水酢酸は水との反応性が高く、発熱とガス発生が生ずることについて処理

担当者に知識が無かった。 
【連絡ミス、情報が関係者に共有されていない】 

 同時に搬入されたものが同じ廃棄物の性状であると思い込んでしまったため、通常の
保管を行っていたが、一部アルミニウム含有のものがあり、湿度が高い日に、アルミ

ニウムが反応して白煙が発生した。 
 酸性廃液と同じ色のドラム缶にアルカリ性廃液が入っており、ドラム缶の内容物を確
認せず、ドラム缶の色のみで判断したため、酸性廃液置場にアルカリ性廃液ドラムが

混入した。 
 作業者の確認不足で、前処理において他の液体とイソシアネートを混合してしまった
ことにより、反応し、発砲した。 

 
上記原因を踏まえ、処理業者が、ヒヤリ・ハットを含む事故を防止するに当たっての課題

や防止策を以下のとおり整理した。 
 
（１）作業ミス・不注意 

作業ミスに関しては、ある程度作業が定常化している中で、作業時に基本的に守らなけれ

ばならないことを行っていなかったというものや、明らかに混合してはならないものを混合

してしまったというものを指す。こういったミスは、基本的な教育の徹底で容易に防止でき

ると考えられる。 
 
（２）教育不足、連絡ミス、情報共有化不足 

作業がある程度定常化しているものの他、各受託廃棄物の状態や性状及び処分方法により、

注意する化学物質等の廃棄物情報の確認ポイントや処理作業時の注意点等が微妙に異なる場

合がある。こういった場合の注意する化学物質等や処理作業時の注意点等に係るデータベー

ス化や各担当者への当該データベースの共有化という部分に課題があり、このような微妙な

注意点を見逃すことでヒヤリ・ハットを含む事故につながっている可能性が考えられた。 
汚泥・廃油・廃酸又は廃アルカリは、特に、外観から含有物質や有害特性が判りにくく、

どういった点に注意して処理を行えば良いのか、一般的に一目で判断しづらい。また、ヒア

リング結果によると、どういった廃棄物情報をどの程度、どのように注意すれば良いかの判

断は、大よそデータベース化されているが、個々の担当者の知識、感覚、力量に頼るところ
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も多分にあり、このような感覚的で、暗黙知化されたもののデータベース化が課題と推測さ

れる。 
ヒヤリ・ハットを含む事故事例の原因として、教育不足や連絡不足が挙げられているが、

上記で指摘したように、注意する化学物質等や注意すべき場面は、各処理状況によって微妙

に異なってくる場合もあるため、各担当者に様々な知識や経験がないと、どういう場面でど

ういったことに注意すべきか、判断するのは難しい。そのため、既に定常化された基本的な

作業に係るヒヤリ・ハットを含めた事故防止の教育の他、各処理状況を想定してのきめ細や

かな教育も重要になってくると思われる。このようなきめ細やかな教育や現場での経験を通

じ、各社員のレベルを上げていくことが、ヒヤリ・ハットを含む事故の危険予測や防止に貢

献すると考えられる。 
これまで述べてきたことを踏まえ、ヒヤリ・ハットを含む事故を防止するためには、以下

２点をどのようにシステム化させていくことができるかが、処理業者にとって重要と考えら

れる。 
 
・どういった処分方法に対し、どういった廃棄物情報をどの程度、どのように注意すれば

良いかの精緻なデータベース化 

・上記データベースの各担当者による把握・理解と知識のレベルアップ及び各担当者同士

の情報の共有化 
 
３－３－２．ヒヤリ・ハットを含む事故等の事例 排出事業者が関与しているもの 

排出事業者は、基本的に廃棄物処理法に基づき廃棄物情報の提供を行っている。 
しかしながら、排出事業者の故意又は故意ではないに拘わらず、以下のような想定外の事

象からヒヤリ・ハット等事例が起きていることが今回の調査で窺えた。 
想定外の事象は以下のとおりで、大きくは、廃棄物情報提供の問題と廃棄物排出管理の問

題に分けることができた。 
 
（１）廃棄物情報提供の問題 

＜① 異物混入＞ 

・事前に提供を受けていた廃棄物情報と異なる化学物質等が含有している。 
⇒ 他の化学物質と反応し、熱やガスが発生する混合危険性や引火性物質の場合は引火・爆

発の危険性がある。 
【ヒヤリ・ハットを含む主な事故事例】 

 本来含有していない硝酸が混入していたため、硝酸に反応して容器が爆発した。 
 通常は入っていないアルミ粉体が廃棄物に入っていたため、焼却の前処理として混合
していた時、アルカリ性の液とアルミ粉体が接触して発熱した。 

 本来含有していないイソシアネートが混入していたため、イソシアネートと他の残渣
が混合して発砲した。 

 当初の情報と異なり、硝酸塩が混入していたために還元剤と反応して亜硝酸ガスが発
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生した。 
 
＜② 廃棄物情報の変化の伝達不足＞ 

・事前に廃棄物情報の提供は受けていたが、濃度が通常より高い等の変化に関しての情報提

供が不足している。 
⇒ 濃度等の変化により、適正処理の方法が微妙に異なってくることがあり、ヒヤリ・ハッ

ト等事故や施設の支障につながる場合がある。 
【ヒヤリ・ハットを含む主な事故事例】 

 受託廃棄物の pH値が、通常より高い値になっていたが、受入れ時に排出事業者から
情報提供がなかった為、通常と同じ処理をし、処理施設が一時停止した。 

 契約では引火性のない廃油とのことであったが、溶剤臭がするため引火点を測定した
ところ、低温で引火することを確認した。 

 
＜③ 処理業者が必要な廃棄物情報の不足＞ 

・処理業者で事前に知っておきたい廃棄物情報に関する情報提供が不足している。 
⇒ 処理作業中に臭気を発するもの等、事前に配慮が必要な場合がある。また、注意を要す

る物質は処理方法ごとに異なるため、排出事業者と処理業者との綿密なコミュニケーション

が重要となる。 
【ヒヤリ・ハットを含む主な事故事例】 

 アミン系の化学物質の含有有無の情報がなかったが、実際には、アミン系の化学物質
が含まれていたため、中和処理を行った際に、アミン臭が発生した。 

 排出事業者から臭気に関する情報がなかったが、ドラム缶からの吸い取り作業中、バ
キュー車の水封装置から臭気ガスが漏洩し拡散した。 

 
（２）廃棄物排出管理の問題 

＜① 廃棄物の分別排出の不徹底＞ 

・産業廃棄物の種類上は同じだが、処理工程（主成分や副成分等）が異なる廃棄物等につい

て、処理業者が望む分別排出が徹底されていない。 
⇒ 例えば、どちらとも廃アルカリの廃液であっても、混合することで、熱やガス発生とい

った反応を示す危険性がある。排出する産廃は排出事業者自らが、その性状や成分を把握し

た上で、適切に分別することが重要であり、必要に応じて処理業者等に助言を求めることも

有効となる。 
【ヒヤリ・ハットを含む主な事故事例】 

 A工程で出た廃棄物のみと認識していたところ、B工程で出た廃棄物も混入しており、
B工程の廃棄物にはアルミニウムが含有していた。そのため、前処理工程で廃棄物を
混合していた際に、摩擦によりアルミニウム粉体に着火し赤熱燃焼した。 

 廃棄物の容器には「キシレン」との表示があるが、実際容器を確認すると液が２層に
分かれており、他の成分の混入が予測できるが、何が入っているか分からないことが
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ある。 
 
＜② 容器の管理の不徹底＞ 

・廃棄物の容器への入れ方や容器の選択の仕方、管理の仕方等の荷姿が徹底されていない。 
⇒ 例えば、以下のような事例で、ちょっとしたヒヤリ・ハット事例につながる危険性があ

る。 
・中身の容量が満杯で開封時に漏洩 
・蓋のしめつけが緩く途中で漏洩 
・ケミカルドラムでなかったため、容器が腐食 
・原料ドラムの再利用で微量に原料が付着しており、廃棄物と反応 
・収集運搬車への搭載の仕方に配慮がなく、他の容器の重みで、ある容器が変形 
 
【ヒヤリ・ハットを含む主な事故事例】 

 引火性廃油がドラムに満杯に入っており、夏場であったためドラムが膨張してドラム
のキャップをとる時に、中身が飛び出し体にかかった。 

 酸性廃液が詰められたポリ容器の蓋が緩んでいたため、当該廃液が漏れだしていた。 
 排出事業者が再利用したドラム缶内にアルミニウムと思われるスラッヂ（切粉）が残
っていたため、廃液と反応してガスが発生していた。 

 排出事業者で廃酸を鉄ドラムに入れたため、腐食して中身が流出してしまった。 
 
＜③ 廃棄物の活性の問題＞ 

・廃棄物の活性が抑えられていない 
⇒ 活性が残っていると、運搬過程での安全が確保できないという問題がある。重合反応に

より容器の内圧が上昇し、破裂等の危険性がある。重合反応を起こしやすいものは、事前に

重合防止剤を添加する等の対策が重要。 
【ヒヤリ・ハットを含む主な事故事例】 

 アクリル酸エステルを含む廃油をタンクに入れて保管していたところ、アクリル酸エ
ステルが重合反応し、反応熱によりタンクの内圧が上昇し、内容物がタンクより吹き

出した。 
 保管場にあるドラム缶をリフトで移動させていた時、未だ保管場にあるドラム缶が
「ポン」という音を発し、クローズドラムの蓋が 70 メートル飛び、内容物が半径 7
メートルにわたり飛散した。溶剤の付着した樹脂固形物が酸素供給を受け、表面上部

から蓄熱し、内圧が上がり破裂したため、蓋が飛んだ。 
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排出事業者が関与しているヒヤリ・ハットを含む事故は、上記の各問題を改善・解決して

いくことで、軽減や防止することが可能と言える。以下に問題ごとの解決策の案を記した。 
 

表 8．事故等を防ぐための解決策案 

廃
棄
物
情
報
提
供
の
問
題 

異物混入 廃棄物情報の変化の伝達

不足 
処理業者が必要な廃棄物

情報の不足 
提供した廃棄物情報と

異なるものは混入させ

ない。 
排出する廃棄物の成分

等に振れ幅が予測でき

る場合は、事前に製造

工程の詳細を説明する

等して、廃棄物のサン

プル分析結果の変動幅

を処理業者で予測でき

るよう配慮する。 

排出事業者側では、どの程

度の変化まで処理業者に

伝達すべきか分かり難い

場合もあるため、適宜処理

業者に確認する。 

各処理方法、処理技術によ

って必要な情報、注意する

物質の情報は異なるため、

処理業者の求めに応じ、情

報を適宜提供する。 

廃
棄
物
排
出
管
理
の 

問
題 

 

廃棄物の分別排出の不

徹底 
容器の管理の不徹底 廃棄物の活性の問題 

分別排出を徹底させ

る。 
混合可能かどうかは、

処理業者に確認してか

ら行うようにする。 

排出、荷姿の条件は事前に

処理業者と確認し、確認通

りの方法で排出する。 
長期間保管しておくと、容

器が劣化してしまうこと

が考えられるため、回収頻

度を年に 1 回～数回に増
やす等の配慮をする。 

活性が残っていると、運搬

過程での安全が確保でき

ないという問題があるた

め、出来る限り、活性を抑

えたかたちで排出するよ

う配慮する。 
 

 
さらに、上記の解決策をまとめると、処理業者で必要とする廃棄物情報は各処理方法、処

理技術によって異なることを理解し、処理業者の求めに応じ、排出事業者が協力的な姿勢で

廃棄物情報の提供を適宜行っていくことが重要と言える。 
また、排出事業者で協力的に廃棄物情報を提供していても、排出時に適正な配慮を怠るこ

とで、ヒヤリ・ハットを含め事故につながる危険性が否めない。このことから、排出時や荷

姿等の条件も処理業者と事前に十分確認し、確認どおりの方法で排出することが重要と言え

る。 
上記のような内容について、排出事業者及び処理業者で双方向コミュニケーションを十分

に図っていくことが、ヒヤリ・ハットを含む事故軽減や防止のために求められる。 
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第４章 取りまとめ 今後の課題等 
 
アンケート及びヒアリング調査結果から以下のとおり、今後の課題を整理した。 

 
（１） 排出事業者による廃棄物情報提供の実態把握の課題 

（２） 排出事業者による廃棄物排出管理の実態把握の課題 

（３） 収集運搬事業者による廃棄物情報提供等に係る実態把握の課題 

（４） 処理業者によるヒヤリ・ハットを含めた事故防止のためのグッドプラクティスの把握 

（５） 処分方法ごとの注意物質の傾向詳細把握及びヒヤリ・ハットを含め事故原因詳細分析 

（６） 中和の処分の実態把握 

 
（１）排出事業者による廃棄物情報提供の実態把握の課題 

処理業者は、当然のことながら廃棄物処理法及び関連環境法令の厳格な順守に気を配って

いる。さらに、それだけではなく、日常の業務においては、ヒヤリ・ハットを含めた事故を

防止し、適正処理を行うため、排出事業者から受けた廃棄物情報等に基づき、日々受託廃棄

物の確認等を行っている。処理業者にとって、処理・作業中の事故は、その状況や規模等に

よっては、事業停止による経営の問題や人命の問題といった大きなリスクにつながる可能性

がある。そのため、処理業者はヒヤリ・ハットを含めた事故防止のため、細心の注意を払っ

ている。 
このため、処理業者では、排出事業者提供の廃棄物情報を基本としつつも、各々が以下の

ようなプラスアルファの独自の工夫を行って廃棄物情報を補足しており、それらは処理業者

の費用負担で行われている場合もある。 
 
・事前サンプルの入手と適正処理に必要なサンプルの分析 
・受入れ時のサンプル確認による異常の有無の確認 
・独自フォーマットでの受託廃棄物ごとの廃棄物情報管理 
・営業担当者による、排出事業者への受託廃棄物情報の詳細確認や再確認 

 
どのような廃棄物情報を補足すれば良いか（注意を要する含有化学物質等）は、各処理業

者で、データベース化ないしは、暗黙知化されていることがほとんどで、適正処理や事故の

防止のために、日々経験等によりノウハウが蓄積されている。 
上記のようなプラスアルファの各処理業者独自の工夫は、以下の理由から行われることも

あるが、排出事業者からの情報提供が不十分との理由も大きい。 
 
・排出事業者から提供を受けた廃棄物情報との差異等を再確認するため 
・適正処理に必要な情報は、各処理方法や技術により異なるため、適正処理方法検討に際し、

詳細情報が必要なため 
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今回実施したアンケート調査結果では、排出事業者からの廃棄物情報提供について、「主成

分に関する重要情報の開示はあるが、微量物質や不純物等の情報開示はない。」との回答が

61.3％と最も多くを占めた。次いで、ほとんど全て重要情報を開示してもらっていると感じ
ている者が 37.3％いる一方で、まだまだ情報開示が不足していると感じる者も 36.0％と同じ
割合存在した。また、排出事業者からの情報提供の充実度について、80～100％の充実度と
の回答が 4割占める一方で、20～80％未満の充実度との回答が、5割弱を占めていた。排出
事業者提供の廃棄物情報に満足しているとの処理業者がいる一方で、当該情報が不十分と感

じている処理業者も同程度の割合で存在している現状が窺えた。 
このように、処理業者全てではないが、３～４割弱の処理業者では、適正処理やヒヤリ・

ハットを含め事故防止に必要な廃棄物情報の提供が排出事業者から十分されていないと感じ

ている実態が読み取れる。当該情報を排出事業者から十分受けられない理由としては、処理

業者から以下のようなものが挙げられたが、排出事業者に対しても、なぜ廃棄物情報が十分

提供できないのか等の実態を明らかにしていくことが今後の課題と考えられる。今回のヒヤ

リ・ハット等事例で排出事業者が関与していたものの中で、廃棄物情報提供の問題が原因と

なっているものが５割弱を占めていたことからも、排出事業者の廃棄物情報提供の実態を把

握し、問題点等を明らかにすることが重要と考えられる。 
 
・材料の組成についてまで、メーカーで把握していない。 
・企業秘密なので開示できない。 
・廃棄物の組成の変動が大きく、固定的な情報の伝達が難しい。特に副生成物のバラつき

が大きい。 
・ある工程で出る廃棄物は液体の濃度が都度異なる。 

 
排出事業者の廃棄物情報提供の実態把握に関しては、以下の点の把握が特に重要と考えら

れる。 
 
・排出事業者（廃棄物処理委託担当者）で、化学物質の知識が十分か、WDS 等を詳細に
記載したり、処理業者の問合せに十分回答できるだけの化学物質等の知識があるのか。 
・排出事業者で、各廃棄物の情報をどう確認しているのか、確認体制はあるのか 

 
（２）排出事業者による廃棄物排出管理の実態把握の課題 

さらに、今回のヒヤリ・ハットを含めた事故事例で排出事業者が関与していたものの中で、

廃棄物排出管理の問題も指摘されたことから、排出事業者の廃棄物排出管理の実態において

も把握することが有効と考えられる。 
 
（３）収集運搬事業者による廃棄物情報提供等に係る実態把握の課題 

ヒアリングによれば、廃棄物の回収の際に、現場で直接に対象の廃棄物を確認するはずの

収集運搬事業者で、当該廃棄物の情報や留意事項等を十分に確認、把握せずに収集運搬する
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ことで、ヒヤリ・ハットを含む事故事例につながる可能性があることが確認できた。このよ

うなケースは、収集運搬のみを担当する収集運搬事業者で多い傾向があり、各処理業者もこ

ういったケースの場合は、特に搬入された廃棄物の確認に注意を払っているという。また、

廃棄物の回収時の状況や回収時の廃棄物の問題点等でヒヤリ・ハットを含む事故事例につな

がるおそれのある情報に関して、収集運搬事業者から処理業者へ伝わり難いといった問題も

あることが分かった。 
このことから、収集運搬事業者の実態を把握し、特に以下について状況を明らかにしてお

くことが重要と考えられる。 
 
・廃棄物情報や収集運搬時の留意事項等の確認有無や当該確認方法 
・排出事業者、収集運搬業者、処理業者での廃棄物情報共有化の状況 

 
（４）処理業者によるヒヤリ・ハットを含めた事故防止のためのグッドプラクティス

の把握 

アンケートでのヒヤリ・ハットを含めた事故事例からは、事故等の原因として処理業者が

主に関連するものと、排出事業者が主に関連するものの両方が見られた。これらの原因につ

いては極力把握し、同様の事故等を繰り返さないようそれぞれの対策（排出事業者からの廃

棄物受託、搬入確認の仕組み、処理業者社員の情報共有化の仕組み、社員の知識の向上等）

が取られ、それらが蓄積され、ヒヤリ・ハットを含めた事故防止のための管理体制や仕組み

ができている処理業者があることが、ヒアリングを通じて把握できた。 
このような、処理業者によるヒヤリ・ハットを含めた事故防止のためのグッドプラクティ

スを把握し、共有化することで、ヒヤリ・ハットを含む事故防止や適正処理に役立てること

ができると考えられる。 
 
（５）処分方法ごとの注意物質の傾向詳細把握及びヒヤリ・ハットを含め事故原因詳

細分析 

今回のアンケートやヒアリングにより、処分方法や処分技術によって、注意する化学物質

等の情報が異なることが明らかになってきたが、その傾向の詳細を整理するまでには至らな

かった。今回の調査で把握できた傾向の概要は下表のとおり。 
 

表 9． 処分方法ごとの注意する化学物質等の傾向 

処分方法 特に注意している事象 注意する化学物質等 
焼却 爆発性、引火性、可燃性 引火性物質（特に廃油）、過酸化物（汚

泥、廃油）、アルミ等金属粉体（汚泥） 
中和 混合、反応時のガス発生、発

熱、腐食性 
過酸化物、鉱酸系物質（塩酸、硝酸、

硫酸） 
油水分離 爆発性、引火性、可燃性 引火性物質（特に廃油） 
脱水 発熱 アルミ等金属粉体（汚泥） 
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今後の課題として、処分方法ごとに、特に注意している事象や廃棄物、そして当該廃棄物

の含有化学物質等の詳細傾向をさらに整理し、共有化させることで、ヒヤリ・ハットを含む 

事故防止や適正処理に役立てることが有効と考えられる。 
上記整理に際しては、ヒヤリ・ハットを含め事故原因詳細分析も併せて行うことが、有効

と考えられる。 
 
（６）中和の処分の実態把握 

中和の処理に関しては、アンケート調査等の結果から、事故防止の観点からだけではなく、

適正に処分できるかという観点から、廃棄物の情報を確認する傾向にあり、適正に中和でき

る廃棄物かどうか、処理業者で独自の判断基準のようなものを設けて検討しているのが現状

である。以下は、ヒアリングからの例である。 
 

 基本的に有機物が混入しているものは、焼却するという考え方である。 
 中和処理に関しては、中和反応の工程はあまり問題ではなく、どちらかと言うと、生
物処理（BOD分解等）の方が重要になってくる。よって、微生物が分解できないよう
なもの（微生物が死んでしまうもの）は、中和せず、焼却処理している。例えば、有

機塩素系（例：トルエン、キシレン、ホルマリン）は焼却している。 
 基本的に、水処理ができるかどうか（又は水処理にコストが掛かるかどうか）と処理
コストの兼ね合いを見ながら、処理方法を判断している。中和して水処理の場合、中

和して焼却の場合、焼却の場合のパターン等がある。水処理ができない、又は水処理

にコストが掛かるのは、COD値が高いものや、窒素含有のもの。そして微生物を殺し
てしまうような物質である。 

 基本的に単純な廃酸・廃アルカリに限って中和している。その他は焼却で処理してい
る。パックテストという BOD測定を行い、1,000ppmを超えたら焼却処理するという
一定の基準を設けている。例えばメッキ廃液に有機物が混合していると、それは中和

困難なので、焼却処理する。カーボン系は焼却処理することにしている。 
 
外観から含有物質や有害特性が判りにくい廃酸や廃アルカリの中和処理については、事故

防止や平成 24年 5月の利根川水系の浄水場でのホルムアルデヒド問題の教訓という観点から、
以下に記載する処理の実態等について詳細に調査するなど、更に検討を進める必要があると

考える。 
 
・中和処理している廃棄物の実態（廃棄物の内容詳細や量） 
・中和処理可能と判断した基準等の考え方 
・中和の原理の考え方 
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＜参考＞ 廃棄物処理法に規定する中和処理施設の構造・維持管理基準 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

構造基準（施行規則第 12条の２第８項） 維持管理基準（施行規則第 12条の７第８項） 
施設が設置される床又は地盤面が、不透水性

の材料で築造され、又は被覆されていること

とする。 
廃酸又は廃アルカリ及び中和剤の供給量を

調節する設備並びに廃酸又は廃アルカリと

中和剤とを混合するかくはん装置が設けら

れていることとする。 

中和槽内の水素イオン濃度指数を測定し、廃

酸又は廃アルカリ及び中和剤の供給量を適度

に調節すること。  
廃酸又は廃アルカリと中和剤との混合を十分

に行うこと。  
廃酸又は廃アルカリが地下に浸透しないよう

に必要な措置を講ずること。  
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参考資料１ 廃棄物（汚泥、廃油、廃酸又は廃アルカリ）に係る処理状況等の実態調

査（アンケート）結果 
 

１．許可（該当種類・処分方法と施設設置許可の有無）の状況 

 有効回答者（ｎ＝150）の該当種類・処分方法ごとの許可取得状況は以下のとおり。 

  

参考-表 1．該当種類・処分ごとの許可取得状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．廃棄物の具体的な品目と処理実態 

（１）汚泥 

 ① 具体的な処理品目（複数回答） 

 中和沈殿汚泥が 46.6％と最も多くを占め、次いで、下水汚泥（40.5％）、活性汚泥（34.4％）

となった。その他の回答は様々に出てきたが、その中で多かったのは、側溝汚泥（ｎ＝５）

やグリストラップからの汚泥（n＝４）との回答であった（参考-図表１参照）。 

 

② 代表的な廃棄物の処理 

 汚泥に関して「最も注意を要する廃棄物」として挙げられていたもののうち、「廃棄物に含

まれる主な化学物質」で最も多かったのは、（無機性汚泥に含まれる）アルミ粉体で、焼却等

の際に、水、酸及びアルカリとの混触禁止（発熱や水素の発生が起こる）が注意事項となっ

ていた。 

 

 

 

 

種類及び処分方法 処分業許可数 施設設置許可数

汚泥を脱水 53 46

汚泥を乾燥 25 15

汚泥を焼却 94 85

廃油を焼却 97 86

廃油を油水分離 59 41

廃酸又は廃アルカリを
中和

80 51

廃酸又は廃アルカリを
焼却

84

http://tokensya.net/gallery/gallery_list-2077-9524-1.html
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参考-図表 1．具体的な処理品目 汚泥 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n＝131

回答数 回答％

1 製紙ｽﾗｯｼﾞ 22 16.8%

2 下水汚泥 53 40.5%

3 ﾋﾞﾙﾋﾟｯﾄ汚泥 28 21.4%

4 活性汚泥 45 34.4%

5 中和沈殿汚泥 61 46.6%

6 ﾒｯｷ汚泥 31 23.7%

7 廃触媒 19 14.5%

8 赤泥 4 3.1%

9 その他 51 38.9%

回答内容

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

製紙ｽﾗｯｼﾞ

下水汚泥

ﾋﾞﾙﾋﾟｯﾄ汚泥

活性汚泥

中和沈殿汚泥

ﾒｯｷ汚泥

廃触媒

赤泥

その他

16.8%

40.5%

21.4%

34.4%

46.6%

23.7%

14.5%

3.1%

38.9%
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参考-表 2．最も注意を要する廃棄物とその注意点等（汚泥） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 化学物質 処分方法 注意事項
無機性汚泥 アルミ粉体 焼却 水、酸及びアルカリとの混触禁止（発熱や水素の発生が起こる）
無機性汚泥 アルミニウム粉体 焼却 水と反応して発熱するので、水に触れないように保管処理
塗装ブース汚泥 アルミ粉体 焼却 酸やアルカリとの混合禁止

無機汚泥
アルミ含有汚泥、硫黄
高含有汚泥

焼却 他の廃棄物との混合禁止、処理時の投入制限

アルミドロス 窒化アルミ 焼却 アルカリ接触での、発熱とアンモニアガス発生
アルミスラッジ Aｌ（Aｌ2O3） 焼却溶融 酸やアルカリとの混合禁止
全般 粉体 焼却 混合禁止
洗車ピット汚泥 炭化水素 焼却 含油水の流出
有機性汚泥 石油系炭化水素 焼却 -
汚染汚泥 VOC等 焼却 ガスの発生
危険物第5類 過酸化ベンゾイル 焼却 衝撃による爆発

有機性汚泥 ジクロロメタン粉炭 焼却
夏季気温上昇によりジクロロメタンが気化、膨張するのでガス抜きをして
から内容物を処理

汚泥全般 含水率が高い物 焼却 炉内温度の低下を招く恐れがある
有機性汚泥 酸を含む（塩酸） 焼却 アルカリとの混合、被液
無期性汚泥 塩素 焼却 酸、アルカリ混合禁止
廃試薬（大学等の研究室
から廃棄）

不定（有機性試薬等） 焼却、埋立
有害重金属、放射性物質等、自社で処理できないものが混在していない
か、ビンのラベルにて確認

汚泥（貝殻） カルシウム 焼却 アルミ含有物との同時処理をしない。焼却残さを湿潤させない。
廃油 鉱物油 焼却 河川への漏洩を抑制、 揮発の抑制。
無機汚泥 酸化カルシウム 焼却 固化するため早期処理
NaS電池 ナトリウム、硫黄 焼却 禁水、火気厳禁
無機性汚泥 塩化物 焼却 他の液体と混合しない。速やかに処理する（少量ずつ投入）。
硫化物 硫化鉄 焼却 蓄熱性有、酸接触による硫化水素発生に注意
シアン汚泥 シアン化合物 焼却 酸（炭酸ガス含む）接触での青酸ガス発生
黄リン汚泥 黄リン 焼却 水中で保管する

水銀含有汚泥 水銀 ばい焼 （処理）焙焼温度管理、炉内静圧管理、（保管）漏えい、飛散の防止

有機性汚泥 不明 焼却 製造品毎のMSDSにて確認
廃触媒 不明 焼却 有機性汚泥と混合で発熱
メッキ汚泥 詳細不明 焼却 重金属の含有。シアンの含有。
無機性汚泥 セメントミルク 脱水 処理に時間を要するため、搬入に注意
有機性汚泥 なし 脱水 臭気等の問題防止
無機性汚泥 シリカ粉末 脱水 アルカリとの混合禁止（水素ガス発生）
有機性汚泥 硫黄 脱水 バブリングを行い保管（硫化水素発生）
無機性汚泥 アルミ粉 脱水 アルカリとの混合禁止
下水汚泥 - 脱水 悪臭

無機性汚泥（建設汚泥） アンモニア
脱水、造粒固
化

中和の際にアルカリ側でアンモニアガスが発生

金属表面処理汚泥 硝酸他 中和、脱水 強酸との混合禁止

廃酸、廃アルカリ -
中和、脱水乾
燥

-

汚泥（有害）無機性スラ
リー

シリコン含有 脱水 水素ガスの発生による発火

無機性汚泥 無機物、土砂
脱水、凝集沈
澱

有機物、油分の混入

クロム酸鉛 クロム酸鉛 無害化脱水 Ｃｒ6+還元が困難
中和沈殿汚泥 不明 脱水 処理後、基準値以下に管理

無機汚泥
砒素、セレン、クロム
等の有害物

コンクリート混
練

不溶出化するための薬剤の添加量やｐH調整に注意が必要

無機性汚泥 マグネシウム粉体 混合 水との接触。
Si汚泥 ケイ素 混練 アルカリと反応して水素発生。
有機性汚泥 不明 混練 臭気
無機性汚泥 ニッケル 中和 漏洩防止
無機性汚泥 各種有害金属 中和 使用薬剤の取扱い。無害化への処理検討。
無機性廃アルカリ シアン（CN) 蒸発乾固 酸と混合禁止
無機汚泥 重金属 固化、焼却 飛散、流出

掘削汚泥（無機性汚泥）
ヒ素、鉛、六価クロム
（基準値以下前提）

造粒固化 処理前の成分分析

廃触媒 臭気等 固化 他の汚泥等との反応注意
無機性汚泥 アルミ粉 安定化 反応性に注意。

特定有害汚泥
水銀、カドミウム、鉛、
六価クロム、砒素、セ
レン

凝集沈殿 漏洩防止

クロムスラッジ 六価クロム
溶出・六価クロ
ム還元後凝集
沈殿

酸やアルカリとの混合禁止
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（２）廃油 

 ① 具体的な処理品目（複数回答） 

 潤滑油廃油が 78.0％と最も多くを占め、6割を超えるものが、廃エンジンオイル（66.1％）、

切削油廃油（64.6％）、引火性廃油（63.0％）、洗浄廃油（61.4％）となった。その他の主な

回答としては、廃塗料（ｎ＝３）や油を含むウエス（ｎ＝２）などが挙げられていた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考-図表 2．具体的な処理品目 廃油 

 
② 代表的な廃棄物の処理 

 廃油に関して「最も注意を要する廃棄物」として挙げられていたもののうち、「廃棄物に含

まれる主な化学物質」で最も多かったのは、（引火性廃油に含まれる）トルエン、シンナー、

アルコール類であり、引火爆発が注意事項となっていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

n＝127

回答数 回答％

1 潤滑油廃油 99 78.0%

2 切削油廃油 82 64.6%

3 洗浄廃油 78 61.4%

4 廃ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ 84 66.1%

5 引火性廃油 80 63.0%

6 廃溶剤類 75 59.1%

7 廃重油・灯油 66 52.0%

8 動植物油廃油 67 52.8%

9 その他 12 9.4%

回答内容

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

潤滑油廃油

切削油廃油

洗浄廃油

廃ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ

引火性廃油

廃溶剤類

廃重油・灯油

動植物油廃油

その他

78.0%

64.6%

61.4%

66.1%

63.0%

59.1%

52.0%

52.8%

9.4%
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参考-表 3．最も注意を要する廃棄物とその注意点等（廃油） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名称 化学物質 処分方法 注意事項
引火性廃油 シンナー等 焼却 処理作業中の引火
引火性廃油 トルエン、シンナー 焼却 少量ずつ処理、引火爆発
低引火点溶剤 シンナー系 焼却 保管時の引火爆発
引火性廃油 シンナー 焼却 引火爆発
廃溶剤類 シンナー（ペンキ） 焼却 保管時の引火爆発

揮発性廃油 トルエン他 焼却 密閉容器にて保管、処理中の近くでの立入り制限
引火性廃油 トルエン他 焼却 保管時の引火爆発

引火性廃油 トルエン、酢酸エチル 焼却
危険物の貯蔵・取扱手順の順守。（指定数量、アース、火気厳禁
等）

引火性廃油 トルエン 焼却 一斗缶に小分けして焼却炉へ投入する

引火性廃油
シンナー、アルコール
等

焼却 保管時の引火爆発。火気を近づけない

引火性廃油
アルコール類、メタノー
ル、エタノール、IPA

焼却 水で希釈して、安全に保管する

引火性廃油 アルコール類等 焼却
可燃性ガスの発生及び引火を防ぐ為、蒸気にてゴミ投入装置内
の酸素濃度を下げると共に、温度を抑える

引火性廃油 エチルアルコール 焼却 保管時の引火爆発防止
廃溶剤類 IPA他 焼却 保管時の引火爆発
引火性廃油 IPA他 焼却 引火性爆発
引火性廃油 酢酸エチル他 焼却 保管を区別している。引火爆発
引火性廃油 酢酸エチル他 焼却 保管時の引火爆発

引火性廃油 アセトン 焼却 外気温による容器の膨張→漏洩
引火性廃油 アセトン 焼却 保管時の引火

特殊引火物 - 焼却
第1石油類、特殊引火物は原則搬入しない。搬入の場合は荷姿
を考慮する。

引火性廃油 第1石油類 焼却 他との混合禁止
引火性廃油 キシレン 焼却 保管時の引火爆発。

（特になし） （揮発性の高い物） 焼却 なるべく揮発性の高いものは扱わない

引火性廃油 炭化水素 焼却 保管時の引火爆発

廃溶剤類
炭化水素系、有機化
合物

焼却溶融 他種との混合禁止

有機溶剤 ベンゼン他、VOC 焼却 暴露
引火性廃油 有機溶剤類 焼却 他の廃油と混合しない。速やかに処理する。

ペークスラッジ テトラクロロエチレン 焼却 早く処理、滞貨しない

有害廃油 塩化メチレン 焼却
水と接触すると炭酸ガスが発生、ドラムが膨張、破裂のおそれが
あるため保管時は室内で保管する

灯油 ケロシン 焼却 発火点、引火点の確認
引火性廃油 ガソリン 焼却 保管時の引火爆発。
アクリロニトリル アクリロニトリル 焼却 -

自己反応性物質含む有
機溶剤

危険物第5類 焼却 保管は要冷凍。無暗に加温にしたり、衝撃を与えたりしない。

フッ素含有廃油 フロン（少量）含有 焼却 焼却施設の腐食、フッカ物の大気拡散。保管時の引火爆発
廃油 イソシアネート 焼却 反応による発泡。

引火性廃油
不定（アクリル酸エステ
ル等）

焼却 保管、取扱時の重合反応による火災、爆発。

廃溶剤
一般的な工業用有機
溶剤

焼却 引火性、混合時の反応性。

廃溶剤 揮発性有機化合物 焼却 混合禁止、火気厳禁。

シラン系廃油
ヘキサメチレンジシラ
ザン

焼却 水分と反応しアンモニアガス発生

シリコン廃油 オルガノクロロシラン 焼却 禁水（加水分解により塩化水素発生、シロキサン生成固形化）

機械油 潤滑油基油 焼却 河川への漏洩を抑制
アルキルアルミニウム含
有廃油

アルキルアルミニウム 焼却 水分との接触を避ける及び窒素によるパージ

鉱物系廃油 ナフテン 焼却 受即払い
TEOS TEOS 焼却 蒸気暴露角膜への損傷がある

PCB（低濃度） PCB 焼却 飛散、漏洩ないよう、安全かつ確実な処理
酸無水物 無水酢酸等 焼却 水和熱（経時）によるガス化（体積膨張）に伴う容器破裂
引火性廃油 焼却 焼却 （処理）取扱い時の引火性爆発に注意、（保管）漏えいの防止
引火性廃油 - 焼却 保管時の引火爆発
引火性廃油 - 焼却 ドラム缶、開時（揮発性）、他の廃油との混合（タンク仕込み時）
引火性廃油 不明 焼却 静電気等、保管時の引火防止

キシレン 不明 焼却 保管時の引火爆発
有機溶剤 不明 焼却 保管時の引火爆発
引火性廃油 不明 焼却 急激な異常燃焼
引火性廃油 不明（多種） 焼却 引火、爆発、混合反応
廃溶剤類 不明 焼却 他の物質との反応による発火、爆発等

引火性廃油 不明 焼却 夏場などの高温時焼却方法
引火性廃油 不明 焼却 保管時の引火、爆発。
廃重油灯油 不明 焼却 揮発しやすいので、処理時の爆発、保管時の重油の流出

廃溶剤類
シンナー、トルエン、キ
シレン、酢酸エチル等

油水分離 引火・爆発、反応による樹脂化・発熱

引火性廃油 ガソリン系 油水分離 漏洩しない、火気に注意

引火性廃油 特になし 油水分離 引火性ガスの漏洩に注意
分離油等 引火性物 油水分離 火気厳禁
引火性廃油 酢酸エチル他 油水分離 保管時の引火爆発
切削油、廃油（水溶性） 不明 油水分離 処理後、基準値以下に管理
動植分油廃油 - 油水分離 自然発火に注意

廃エンジンオイル - 油水分離 保管時や処理時の引火

廃油（特定有害）
有機、塩素系溶剤
（例：トリクロロエチレ
ン）

蒸留 漏洩、混合

ガソリン廃油 炭化水素 蒸留 消防法で許可を受けた鋼製タンクに貯蔵
廃溶剤 ジクロロメタン 蒸留 飛散、漏えいによる水質、土壌、大気への汚染

塩素系溶剤 ジクロロメタン等 蒸留、焼却 漏洩に注意する。
引火性廃油 - 調質 保管時、荷降ろし時の引火爆発
引火性廃油 多数 燃料化 静電気等、火災事故に注意。
エンジンオイル - - -
引火性廃油 メタノール 混合 保管時の引火爆発

廃溶剤類 アセント、MEK 混合 火気、スパーク、静電気対策。酸類との接触。
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（３）廃酸 

 ① 具体的な処理品目（複数回答） 

 廃硫酸（50.4％）と廃塩酸（46.5％）が多くを占め、それぞれ約５割を占めていた。その

他の主な回答としては、写真定着液が最も多く（ｎ＝10）、次いで、ジュース等飲料類（ｎ＝

7）、廃硝酸（ｎ＝６）であった。 

 

② 代表的な廃棄物の処理 

 廃酸に関して「最も注意を要する廃棄物」として挙げられていたもののうち、「廃棄物に含

まれる主な化学物質」で最も多かったのは、塩酸、硝酸、硫酸などの鉱酸系物質であり、水

や他の廃液との混合禁止が注意事項として挙げられていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考-図表 3．具体的な処理品目 廃酸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n＝129

回答数 回答％

1 廃硫酸 65 50.4%

2 廃塩酸 60 46.5%

3 廃フッ酸 36 27.9%

4 ｴｯﾁﾝｸﾞ廃液 39 30.2%

5 廃ホウ酸 18 14.0%

6 廃リン酸 38 29.5%

7 廃有機酸 36 27.9%

8 ｱﾙｺｰﾙ発酵廃液 15 11.6%

9 その他 41 31.8%

回答内容

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

廃硫酸

廃塩酸

廃フッ酸

ｴｯﾁﾝｸﾞ廃液

廃ホウ酸

廃リン酸

廃有機酸

ｱﾙｺｰﾙ発酵廃液

その他

50.4%

46.5%

27.9%

30.2%

14.0%

29.5%

27.9%

11.6%

31.8%
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参考-表 4．最も注意を要する廃棄物とその注意点等（廃酸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 化学物質 処分方法 注意事項
電解廃液 塩化チオニル 焼却 水と接触させない（亜硫酸ガス、塩素ガスが発生）

メッキ廃液
アルカノールスルホン
酸

焼却 他と混合しないこと（単一品種のみ）・ 受入後直ちに処理

廃硫酸 硫酸 焼却 直接手で触れないこと（薬傷注意）
分析廃液 硫酸、硝酸 焼却 他と混合しない
無電解メッキ廃液 硫酸ニッケル 焼却 強アルカリと混合しない
フッ酸、硝酸廃液 フッ酸、硝酸 焼却 他の廃液、廃棄物と混合しない
廃硝酸 硫酸含有 焼却 他の酸と混合しない（二酸化窒素が発生）
硫酸 - 焼却 アルカリ性のものと混合しないこと
メッキ廃液 塩酸 焼却 アルカリと混合しない
塩酸 塩酸 焼却 他廃棄物との分別置き
フッ素系オリゴマー フッ酸 焼却 水との混触禁止（フッ化水素酸が発生）
廃フッ酸 フッ化水素 焼却 触手禁、反応性、漏洩
廃酸 ヒ素含有リン酸 焼却 ヒ素含有なので、人体に触れないように保護具の着用
廃リン酸 リン酸 焼却 皮膚への付着注意。反応熱注意。
写真漂白廃液 銀 焼却 特になし
濃酸 色々 焼却溶融 混合禁止
廃酸 不定（有機酸等） 焼却 他の廃棄物との混合時の有害ガスの発生
廃酸全般 不明（多種） 焼却 混合反応
（特になし） （PH5以上のもの） 焼却 基本的に無機の酸は扱わない
製品不良廃棄品（製薬） 不明 焼却 製品毎のMSDSにて確認

強酸 不明 焼却
廃アルカリとの別保管。換気設備のある施設での保管。鉄容器
で保管しない。

強酸 不明 焼却 強アルカリと混合しない
スクラバー洗浄液 不明 焼却 強アルカリと混合しない
廃試薬類 不明 焼却 他の廃酸と混合しない。速やかに処理する。
廃有機酸 不明 中和、焼却 他物質との反応によるガス発生、作業者の保護具着用
塩化水素と硝酸 塩化水素、硝酸 中和、焼却 -
強酸廃液 塩酸 中和、焼却 中和時の反応熱が高い、被液。
腐食性廃酸 塩酸 中和 漏出に注意、他と混合しない。
タンク清掃廃液 塩素 中和 硝酸と混合しない（塩素ガス発生）
濃度が濃い廃酸 塩酸、硫酸 中和 輸送、保管時の腐食、漏洩に注意
硝酸廃液 硝酸 中和 有機化学物質と混合しない
濃硫酸 濃硫酸 中和→焼却 -
廃硫酸 硫酸 中和・焼却 保管時の漏洩防止
廃硫酸 硫酸 中和・焼却 漏洩防止、腐食、酸火傷
廃硫酸 硫酸 中和 水との接触により発熱、金属を腐食して水素ガスを発生
廃硫酸 硫酸 中和 塩素酸塩と混合しない（火災の危険）
廃硫酸 硫酸 中和 アルカリと接触させない
硫酸廃液 硫酸 中和 有機溶剤との接触。
濃硫酸 硫酸 中和 水との反応熱に注意する。
廃硫酸 硫酸 中和 漏洩に注意・手袋着用
廃硫酸 硫酸液 中和 特別産業廃棄物 (pH2.- 以下 )の物は除く
濃厚硫酸 硫酸 中和 希釈、中和時発熱
硝酸廃液 硝酸 中和 ガス等の発生注意
金属表明処理廃液 硝酸他 中和 強酸と混合しない

硝酸ナトリウム含有廃液 硝酸 中和
定常的な受け入れはしていないが、僅かに硝酸系物質を含む廃
液を中和する際に有色ガスが発生する為、急激な中和を行わ
ず、ガス回収装置を使いながら処理を行う

エッチング廃液 硝酸 中和 反応がスの発生
廃硝酸 硝酸 中和 他の廃酸（硫酸、塩酸）と混合しない（硝酸ガス発生）

廃酸
硝酸、硫酸、フッ酸、り
ん酸

中和
可燃物、有機物と接触させない。NO2発生する為、除害設備を使
用。保護具を着用する※フッ酸を取扱う作業者の曝露対策に特
に留意

酸洗液 ホウフッ化水素酸 中和 -
電子酸洗廃液 フッ酸、硝酸 中和 保管時他の廃液と混合しない
廃フッ酸 フッ化水素 中和 保護具着用、薬品を常備。
廃フッ酸 フッ素 中和 保護具
廃フッ酸 フッ酸 中和 処理時に中和熱の上昇に注意
次亜塩素酸ソーダ廃液 次亜塩素酸ナトリウム 中和 チオ硫酸ソーダで中和後必要に応じて中和する
無電解ニッケル、めっき廃
液

次亜リン酸イオン 中和 加水分解反応による水素ガス発生。

プリント配線基板のソフト
エッジ廃液

過酸化水素3％位 中和 水で希釈してから中和

廃硫酸 過酸化水素 中和 保管時金属を混入しない（発砲）
クロム含有廃酸液 クロム 中和 （処理）ph管理、（保管）漏えいの防止
クロム酸 クロム 中和 還元後、中和
クロムメッキ液 六価クロム 還元、中和 -
無機酸 各種有害金属 中和 使用薬剤の取り扱い、無害化への処理検討
廃塩酸 - 中和 パック、次亜混合しない（塩素ガスが発生）
強酸 - 中和 酸、アルカリの濃いもの同士を混ぜない
高濃度廃酸 強酸性物質 中和 他の廃液と混合しない（発ガス、発熱のおそれ）
硫酸 - - 直接水を入れない



42 
 

（４）廃アルカリ 

 ① 具体的な処理品目（複数回答） 

 廃苛性ソーダが他の処理品目と比較して、多くの割合を占めていた（57.7％）。次いで、ア

ンモニア廃液（33.8％）、メッキ廃液（31.5％）となっていたが、３割を占める程度であった。

その他の主な回答としては、写真現像液（ｎ＝14）が最も多く、次いで、洗浄廃液（ｎ＝６）、

廃クーラント液（ｎ＝３）となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考-図表 4．具体的な処理品目 廃アルカリ 

 

② 代表的な廃棄物の処理 

 廃アルカリに関して「最も注意を要する廃棄物」として挙げられていたもののうち、「廃棄

物に含まれる主な化学物質」で最も多かったのは、水酸化ナトリウムやアンモニアで、皮膚

への付着や酸との混触禁止が注意事項として挙げられていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

n＝130

回答数 回答％

1 廃苛性ｿｰﾀﾞ液 75 57.7%

2 石炭廃液 5 3.8%

3 ﾒｯｷ廃液 41 31.5%

4 黒液 5 3.8%

5 ｱﾝﾓﾆｱ廃液 44 33.8%

6 有機ｱﾐﾝ廃液 26 20.0%

7 染色廃液 22 16.9%

8 硫化ｿｰﾀﾞ廃液 16 12.3%

9 その他 47 36.2%

回答内容

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

廃苛性ｿｰﾀﾞ液

石炭廃液

ﾒｯｷ廃液

黒液

ｱﾝﾓﾆｱ廃液

有機ｱﾐﾝ廃液

染色廃液

硫化ｿｰﾀﾞ廃液

その他

57.7%

3.8%

31.5%

3.8%

33.8%

20.0%

16.9%

12.3%

36.2%
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参考-表 5．最も注意を要する廃棄物とその注意点等（廃アルカリ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名称 化学物質 処分方法 注意事項
廃苛性ソーダ液 苛性ソーダ 焼却 皮膚への付着注意、反応熱注意
苛性ソーダ 苛性ソーダ 焼却 他廃棄物との分別置き
排水処理廃液 廃苛性ソーダ液 焼却 目や皮膚に付けない（薬傷する）
洗浄液 苛性ソーダ 焼却 強酸と混合しない

シアン廃液 シアン化ナトリウム 焼却
他の廃液、特に酸性廃棄物と混合しない（シアン化水素ガス発
生）

シアン廃液 シアン化ナトリウム 焼却 酸との混触禁止（シアン化水素が発生）
シアン廃液 シアン含有 焼却 酸との接触を避ける（シアンガスが発生）
メッキ液 CN 焼却 漏洩、保護具

濃アルカリ
水酸化ナトリウム系、
シアン系

焼却溶融 混合禁止

廃アルカリ
不定（水酸化ナトリウ
ム等）

焼却 他の廃棄物との混合時の有害ガスの発生

廃アルカリ 水酸化ナトリウム 焼却 直接手で触れないこと（薬傷注意）

NaOH NaOH 焼却 酸等の混合、触手禁止
現像液、定着液 亜硫酸ナトリウム 焼却 強酸と中和、混合しない
分析廃液 アンモニア廃液 焼却 臭気、暴露
アンモニア廃液 アンモニア 焼却 漏えい防止、臭気
アンモニア廃液 アンモニア 焼却 廃管に銅が含まれている物を使用しない（穴があくため）
工業用水代替液 アンモニア 焼却 他と混合しないこと（単一品種のみ）、受入後直ちに処理

SD廃液
テトラメチルアンモニウ
ムハイドロオキサイド

焼却
非常に強い経皮急性毒性を有しており、取扱い時は不浸透性の
保護具を着用する

廃LLC エチレングリコール 焼却 保管時の流出
中間処理業からの中和ア
ルカリ廃液

アセント、酢酸エチリ 焼却
5％以下の含有であること、受入基準に不燃性のみ受入としてい
る

硫化ソーダ廃液
硫化ソーダ、水硫化
ソーダ

焼却 -

廃アルカリ 次亜塩素酸ソーダ 焼却 廃酸との混合（塩素ガスの発生）
有機アミン廃液 アミン 焼却 酸との混合禁止
製造廃液 １，４－ジオキサン 焼却 漏洩防止
（特になし） （PH1- 以上のもの） 焼却 基本的に無機が多く含まれているアルカリは扱わない
洗浄剤 不明（強アルカリ） 焼却 酸系のものと混合しない
廃酸全般 不明（多種） 焼却 混合反応
製品不良廃棄品（製薬） 不明 焼却 製品毎のMSDSにて確認

強アルカリ 不明 焼却
廃酸との別保管、換気設備のある施設での保管、鉄容器で保管
しない

メッキ廃液 不明 焼却 自然界への流出に注意する
強アルカリ 不明 焼却 強酸と混合しない
黒液 不明 焼却 他の廃液と混合しない
廃試薬類 不明 焼却 他の廃酸と混合しない、速やかに処理する
廃苛性ソーダ液 水酸化ナトリウム 中和、焼却 保護具の着用義務付、保管時の漏洩防止
廃棄性ソーダ 水酸化ナトリウム 中和 作業中の飛散
廃苛性ソーダ 水酸化ナトリウム 中和 酸と接触させない、金属を溶解し水素ガスを発生
廃苛性ソーダ液 水酸化ナトリウム 中和 酸性の物と同一場所に保管しない
廃苛性ソーダ 水酸化ナトリウム 中和 強酸との反応、発熱
廃苛性ソーダ液 水酸化ナトリウム 中和 酸での中和時に気をつける
濃度が濃い廃アルカリ 水酸化ナトリウム 中和 薬傷注意、金属粉等との反応注意
廃苛性ソーダ 水酸化ナトリウム 中和 保護具着用
漂白・殺菌剤 次亜塩素酸ナトリウム 中和 強酸で中和しない（塩素ガス）
タンク清掃廃液 次亜塩素酸ナトリウム 中和 酸化剤を用いて酸化する（塩素ガス）
硝酸ソーダ混入アルカリ
液

硝酸ナトリウム 中和 強酸で中和しない（硝酸ガスの発生）

脱脂廃液
珪酸ナトリウム、炭酸
ナトリウム

中和 -

シアンメッキ、回収液 シアン化ナトリウム 酸化、中和 酸と混合しない（毒化ガス発生）
廃苛性ソーダ廃液 苛性ソーダ 中和 漏洩に注意・手袋着用
苛性ソーダ 廃液 苛性ソーダ液 中和 特別産業廃棄物 (pH12.5以上 )の物は除く

高濃度苛性ソーダ廃液 苛性ソーダ廃液 中和
処理時に飛散・付着による薬品火傷を起こさないように保護具を
着用

強アルカリ 苛性ソーダ 中和
酸、アルカリの濃いもの同士を混ぜない、アルカリに酸は入れず、
酸にアルカリを入れる

アルカリ廃液 苛性ソーダ 中和 アルミニウム、亜鉛粉等との接触
苛性ソーダ粉末（フレー
ク）

苛性ソーダ 中和 密閉容器にて保管

苛性ソーダ 中和 強酸で中和しない（発熱防止）
混合アルカリ アンモニア 中和 中和時、アンモニアガス等発生
アンモニア廃液 アンモニア 中和 臭気が飛散する為、脱臭装置使用
高濃度アンモニア廃液 アンモニア 中和 希釈して処理を行う（発ガスに注意）
アンモニア廃液 アンモニア 中和 処理時吸引しない
プリント配線基板の現像
廃液

炭酸ソーダ1％ 中和
いったん強酸にして溶けていた樹脂の成分を分離した後に中和
する

硫化ソーダ廃液 硫化ソーダ 中和 中和速度注意（硫化水素ガスの発生）
アルカリ廃液 次亜塩素酸ソーダ 中和 塩素ガスの発生
硫化ソーダ廃液 硫化ソーダ 中和 中和時硫化水素ガス発生
メッキ廃液 CN 蒸発乾固 酸と混合しない
シアン廃液 シアン化合物 中和 酸との混触で青酸ガス発生
無機系アルカリ 各種有害金属 中和 使用薬剤の取扱い、無害化への処理検討
苛性ソーダ液 - - -
シアン含有廃アルカリ液 シアン 湿式分解 （処理）酸との混合禁止、ph・ORP管理、（保管）漏えいの防止
シアン廃液 シアン 再生利用 酸と混合しない
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３．顧客（排出事業者）の業界 

（１）受託量の多い業界 

 汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリの処理受託量の多い顧客（排出事業者）に関する業界（受

託量の多い順に３位まで）は下表（参考-表６参照）のとおりとなった。 
 処理受託量第１位として挙げられた業界は、化学（ｎ＝22）、電機・電子（ｎ＝19）、サー
ビス（ｎ＝18）であった。２位は鉄鋼・金属製品（ｎ＝21）、機械・精密・輸送（ｎ＝21）、
電機・電子（ｎ＝20）で、３位は化学（ｎ＝22）、機械・精密・輸送（ｎ＝17）、電機・電子
（ｎ＝12）、建設（ｎ＝12）となり、化学、電機・電子、機械・精密・輸送の各業界からの受
託量が多いことが読み取れる。 
 
（２）問題のある顧客（排出事業者）の業界 

処理を行う廃棄物（汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ）の中で，化学物質が原因で処理中に

何らかの問題を起こした顧客の業界について、問題が多い顧客（排出事業者）の業界（問題

の多い順に３位まで）は下表（参考-表７参照）のとおりとなった。 
 問題が多い業界第１位として挙げられた業界は、化学（ｎ＝46）が多くを占めたが、一方
で問題を起こしている業界は特にないとの回答（ｎ＝46）も目立った。第２位は鉄鋼・金属
製品（ｎ＝11）が挙がったが、特にないという回答の方が多かった（ｎ＝72）、第３位に関し
ても特にないという回答がほとんどを占めた（ｎ＝82）。 
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参考-表 6．受託量の多い業界 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1位
回答数

第2位
回答数

第3位
回答数

1 建設 14 4 12
2 食品 9 12 8
3 紙・パルプ 1 0 2
4 化学 22 18 22
5 鉄鋼・金属製品 10 21 9
6 機械・精密・輸送 8 21 17
7 電機・電子 19 20 12
8 商業・小売 9 5 2
9 金融・保険 0 0 0
10 不動産・倉庫 1 0 1
11 サービス 18 13 9
12 その他 25 7 5
13 なし 3 16 34
14 無回答 11 13 17

150 150 150
第１位「その他」の回答内容
自治体（12）
医療関係機関（４）
印刷業（３）
メッキ業界（２）
電力業界（１）
電気・ガス業界（１）
石油業界（１）
自動車関連（１）
第２位「その他」の回答内容
学校・試験研究機関（２）
し尿処理場（１）
地方公共団体（１)
医療関係機関（１）
メッキ業界（１）
石油（１）
第３位「その他」の回答内容
学校・試験研究機関（２）
医療関係機関（１）
電力業界（１）
窯業（１）

受託量の多い業界

合計
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参考-表 7．問題のある業界 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．処理に際して注意を要する化学物質 

（１）注意する化学物質の有無 

 廃棄物（汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ）の処理（収集運搬，保管と処分）を行う時、何

らかの問題が発生しそうな化学物質（有害物質や危険物質等）について、貴社で注意を払っ

ている物質があるかどうか、尋ねた。 
 化学物質について注意を払っているとの回答が全体の７割を占め、その中でも、注意を払

っている化学物質（名称）が具体的にあるとの回答が５割強を占めた。 
 各処理業者で、注意を払っている化学物質があることが読み取れる。 
 
 
 
 
 

第1位
回答数

第2位
回答数

第3位
回答数

1 建設 10 5 4
2 食品 2 1 1
3 紙・パルプ 0 1 0
4 化学 46 5 3
5 鉄鋼・金属製品 3 11 5
6 機械・精密・輸送 5 5 3
7 電機・電子 9 6 5
8 商業・小売 1 3 0
9 金融・保険 0 0 0
10 不動産・倉庫 0 0 0
11 サービス 3 1 4
12 その他 6 3 1
13 なし 46 72 82
14 無回答 19 37 42

150 150 150
第１位「その他」の回答内容
メッキ業界（２）
塗装業（１）
学校・試験研究機関（１）
清掃請負業（１）
印刷業（１）
第２位「その他」の回答内容
製造業（１）
医療関係機関（１）
行政（１）
第３位「その他」の回答内容
印刷業（１）

合計

問題のある業界
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参考-図表 5．注意する化学物質の有無 

 

（２）注意する化学物質が無い理由 

 注意を払っている化学物質が特にないと回答した者（ｎ＝43）に、その理由を尋ねた。 
 「注意が必要な化学物質を含む廃棄物は、基本的に受託していない。」との回答が約 7割を
占め、最も多かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考-図表 6．注意する化学物質が無い理由 

 
（３）当該化学物質に注意を払っている理由・目的（複数回答） 

注意を払っている化学物質がある場合（ｎ＝107）、注意を払っている理由・目的を尋ねた。 
 火災・爆発安全を担保（76.6％）、人体安全性の確保（74.8％）、生活環境への安全性を担
保（72.9％）と各理由ともに７割を占め、理由に関して特段の差は見られなかった。 
 
 
 
 
 

ｎ＝150

回答数 回答％

1
注意を払っている化学物質（名称）が具体
的にある

80 53.3%

2
注意すべき対象物質は理解しているが，
具体的な物質名称までは特定していない

27 18.0%

3 特にない 43 28.7%

4 その他 0 0.0%

150 100%

回答内容

合計

53.3%

18.0%

28.7% 1

2

3

ｎ＝43

回答数 回答％

1
廃棄物ごとに都度分析を行い，また，排出
事業者から提供された廃棄物情報を踏ま
えて処理している。

11 25.6%

2
注意が必要な化学物質を含む廃棄物は，
基本的に受託していない。

30 69.8%

3
具体的にどういった化学物質に注意を
払って良いか分からない。

1 2.3%

4 無回答 1 2.3%

43 100%

回答内容

合計

25.6%

69.8%

2.3%
2.3%

1

2

3

4
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参考-図表 7．注意を払っている理由・目的 

 

（４）注意する化学物質の名称及び理由・目的の具体例 

 注意を払っている化学物質の名称，その物質に注意を払う理由について、具体的に記載を

お願いした。 

 注意を払っている化学物質の名称が最も記載されていた処分方法は、焼却で、次いで、中

和であった（参考-表８参照）。特に、焼却や中和の処分方法に関して、注意する化学物質へ
の関心が高い傾向が窺える。 
 

参考-表 8．処分方法ごとの注意化学物質記載数 

① 廃棄物の処
分方法 

② 各業許可取得
業者数 

③ 注意化学物質記
載数 

④ ③/② 

焼却 103 111 1.1 
中和 81 53 0.6 
油水分離 59 10 0.2 
脱水 53 11 0.2 

 

 また、処分方法・廃棄物の種類ごとの注意している化学物質等についての傾向は下表のと

おりとなった。焼却では、廃油に係る注意する化学物質等の記載数が最も多く（ｎ＝48）、次
いで、汚泥（ｎ＝22）で、廃酸及び廃アルカリは各 10程度の記載数であった。 

参考-表 9．処分方法・廃棄物の種類ごとの注意している化学物質等 

廃棄物の処分方法 廃棄物の種類 記載が多かった化学物質等 
焼却 廃油 引火性物質、過酸化物 

汚泥 過酸化物、金属粉体 
中和 廃酸 過酸化物、鉱酸系物質（塩酸、硝酸、硫酸） 

廃アルカリ 水酸化ナトリウム 
油水分離 廃油 引火性物質 
脱水 汚泥 金属粉体 

ｎ＝107

回答数 回答％

1
火災や爆発等の事故防止【火災・爆発安
全を担保】

82 76.6%

2
従業員や周辺住民の健康（発がん性，毒
性等）への配慮【人体安全性の確保】

80 74.8%

3
環境（大気，水，土壌等）への影響に配慮
【生活環境への安全性を担保】

78 72.9%

4 その他 10 9.3%

「その他」の回答内容
施設への悪影響防止（8）
反応性等への配慮（2）

回答内容

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1

2

3

4

76.6%

74.8%

72.9%

9.3%
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参考-表 10．注意する化学物質等・焼却（1/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物の種類 処分方法 注意化学物質等 理由

汚泥 焼却 エマルジョン 1、2、3
汚泥 焼却 アルミ粉体 1
汚泥 焼却 マグネシウム 1
汚泥 焼却 アルカリ金属（Li、Na、K） 1
汚泥 焼却 有機過酸化物等 1
汚泥 焼却 自己反応性物質、火薬 1
汚泥 焼却 黄リン 1
汚泥 焼却 シアン 2
汚泥 焼成、焼却 硫化水素 2
汚泥 焼成、焼却 アンモニア 2
汚泥 焼却 鉛 2、3
汚泥 焼却 有機アミン類等 2、3
汚泥 焼却 重金属の含有 2、3
汚泥 焼却溶融 Pb、Cl、F、Cr、他有害物質 2、3
汚泥 焼成 放射能 2、3
汚泥 焼却 特定有害産業廃棄物 3
汚泥 焼却 アンモニア 3
汚泥 焼却 リン化亜鉛 3
汚泥 ばい焼 水銀 3
汚泥 焼成 水銀・シアン 3
汚泥 焼成・焼却 水銀・シアン 3
汚泥 焼却 フッ素 4(炉の保全)
引火性廃油 焼却 キシレン、トルエン等VOC物質 1
引火性廃油 焼却 トルエン 1
引火性廃油 焼却 危険物第4類第一石油類 1
引火性廃油 焼却 シンナー類 1
引火性廃油 焼却 ガソリン等 1
引火性廃油 焼却 ガソリン、シンナー、廃溶剤 1
引火性廃油 焼却 アセトン 1
廃油 焼却 有機過酸化物 1
廃油 焼却 過酸化物・禁水性物質 1
廃油 焼却 危険物第5類 1
廃油等 焼却 引火性、爆発性物質 1
廃油 焼却 引火点が低い油 1
廃油 焼却 ガソリン類 1
廃油 焼却 引火性、揮発性。 1
廃油 焼却 引火性廃油 1
廃油 焼却 イソシアネート 1
廃油 焼却 ヘキサン、THF 1
廃油 焼却 アクリル酸エステル 1
廃油 焼却 アルキルアルミニウム 1
廃油 焼却 イソシアネート、引火性廃液 1、2
引火性廃油 焼却 メタノール他 1、2
引火性廃油 焼却 VOC系 1、2、3
廃油 焼却 エマルジョン 1、2、3
廃油 焼却 有害産業廃棄物に指定されている物質 1、2、3
廃油 焼却 引火性、重金属の含有 1、2、3
廃油 焼却 IPA 1、2、3
廃油 焼却 オルガノクロロシラン 1、2、3

理由 1：火災・爆発安全担保 

理由 2：人体安全性の確保 

理由 3：生活環境への安全性担保 
理由 4：その他 
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参考-表 10. 注意する化学物質等・焼却（2/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物の種類 処分方法 注意化学物質等 理由

廃油 焼却 塩化チオニル 1、2、3
廃油（特管） 焼却 VOC関連を中心に 1、2、3
廃油 焼却 1、3
廃油 焼却 芳香族化合物 1、3

廃油 焼却 イソシアネート
1、4(反応性があ
るので、他の廃棄

物と混ぜない。)

廃油 焼却 有機金属類 1、4(反応、凝固)

廃油 焼却 1.2-ジクロロプロパン 2
廃油 焼却 溶剤 2
廃油 焼却 フッ素系オリゴマー 2
廃油 焼却 ベンゼン 2
廃油 焼却 有機塩素系化合物 2、3
廃油 焼却溶融 Pb、Cl、F、Cr、他有害物質 2、3
廃油等 焼却 鉛、ハロゲン 2、3
廃油 焼却 PCB 2、3

廃油 焼却
有機溶剤（反応性の強いもの。毒劇物を含むも
の。引火性の強いもの。） 2、3

廃油 焼却 フッ素化合物類 3
廃油 焼却 フッ素 3
廃油 焼却 特定有害産業廃棄物 3
廃油 焼却 重油 3
廃油 焼却 メルカプタン 3

廃油 焼却 有機溶剤 4(4の記載なし)

廃酸（特管） 焼却 重金属類 1、2、3
廃酸 焼却 強酸類 2
廃酸 焼却 塩化チオニル 2
廃酸 焼却溶融 HF（ハロゲン系）、P、等 2、3
廃酸 焼却 重金属の含有 2、3
廃酸 焼却 ホウ素 3
廃酸 焼却 二酸化硫黄、二酸化窒素 3
廃酸 焼却 特定有害産業廃棄物 3

廃酸 焼却 フッ素
4(焼却炉への損
傷)

廃酸 焼却 有害産業廃棄物に指定されている物質 1、2、3
廃酸 焼却 塩酸 4(焼却炉の腐食)
廃アルカリ 焼却 アセトン、酢酸エチル 1
廃アルカリ 焼却 有害産業廃棄物に指定されている物質 1、2、3
廃アルカリ（特管） 焼却 重金属類 1、2、3
廃アルカリ 焼却 硫化ソーダ廃液 2
廃アルカリ 焼却 水酸化ナトリウム、アンモニウム 2
廃アルカリ 焼却 強アルカリ類 2
廃アルカリ 焼却溶融 シアン等 2
廃アルカリ 焼却 ﾃﾄﾗﾒﾁﾙｱﾝﾓﾆｳﾑﾊｲﾄﾞﾛｲｷｻｲﾄﾞ 2、3
廃アルカリ 焼却 硫化ソーダ 2、3
廃アルカリ 焼却 重金属の含有 2、3
廃アルカリ 焼却 PFOS 2、3
廃アルカリ 焼却 メルカプタン類、アンモニア類 3
廃アルカリ 焼却 特定有害産業廃棄物 3
廃アルカリ 焼却 塩素、ナトリウム 4(設備トラブル等)
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参考-表 10. 注意する化学物質等・焼却（3/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物の種類 処分方法 注意化学物質等 理由

廃液 焼却 アンモニア 2
廃液 焼却 硫化水素 2
廃液 焼成 放射能 2、3

ホルマリン廃液 焼却 ホルムアルデヒド 2、4(4の記載なし)
塩酸 焼却 塩酸 2、3

PCB（低濃度） 焼却 PCB 1、2、3
苛性ソーダ 焼却 苛性ソーダ 2、3
感染性廃棄物 焼却 2
強アルカリと 焼却 苛性ソーダ 2
強酸 焼却 硫酸、塩酸 2
黒液 焼却 1
全般 焼却 全般 1、2、3

全般 焼却 塩素、硫黄 4(施設損傷の予
防)

特管廃棄物 焼却 有害、引火性廃油 1、2、3
ばいじん 焼却 鉛等重金属、ダイオキシン類 2
金属くず 焼却 マグネシウム切粉 1
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参考-表 11. 注意する化学物質等・中和（1/1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物の種類 処分方法 注意化学物質等 理由
廃酸 中和 過酸化水素 1
廃酸 中和 過酸化水素 1
廃酸 中和 過酸化水素 1
廃酸 中和 過酸化水素 1
廃酸 中和 硝酸 1
廃酸 中和 発煙性物質（無水硫酸、四塩化チタン等）1、2
廃酸 中和 毒劇物 1、2、3
廃酸 中和 重金属等、H2O2 1、3
廃酸 中和 硫酸 2
廃酸 中和 硫酸等 2
廃酸 中和 硝酸 2
廃酸 中和 亜硝酸 2
廃酸 中和 酢酸ビニル 2
廃酸 中和 2、3
廃酸 中和 硫化水素、亜硝酸、塩素等 2、3
廃酸 中和 重金属の含有 2、3
強酸 中和 フッ酸 2、3
廃酸 中和 フッ酸 2、3
廃酸 中和 硫酸 2、3
廃酸 中和 ヒ素含有物質 2、3
廃酸 中和 6価クロム 2、3
廃酸 中和 フッ素 3
廃酸 中和 トリメチルアミン 3
廃酸 中和 過酸化水素3%位 3
廃酸 中和 ホウ素、フッ素、有機物 3
廃酸 中和 アンモニア類
廃酸 中和 セレン含有物質
廃酸、廃アルカリ 中和 過酸化物 1
廃酸、廃アルカリ 中和 単一でない廃液（混合廃液） 2、3
廃酸、廃アルカリ 中和 フッ素 2、3
廃酸、廃アルカリ 中和 ホウ素 3
廃酸、廃アルカリ 中和 リン 3
廃アルカリ 中和 毒劇物 1、2、3
廃アルカリ 中和 硫化水素 2
廃アルカリ 中和 次亜塩素酸ナトリウム 2
廃アルカリ 中和 水流化ソーダ 2
廃アルカリ 中和 硫化ソーダ廃液 2
廃アルカリ 中和 水酸化ナトリウム、アンモニウム 2
廃アルカリ 中和 苛性ソーダ 2
廃アルカリ 中和 硫化水素 2
廃アルカリ 中和 アンモニア臭気物 2、3
廃アルカリ 中和 シアン類 2、3
廃アルカリ 中和 重金属の含有 2、3
廃アルカリ 中和 苛性ソーダ 2、3
廃アルカリ 中和 シアン 2、3
廃アルカリ 中和 2、3
廃アルカリ 中和 アミン系 3
廃アルカリ 中和 希硫酸
廃アルカリ 中和 硫化物系
強アルカリ 中和 濃度の高い苛性ソーダなど 2
廃液 中和 次亜塩素酸ソーダ 2、3
汚泥 中和 有機アミン類等 2、3
特管廃棄物 中和 有害、強酸、強アルカリ 1、2、3

理由 1：火災・爆発安全担保 

理由 2：人体安全性の確保 

理由 3：生活環境への安全性担保 

理由 4：その他 
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参考-表 12. 注意する化学物質等・油水分離（1/1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考-表 13. 注意する化学物質等・脱水（1/1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物の種類 処分方法 注意化学物質等 理由
引火性廃油 油水分離 引火点がマイナスの溶剤類 1
廃油 混合、油水分離イソシアネート 1
引火性廃油 油水分離 酢酸エチル他 1
廃油 油水分離 引火性、重金属の含有 1、2、3

廃油 油水分離 廃溶剤、PCB、重金属 1、2、4(4の記載
なし)

廃油 油水分離 PCB 2、3
廃油 油水分離 PCB 3
廃油 油水分離 トリクロロエチレン 3
廃油 油水分離 phが酸性になると樹脂状、或いは発砲、膨張する廃油類 3
廃油 油水分離 塩素

理由 1：火災・爆発安全担保 

理由 2：人体安全性の確保 

理由 3：生活環境への安全性担保 
理由 4：その他 

廃棄物の種類 処分方法 注意化学物質等 理由
汚泥 脱水 アルミ粉 1
汚泥 脱水 金属粉 1

汚泥 脱水
有害産業廃棄物に指定されている
物質

1、2、3

汚泥 脱水 硫化水素 2
汚泥 脱水 シアン、フェノール等、PH 2、3
汚泥 脱水 1.4-ジオキサン 3
汚泥 脱水 重金属化合物 3
汚泥 脱水 ヘキサメチルテトラミン 3

汚泥 脱水 1.4-ジオキサン
3、4（法令改正間もないた
め）

汚泥 脱水 塩化ビニルモノマー
3、4（法令改正間もないた
め）

汚泥 脱水 1.2-ジクロロエチレン
3、4（法令改正間もないた
め）
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参考-表 14. 注意する化学物質等・その他（1/1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物の種類 処分方法 注意化学物質等 理由
廃アルカリ 蒸発乾固 CN 2、3
汚泥 固化 フッ素 2、3
汚泥 造粒固化 ひ素 3
汚泥 造粒固化 鉛 3
廃溶剤 蒸留 イソシアネート 1
引火性廃油 蒸留 スチレン 1、2
廃油 蒸留 トリクロロエチレン 2、3
廃油（有害） 蒸留 ジクロロメタン 2、3
廃溶剤 蒸留 水溶性アルコール類 4(4の記載なし)
汚泥 乾燥 重金属の含有 2、3

汚泥 乾燥 重金属類
2、3、4(4の記載
なし)

廃油 混合 重合しやすいモノマー等 1

汚泥 混合 重金属類 2、3、4(4の記載
なし)

特管廃油 混練 アセント等（低引火点物質） 静電気着火
汚泥 コンクリート混練 アルミニウム 1
汚泥 コンクリート混練 セレン含有物質 2、3
汚泥 コンクリート混練 ヒ素含有物質 2、3
汚泥 コンクリート混練、天日乾燥 ホウ素、窒素、フッ素 3
汚泥 安定化 重金属類全般 2、3
廃酸 安定化 重金属類全般 2、3
廃アルカリ 安定化 重金属類全般 2、3
引火性廃油 多種多様 1
廃アルカリ 再生利用 シアン 2
引火性廃油 処分出来ない 引火性のある物 1
酸
廃酸 活性汚泥 ふっ酸 2
廃アルカリ 酸化 シアン 2、3
廃アルカリ 活性汚泥 苛性ソーダ 1
汚泥 六価クロム ひ素 3
廃酸 活性汚泥 硫酸 1
汚泥 各種 P、Al、Mg 1、3

理由 1：火災・爆発安全担保 

理由 2：人体安全性の確保 

理由 3：生活環境への安全性担保 
理由 4：その他 
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（５）注意する化学物質の情報源（複数回答） 

 注意を払っている化学物質は，どのような情報源や経験から収集したものか尋ねた。 
 排出事業者が提供する廃棄物情報が 72.0％と最も多く、次いで、自社での廃棄物分析結果
の情報（57.9％）、自社で起きたヒヤリ・ハット等の経験から（47.7％）となっていた。 
 排出事業者が提供する廃棄物情報が重要である一方、情報を補足する意味で、処理業者自

身で収集した情報も活用している様子が窺える。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考-図表 8. 注意する化学物質の情報源 

 

（６）一般的に知られている事故等の情報源 

 一般的に知られている事故等の情報をどこで入手したか尋ねた。 
 産廃関連業界やメディアから事故等の情報を入手している様子が窺え、事故等の専門デー

タベースの参照がされていないことが読み取れる。 
 

参考-表 15. 一般的に知られている事故等の情報源 

情報源 回答数 

産廃に係る協会等からの情報 13 

インターネット検索からの情報 11 

新聞、テレビのニュースからの情報 8 

顧客や同業者等からの情報 7 

危険、安全、災害等に係る団体やデータベース 6 

自治体からの情報 5 

セミナーや講習 5 

消防からの情報 3 

その他 8 

 

 

 

ｎ＝107

回答数 回答％

1 自社で起きたヒヤリ・ハット等の経験から 51 47.7%

2
自社での廃棄物分析（外部委託を含む）
結果の情報

62 57.9%

3 排出事業者が提供する廃棄物情報 77 72.0%

4
一般的に知られている事故（ヒヤリ・ハット
を含む）等の情報

43 40.2%

5
その他：化学物質の危険性の知識がある
から

1 0.9%

回答内容

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1

2

3

4

5

47.7%

57.9%

72.0%

40.2%

0.9%
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５．廃棄物の情報入手等に係る実態 

（１）受託廃棄物の化学物質に関する、排出事業者からの情報の入手（複数回答） 

 適正処理を安全に実施するため、排出事業者から受託廃棄物（汚泥、廃油、廃酸、廃アル

カリ）に含まれる、化学物質に関する重要な情報を契約書、WDS（廃棄物データシート）や
打合せ等を通じて事前に入手しているか尋ねた。 
「主成分に関する重要情報の開示はあるが、微量物質や不純物等の情報開示はない。」との

回答が 61.3％と最も多くを占めた。次いで、ほとんど全て重要情報を開示してもらっている
と感じている者が 37.3％いる一方で、まだまだ情報開示が不足していると感じる者も 36.0％
と同じ割合存在した。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考-図表 9. 受託廃棄物の化学物質に関する、排出事業者からの情報の入手状況 

 

（２）情報提供の充実度 

 処理を委託する排出事業者のうち、十分と考える廃棄物情報を提供する排出事業者はどの

程度の割合で存在するか尋ねた。 
 80～100％の充実度との回答が 4割占める一方で、20～80％未満の充実度との回答が、5
割弱を占めていた。排出事業者提供の廃棄物情報に満足しているとの処理業者がいる一方で、

当該情報が不十分と感じている処理業者も同程度の割合で存在している現状が窺える。 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｎ＝150

回答数 回答％

1
微量成分や不純物を含めて，ほとんど全
ての重要情報を開示してもらっている。

56 37.3%

2
主成分に関する重要情報の開示はある
が，微量物質や不純物等の情報開示は
ない。

92 61.3%

3
主成分についても，まだまだ情報開示が
不足していると感ずることがある。

54 36.0%

4 ほとんどの重要情報の開示はない。 8 5.3%

5 その他 6 4.0%

その他の主な回答内容
サンプルの提出（３）

回答内容

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1

2

3

4

5

37.3%

61.3%

36.0%

5.3%

4.0%
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参考-図表 10. 情報提供の充実度 

 

（３） 受託廃棄物の自社分析 

① 契約前（排出事業者からサンプルの提供を受けての分析）の分析の実施状況 
 排出事業者からサンプルの提供を受けての、契約前の分析の実施状況について尋ねた。 
 サンプルを入手し分析を実施するとの回答が 6割を超えていた。また、その中で、「明らか
に安全と考える廃棄物を除き、分析する」との回答が 44.7％と最も多くを占めた。 
 何かしら注意を必要と判断した受託廃棄物に関しては、サンプルの分析によって、処理業

者自ら廃棄物情報を確認している状況が窺える。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考-図表 11. 契約前の受託廃棄物の処理業者での分析実施状況 

 

 

 

ｎ＝150

回答数 回答％

1 100% 9 6.0%

2 80～100％未満 54 36.0%

3 60～80％未満 24 16.0%

4 40～60％未満 32 21.3%

5 20～40％未満 16 10.7%

6 0超～20％未満 12 8.0%

7 0% 0 0.0%

8 無回答 3 2.0%

150 100%

回答内容

合計

6.0%

36.0%

16.0%

21.3%

10.7%

8.0%
2.0%

1

2

3

4

5

6

7

8

ｎ＝150

回答数 回答％

1
全ての廃棄物でサンプルを入手して，分
析を必ず実施する

30 20.0%

2
明らかに安全と考える廃棄物を除き，分
析する

67 44.7%

3
排出事業者から提供された廃棄物情報が
あるため，特別のケースを除いて実施しな
い

32 21.3%

4 基本的に分析は行わない 19 12.7%

5
その他：サンプルの提供が不充分だが、
あれば分析する。

1 0.7%

6 無回答 1 0.7%

150 100%

回答内容

合計

20.0%

44.7%

21.3%

12.7%
0.7% 0.7%

1

2

3

4

5

6
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②  契約後、廃棄物受入れ時ごとのサンプル分析の実施状況（複数回答） 
 受託廃棄物について、契約後の分析の実施状況について尋ねた。 
「廃棄物の性状・成分が変わったと考えられる時に行う。」との回答が約 7割を占め、最も
多かった。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考-図表 12. 契約後の受託廃棄物の処理業者での分析実施状況 

 

③ 分析内容（複数回答） 
 実施している分析内容について尋ねた。 
「水酸イオン濃度（pH）」が約８割と他の分析と比較し、多くの割合を占めた。次いで、約 5
割を占めるのが、「引火点、熱量、ハロゲン（塩素，ふっ素等）含有量」（55.2％）、「重金属
や特定有害物質の含有試験」（53.0％）、「水分量、強熱減量」（53.0％）となっていた。 
 その他の主な回答は、各社の反応性テスト（ｎ＝3）、放射線量（ｎ＝2）であった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｎ＝150

回答数 回答％

1
受入時，全てのロットについてサンプリン
グして分析する

27 18.0%

2
廃棄物の性状・成分が変わったと考えら
れる時に行う

104 69.3%

3 抜き打ちで行っている 35 23.3%

4 分析は行っていない 20 13.3%

5 その他：期間をきめて分析実施 1 0.7%

回答内容

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1

2

3

4

5

18.0%

69.3%

23.3%

13.3%

0.7%
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すい 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考-図表 13. 分析内容 

 

（４） 異物の混入によるヒヤリ・ハット等事例の有無 

 排出事業者から受託した廃棄物に、事前の情報提供等がない物質が混入していた事例があ

るか尋ねた。 
 「事前の情報提供等がない物質が混入していた」との回答は、６割を占めており、また全

体の２割で「事前の情報提供等がない物質が混入していた」際に、ヒヤリ・ハットの事例が

起きていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｎ＝134

回答数 回答％

1 重金属や特定有害物質の溶出試験 60 44.8%

2 重金属や特定有害物質の含有試験 71 53.0%

3 揮発性有機物質の定性・定量分析 27 20.1%

4 有機ハロゲン化合物の定性・定量分析 24 17.9%

5 水酸イオン濃度（pH） 107 79.9%

6
化学的酸素要求量（COD），生物学的酸
素要求量（BOD），浮遊物質量（SS）

41 30.6%

7
窒素含有量，リン含有量，ふっ素及びそ
の化合物量，ほう素及びその化合物量

44 32.8%

8
引火点，熱量，ハロゲン（塩素，ふっ素等）
含有量

74 55.2%

9 水分量，強熱減量 71 53.0%

10 放射性物質含有量 26 19.4%

11 その他 18 13.4%

回答内容

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

44.8%

53.0%

20.1%

17.9%

79.9%

30.6%

32.8%

55.2%

53.0%

19.4%

13.4%
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参考-図表 14. 異物の混入によるヒヤリ・ハット等事例の有無 

 

６．廃棄物の処理に伴う事故（ヒヤリ・ハット等も含む）の事例 

（１）ヒヤリ・ハット等事例の有無（複数回答） 

排出事業者の情報開示不足だけでなく、自社の不注意や過失を含めて、化学物質が原因と

なり（主成分、不純物を問わない）、過去に事故やヒヤリ・ハットが起きたと考えられる事例

があるか尋ねた。 
ヒヤリ・ハットの事例の中では、火災・爆発関連が約 5割を占め最も多かった。「水・大気・
土壌等の生活環境への汚染が発生した事故」の事例との回答の割合は６％と少なかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ｎ＝150

回答数 回答％

1

通常処理とは異なる処理を行う必要があ
る化学物質が入って来ることが時々ある。
事実，その物質が原因となった事故ある
いはヒヤリ・ハット事例が発生した

35 23.3%

2

通常処理に困るほどではないが，契約と
違う化学物質が入っていそうな廃棄物が
ある。ただ，事故やヒヤリ・ハットにまで
至ったことはない

62 41.3%

3
契約と異なる化学物質が入った廃棄物
は，発生しない。もちろん，事故、ヒヤリ・
ハットの事例もない

45 30.0%

4 その他 4 2.7%

5 無回答 4 2.7%

150 100%

その他の回答内容
異物が混入していた場合は受入拒否（3）
契約情報に無い異臭が生じていた（1）

回答内容

合計

23.3%

41.3%

30.0%

2.7% 2.7%

1

2

3

4

5
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参考-図表 15. ヒヤリ・ハット等事例の有無 

 

７．処理の状況 

（１）廃油処理 

 廃油処理に関する取扱いについて、どれが一番近い回答か尋ねた。 
 排出事業者と廃棄物情報についてコンタクトをするよう心がけている処理業者が３割いる

一方で、詳細な情報までは入手していなかったり（19.7％）、一度排出事業者から情報入手後
はコンタクトを取っていない処理業者（28.3％）もそれぞれ２～３割存在していた。 
 
（２）焼却処理 

焼却処理に関する取扱いについて、どれが一番近い回答か尋ねた。 
 廃油処理に関する取扱いと同様な傾向が見られた。 
排出事業者と廃棄物情報についてコンタクトをするよう心がけている処理業者が３割いる

一方で、詳細な情報までは入手していなかったり（20.4％）、一度排出事業者から情報入手後
はコンタクトを取っていない処理業者（34.0％）もそれぞれ２～３割存在していた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｎ＝150

回答数 回答％

1
火災・爆発（ヒヤリ・ハットを含む（小規模
事故））

31 20.7%

2
火災・爆発まで至らないまでも発熱が起き
た事故（同上）

50 33.3%

3
有毒ガスや危険性蒸気の発生等で人体
に危険が及びそうになった事故（同上）

27 18.0%

4
水・大気・土壌等の生活環境への汚染が
発生した事故（同上）

9 6.0%

5 ヒヤリ・ハット等事例はない 66 44.0%

6
その他：施設等への悪影響が起こった事
例

3 2.0%

回答内容

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1

2

3

4

5

6

20.7%

33.3%

18.0%

6.0%

44.0%

2.0%
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参考-図表 16. 廃油処理時の廃棄物情報について 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｎ＝127

回答数 回答％

1

最初に排出事業者から処理に必要な最
低限の情報を入手した。その後，廃油の
性状に変化もないし，また，処理を行う時
にも特に問題が起きていないので，取り
立てて情報入手は行っていない。

36 28.3%

2

排出事業者から営業やWDS（廃棄物デー
タシート）等を通じて，廃油に関する情報を
入手した。ただ，基材（ベースオイル），添
加剤や不純物に関する詳細情報（火災爆
発性や環境・人体への危険性）について
は所有していない。

25 19.7%

3

常日頃から排出事業者とはコンタクトする
ように心がけており，廃油の組成だけでな
く，その危険性や毒性についても詳細な
情報を入手して作業を行っている。

40 31.5%

4
排出事業者から得た情報を基に，毎回，
自社で廃油の分析作業を行い，危険性を
事前に把握してから処理を行っている。

13 10.2%

5 無回答 13 10.2%

127 100%

回答内容

合計

28.3%

19.7%31.5%

10.2% 10.2%

1

2

3

4

5
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参考-図表 17. 焼却処理時の廃棄物情報について 

 
（３）中和処理 

① マニュアルの有無（複数回答） 
 中和処理時のマニュアルの有無について尋ねた。 
 マニュアルを運用しているとの回答が最も多くを占めた（64.2％）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考-図表 18. 中和処理のマニュアルの有無 

 

ｎ＝81

回答数 回答％

1
ほとんど全ての中和作業に必要なマニュ
アルがあり，実際の処理で運用している。

52 64.2%

2
必要なマニュアルは用意してあるが，現実
の処理ではあまり運用していない。

16 19.8%

3

大口の排出事業者（大量の処理を実施）
向けのマニュアルは存在するが，スポット
的な処理に対応したマニュアルは存在し
ない。

13 16.0%

4 ほとんどマニュアルは用意していない。 3 3.7%

回答内容

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1

2

3

4

64.2%

19.8%

16.0%

3.7%

ｎ＝103

回答数 回答％

1

最初に排出事業者から処理に必要な最
低限の情報を入手した。その後，廃棄物
の性状に変化もないし，また，処理を行う
時にも特に問題が起きていないので，取
り立てて情報入手は行っていない。

35 34.0%

2

排出事業者から営業やWDS（廃棄物デー
タシート）等を通じて，廃棄物に関する情
報を入手した。ただ，不純物に関する詳細
情報（火災爆発性や環境・人体への危険
性）については所有していない。

21 20.4%

3

常日頃から排出事業者とはコンタクトする
ように心がけており，廃棄物の組成だけで
なく，その危険性や毒性についても詳細
な情報を入手して作業を行っている。

33 32.0%

4
排出事業者から得た情報を基に，毎回，
自社で廃棄物の分析作業を行い，危険性
を事前に把握してから処理を行っている。

10 9.7%

5 無回答 4 3.9%

103 100%

回答内容

合計

34.0%

20.4%

32.0%

9.7%
3.9%

1

2

3

4

5
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② 中和終了の判断 
現場で行う中和処理において、中和の終了時点を判断する手段として次のどの方法が最も

近い方法か尋ねた。 
約 65％の回答が、「装置に設置してある pHメーター等の信号を見ながら、pH＝6～8に
達したところで中和を終了する」で最も多くを占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考-図表 19. 中和終了の判断 

 

③ 中和処理の考え方 
中和物の河川又は下水道への放流を行っている方に中和処理の考え方で最も近いものを

尋ねた。 
「中和反応物に関する性状について検証し、放流後の挙動なども想定しながら、中和剤を

選定する等、詳細な処理工程を設計している。」との回答が最も多かった（42.9％）。 
 
 
 
 

 

ｎ＝81

回答数 回答％

1
装置に設置してあるpHメーター等の信号
を見ながら，pH＝6～8に達したところで中
和を終了する。

53 65.4%

2
pH試験紙や指示薬等の簡易的な方法を
使いpH＝6～8に達したところで中和を終
了する。

12 14.8%

3

現場で中和する前，少量サンプルを用い
て事前に分析を行い，滴定量を算出して
おく。この滴定量を基準にして現場での中
和量を決める。

9 11.1%

4

事前の分析で，酸性やアルカリ性を示す
物質を確認した後，pHメーター等を使用し
て中和滴定曲線を描きながら想定する中
和当量点をもって終了する

1 1.2%

5 その他 3 3.7%

6 無回答 3 3.7%

81 100%

その他の回答内容
廃棄物毎の金属挙動を確認し、ph計で中
和点を確認している。
1、3、4と記入
サンプルによる事前分析の結果を参考
に、ｐHを確認しながら処理完了を確認す
る。

回答内容

合計

65.4%

14.8%

11.1%

1.2%
3.7%

3.7%

1

2

3

4

5

6
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参考-図表 20. 中和処理の考え方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｎ＝35

回答数 回答％

1

当社は廃酸も廃アルカリも回収・処理して
いるので，経済性を考えて回収した廃酸と
廃アルカリを中和剤として使用する方針で
ある。

6 17.1%

2

廃棄物に含有する酸性およびアルカリ性
を示す化学物質は，現場で中和作業を行
う前に簡易分析あるいは定期的な分析を
行って物質名も確認している。

11 31.4%

3

酸性あるいはアルカリ性を示す化学物質
の中和平衡定数を文献で検索したり，少
量サンプルを分析して得た平衡定数を考
慮した処理工程を設計している。

1 2.9%

4

中和反応物に関する性状について検証
し，放流後の挙動なども想定しながら，中
和剤を選定する等，詳細な処理工程を設
計している。

15 42.9%

5 その他 2 5.7%

35 100%

その他の回答内容
中和処理後、脱水・生物処理工程を行い
下水道放流している。
2、3、4と記入

回答内容

合計

17.1%

31.4%

2.9%

42.9%

5.7%
1

2

3

4

5
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参考資料２ ヒヤリ・ハットを含む事故等の事例 
参考資料２－１ヒヤリ・ハットを含む事故等の事例 排出事業者が関与しているもの 
混入含有情報なし（2/1） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 廃棄

物
の
種
類

化
学
物
質

発
生
状
況

原
因

対
策

廃
油
（混
合
品
）
不
明

受
入
時
搬
入
物
情
報
が
な
か
っ
た
為
、
一
時
保
管
を
し
て
お
り
情
報

提
供
を
待
っ
て
い
る
間
に
ド
ラ
ム
缶
の
蓋
が
飛
ん
だ

混
合
搬
入
に
よ
る
反
応

搬
入
時
前
情
報
の
強
化
、
受
入
時
、
確
認
強
化

廃
酸

C
r6
+
、
硝
酸

廃
液
中
の
C
r6
+
を
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
で
吸
着
処
理
し
た
時
、
硝
酸
に

反
応
し
て
容
器
が
爆
発
し
た

本
来
含
有
し
て
い
な
い
硝
酸
が
混
入
し
て
い
た

引
取
中
止

廃
ア
ル
カ
リ
（
ポ
リ
容

器
、
少
量
残
留
）
苛
性
ソ
ー
ダ

建
設
混
合
廃
棄
物
の
中
に
苛
性
ソ
ー
ダ
が
混
入
。
選
別
作
業
時
に

は
耐
食
性
の
保
護
具
は
着
用
し
て
お
ら
ず
、
作
業
着
を
通
過
し
て
ヒ
フ

に
付
着
負
傷

当
該
排
出
現
場
か
ら
当
該
物
が
発
生
す
る
こ
と
は
想
定
し
て
お

ら
ず
、
軽
装
備
で
対
応
し
た
も
の
。
可
能
性
の
あ
る
排
出
業
者

に
確
認
し
て
み
た
が
、
混
入
の
事
実
は
認
め
ず
。

上
記
事
故
事
例
を
関
係
排
出
者
に
周
知
し
、
注
意
喚
起
。
本
件
は

労
基
署
に
も
報
告
。
上
記
以
上
の
対
策
は
妙
案
な
し
。

汚
泥

さ
ら
し
粉
、
亜
硫
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム

プ
ー
ル
用
の
消
毒
剤
と
し
て
、
さ
ら
し
粉
を
受
け
入
れ
た
。
9
0ℓ
の
バ
ケ

ツ
に
袋
詰
め
さ
れ
て
い
た
。
フ
タ
を
開
け
る
と
若
干
の
塩
素
ガ
ス
発
生

を
感
じ
た
。
さ
ら
し
粉
と
混
合
厳
禁
の
亜
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
混
在
し
て

い
た
。

排
出
事
業
者
の
廃
棄
物
管
理
の
不
徹
底
。
知
識
不
足
。
排
出
事
業
者
へ
の
注
意
喚
起
。
回
収
前
の
内
容
確
認
。

廃
油
（イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト

含
有
廃
液
）

イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
他
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
合
成
の
材
料
と
な
る
廃
ポ
リ
オ
ー
ル
や
廃
酸
と
混
ぜ
る

と
、
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
化
。
貯
蔵
タ
ン
ク
や
配
管
を
詰
ま
ら
せ
る
原
因
と
な

る
。

排
出
事
業
者
か
ら
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
含
有
の
情
報
が
無
か
っ

た
。

排
出
事
業
者
か
ら
の
適
正
な
廃
棄
物
情
報
が
入
手
で
き
な
い
場

合
は
処
理
を
受
け
な
い
。

廃
酸
、
廃
ア
ル
カ
リ
不
明

保
管
中
の
容
器
の
変
形

お
客
さ
ん
が
何
か
を
混
入
し
た
様
で
、
反
応
に
よ
る
。

お
客
さ
ん
へ
の
声
か
け
と
早
め
の
処
理
。

汚
泥

ア
ル
ミ
粉
体
（
異
物
）
焼
却
の
前
処
理
と
し
て
混
合
し
て
い
た
時
、
ア
ル
カ
リ
性
の
液
と
接
触

し
て
発
熱
し
た
。
（
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
）

通
常
は
入
っ
て
い
な
い
ア
ル
ミ
粉
体
が
廃
棄
物
に
入
っ
て
い
た

た
め
。

排
出
元
へ
の
分
別
の
要
請
。
同
様
の
廃
棄
物
入
荷
時
の
点
検
強

化
。

廃
酸

硝
酸

廃
酸
タ
ン
ク
に
硝
酸
を
含
む
エ
ッ
チ
ン
グ
廃
液
を
受
入
、
二
酸
化
窒
素

が
発
生
し
た
。

通
常
、
搬
入
の
廃
酸
と
は
異
な
る
成
分
が
入
っ
た
廃
液
が
搬
入

事
後
報
告
で
あ
っ
た
。

搬
入
連
絡
書
、
引
取
り
依
頼
書
の
改
訂
（
発
生
工
程
、
使
用
薬
品

等
の
変
更
の
有
無
の
チ
ェ
ッ
ク
記
入
欄
、
注
意
事
項
を
組
入
れ
）

複
数
の
廃
酸
を
受
入
処
理
す
る
排
出
事
業
所
に
つ
い
て
は
搬
入

毎
に
簡
易
の
成
分
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
。

汚
泥
ド
ラ
ム
缶

ア
ル
ミ
粉

焼
却
す
る
際
、
汚
泥
ピ
ッ
ト
に
投
入
後
、
水
と
反
応
し
発
熱
。

汚
泥
の
中
に
ア
ル
ミ
粉
が
含
ま
れ
て
い
た
為
。

排
出
事
業
者
へ
の
報
告
。
受
入
チ
ェ
ッ
ク
。
投
入
前
に
反
応
試

験
。
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混入含有情報なし（2/2） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廃
棄
物
の
種
類

化
学
物
質

発
生
状
況

原
因

対
策

廃
油

第
3
石
油
類
（
物
質
名

不
明
）

キ
ル
ン
投
入
作
業
時
に
上
澄
み
の
あ
る
ド
ラ
ム
缶
を
移
動
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
ド
ラ
ム
缶
が
傾
き
、
上
澄
み
が
こ
ぼ
れ
キ
ル
ン
内

の
熱
で
こ
ぼ
れ
た
液
に
引
火
し
、
消
火
器
で
消
火
し
た
。
引
火
性
の
液
体
で
あ
る
と
い
う
情
報
が
な
か
っ
た
。

処
理
前
に
固
液
を
分
離
し
、
液
体
は
吹
込
み
に
よ
る
焼
却
処
理

を
行
う
。

医
療
系
廃
棄
物

ホ
ル
マ
リ
ン

ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け
検
体
が
、
瓶
ご
と
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
ら

れ
て
お
り
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
扱
っ
た
際
は
中
の
瓶
が
割
れ
、

ホ
ル
マ
リ
ン
液
が
作
業
場
に
漏
れ
、
周
り
に
刺
激
臭
が
充
満
し

た
。

瓶
入
り
ホ
ル
マ
リ
ン
液
の
入
荷
は
聞
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
と
プ
ラ
袋
に
隠
さ
れ
て
お
り
、
中
身
が
分
か
ら
な

か
っ
た
。

-

廃
ア
ル
カ
リ

水
硫
化
ソ
ー
ダ

廃
ア
ル
カ
リ
を
受
け
入
れ
た
際
に
、
中
和
槽
で
反
応
が
発
生

し
、
硫
化
水
素
が
発
生
し
た
。

受
け
入
れ
た
廃
棄
物
に
水
流
化
ソ
ー
ダ
が
含
有
し
て
い
る
情
報

が
な
か
っ
た
為
、
反
応
性
を
気
に
せ
ず
、
受
け
入
れ
た
。

受
け
入
れ
る
時
の
サ
ン
プ
ル
W
D
S
の
確
認
徹
底
。
中
和
槽
に

受
入
れ
る
前
の
少
量
テ
ス
ト
の
実
施
。
活
性
炭
を
通
じ
て
か
ら
、

外
気
に
ガ
ス
を
出
す
準
備
を
設
置
。

汚
泥

金
属
粉

処
理
を
行
う
際
に
ミ
キ
サ
ー
に
入
れ
た
と
こ
ろ
、
発
熱
を
し
て
き

た
。

汚
泥
の
中
に
金
属
粉
が
入
っ
て
い
た
。
空
気
に
触
れ
た
た
め
、

事
前
情
報
で
は
酸
化
鉄
が
含
ま
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
た
が
、

金
属
粉
は
M
S
D
S
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

金
属
加
工
業
者
か
ら
入
る
汚
泥
に
は
、
金
属
粉
の
入
荷
に
つ

い
て
危
険
を
通
知
す
る
。

廃
油

イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
と
他
の
残
渣
が
混
合
し
て
発
砲
し
た
。

イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
の
記
載
が
無
く
、
他
の
残
渣
と
混
合
し
て
し
ま
っ

た
。

イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
は
他
の
廃
棄
物
と
混
合
し
な
い
よ
う
、
単
独
で

処
理
す
る
。

汚
泥

六
価
ク
ロ
ム
、
硝
酸
塩
六
価
ク
ロ
ム
を
含
む
汚
泥
の
処
理
の
た
め
還
元
剤
を
加
え
た
と

こ
ろ
、
亜
硝
酸
ガ
ス
が
発
生
し
た
。

当
初
の
情
報
と
異
な
り
、
硝
酸
塩
が
混
入
し
て
い
た
た
め
に
還

元
剤
と
反
応
し
て
亜
硝
酸
ガ
ス
が
発
生
し
た
。

発
生
工
程
、
成
分
の
再
調
査
を
行
い
、
処
理
方
法
の
再
検
討
を

し
た
。
処
理
前
に
小
実
験
を
行
い
、
ガ
ス
の
発
生
が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
よ
う
に
し
た
。

汚
泥
(粉
体
）

硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
焼
却
炉
に
投
入
す
る
前
処
理
で
他
の
廃
液
（
不
明
）
と
反
応
し
、

塩
素
系
の
ガ
ス
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。

保
管
中
の
管
理
不
足
。
作
業
者
の
経
験
・
認
識
不
足
。

排
出
者
の
情
報
提
供
が
な
か
っ
た
。

保
管
方
法
の
変
更
（
場
所
・
容
器
）
。

作
業
者
へ
の
教
育
実
施
。
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廃棄物情報の変化の伝達不足（1/1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃
棄
物
の
種
類

化
学
物
質

発
生
状
況

原
因

対
策

汚
泥

高
pH
値
の
汚
泥

常
時
引
取
の
あ
る
排
水
処
理
の
余
剰
汚
泥
で
あ
っ
た
が
、
な
ん
ら
か

の
ト
ラ
ブ
ル
で
高
pH
値
に
な
っ
て
お
り
、
受
入
れ
時
に
先
方
よ
り
情
報

提
供
が
な
か
っ
た
為
、
通
常
と
同
じ
処
理
と
し
、
自
社
排
水
処
理
の
機

能
が
一
時
停
止
し
た
。

排
出
事
業
者
に
よ
る
情
報
提
供
、
自
社
に
よ
る
pH
確
認

す
べ
て
の
処
理
前
を
自
動
pH
管
理
装
置
に
通
す
。
排
出
事
業
者

へ
の
情
報
開
示
要
求
の
徹
底
。

廃
油

ア
セ
ト
ン

契
約
で
は
引
火
性
の
な
い
廃
油
の
は
ず
が
、
溶
剤
臭
が
す
る
た
め
引

火
点
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
低
温
で
引
火
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
排
出
者
の
認
識
不
足
の
た
め

状
況
を
排
出
者
に
伝
え
て
廃
棄
物
を
返
却
し
、
後
日
、
引
火
性
廃

油
の
契
約
を
締
結
後
に
改
め
て
搬
入
、
処
理
を
し
た
。
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処理業者が必要な廃棄物情報の不足（1/1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 廃
棄
物
の
種
類

化
学
物
質

発
生
状
況

原
因

対
策

廃
油
（
パ
ー
ク
ミ
ル
H
-

8
0
）

ク
メ
ン
ヒ
ド
ロ
ペ
ル
オ

キ
シ
ド

一
斗
缶
に
て
搬
入
さ
れ
た
も
の
を
、
別
の
鉄
製
コ
ン
テ
ナ
へ
移

し
、
間
も
な
く
コ
ン
テ
ナ
よ
り
発
火

廃
棄
物
の
M
S
D
S
等
事
前
デ
ー
タ
が
な
く
、
情
報
不
足
の
ま
ま

作
業
員
が
処
理
を
し
た

事
前
情
報
確
認
、
処
理
方
法
の
検
討

廃
ア
ル
カ
リ

ア
ミ
ン
系

ア
ミ
ン
系
の
情
報
が
な
く
、
中
和
処
理
を
行
っ
た
、
中
和
時
に
臭

気
が
発
生
す
る
。

ア
ミ
ン
化
合
物
と
言
う
こ
と
で
、
入
荷
の
時
に
も
ア
ミ
ン
臭
は
な

か
っ
た
、
M
S
D
S
の
情
報
が
少
な
い
。

ア
ミ
ン
系
を
扱
い
そ
う
な
事
業
所
に
は
Q
&
A
を
取
る
。
サ
ン
プ
ル

分
析
時
に
も
、
注
意
す
る
。

廃
油

β
メ
ル
カ
プ
ト
ロ
ピ
オ

ン
酸

ド
ラ
ム
缶
か
ら
の
吸
い
取
り
作
業
中
、
バ
キ
ュ
ー
車
の
水
封
装

置
か
ら
臭
気
ガ
ス
が
漏
洩
し
拡
散
し
た
。

排
出
元
か
ら
の
廃
棄
物
情
報
(W
D
S
)に
メ
ル
カ
プ
タ
ン
臭
に
関

す
る
情
報
が
な
か
っ
た
。

排
出
元
か
ら
の
廃
棄
物
情
報
(W
D
S
)に
確
認
欄
を
作
成
。
①
臭

気
の
有
無
 、
②
臭
気
物
含
有
の
有
無
、
③
充
填
容
器
へ
付
着

の
有
無
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廃棄物の分別排出の不徹底（1/1） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廃
棄
物
の
種
類

化
学
物
質

発
生
状
況

原
因

対
策

廃
油
（
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

車
）

不
明

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に
積
ん
だ
廃
油
に
、
シ
ン
ナ
ー
廃
塗
料
が
混
入

し
た
廃
油
も
吸
い
取
っ
て
し
ま
っ
た
為
、
タ
ン
ク
内
で
反
応
し
、
ゴ

ミ
や
カ
ス
が
出
来
た
。

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
に
別
の
物
が
混
入
し
て
し
ま
っ
た
た
め

回
収
前
に
、
中
の
廃
油
を
確
認
す
る
こ
と
。
お
客
様
に
種
類
ご
と

に
分
け
て
も
ら
う
こ
と
。

汚
泥

強
ア
ル
カ
リ
＋
ア
ル
ミ

粉

廃
棄
物
を
引
き
取
っ
て
き
た
運
搬
会
社
の
バ
キ
ュ
ー
ム
車
が
、

当
社
の
計
量
所
で
内
圧
で
ハ
ッ
チ
が
開
い
て
、
廃
棄
物
が
一

部
漏
洩
し
た
。

ア
ル
ミ
粉
と
強
ア
ル
カ
リ
を
混
載
し
た
た
め
。

廃
棄
物
の
混
載
禁
止
。

汚
泥

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

鉄
鋼
材
料
の
ブ
ラ
ス
ト
工
程
よ
り
発
生
し
た
粉
体
物
を
処
理
の

た
め
他
の
廃
棄
物
と
混
合
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
摩
擦
に
よ
り
粉
体

に
着
火
し
赤
熱
燃
焼
し
た
。

鉄
鋼
材
料
の
他
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
材
を
ブ
ラ
ス
ト
し
た
廃
棄
物
も

混
入
し
て
い
た
た
め
に
、
着
火
し
や
す
い
状
態
で
あ
っ
た
。
発
生
工
程
を
再
確
認
し
、
分
別
を
依
頼
し
た
。
ま
た
、
処
理
方
法

を
そ
れ
ぞ
れ
に
見
合
っ
た
処
理
に
変
更
し
た
。
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容器の管理の不徹底（1/3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廃
棄
物
の
種
類

化
学
物
質

発
生
状
況

原
因

対
策

廃
塗
料
e
tc

ド
ラ
ム
缶
開
封
時
吹
き
出
し

満
杯
、
高
温
（
夏
期
）

メ
ガ
ネ
、
マ
ス
ク
、
手
袋

有
害
廃
酸

四
塩
化
チ
タ
ン

禁
水
性
の
液
体
を
ロ
ー
リ
ー
で
入
荷
。
弊
社
で
容
器
（
1
㎥
）
に
受
入

れ
た
が
、
受
入
作
業
中
に
ガ
ス
が
発
生
。

空
気
中
の
水
分
（
湿
気
）
と
反
応
し
た
た
め
。

当
該
廃
棄
物
を
受
入
れ
る
際
は
ロ
ー
リ
ー
車
で
は
な
く
、
2
0
L
程

度
の
密
閉
容
器
で
搬
出
し
て
も
ら
い
、
焼
却
炉
に
直
接
投
入
し
て

外
気
と
の
接
触
を
遮
断
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
し
た
。

廃
酸

水
銀
含
有
廃
液
厳
冬
期
、
廃
棄
物
入
荷
時
に
、
廃
液
を
保
存
し
た
試
験
瓶
が
割
れ
て

い
た
。

厳
冬
期
（
-
1
0
℃
以
下
）
に
運
搬
車
両
で
夜
間
保
管
し
、
翌
朝
受

け
入
れ
た
た
め
、
廃
液
が
凍
り
試
験
瓶
が
破
裂
し
た
。

関
連
排
出
事
業
者
に
試
験
瓶
等
の
内
容
量
を
8
分
目
程
度
に
制

限
し
て
も
ら
う
。

.試
験
瓶
1
本
毎
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
包
ん
で
も
ら
う
。

.仕
切
り
、
緩
衝
材
を
入
れ
て
も
ら
う
。

廃
油

ジ
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
ケ
ミ
カ
ル
ド
ラ
ム
に
て
ジ
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
が
搬
入
さ
れ
た
が
、
ド
ラ
ム

缶
上
部
に
液
体
が
漏
え
い
し
て
い
た
。

ケ
ミ
カ
ル
ド
ラ
ム
の
蓋
が
緩
ん
で
い
た
。
排
出
時
に
蓋
の
閉
め

つ
け
が
足
り
な
か
っ
た
か
、
搬
送
中
に
緩
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ

る
。

排
出
事
業
者
に
蓋
の
締
め
付
け
を
充
分
に
行
っ
て
も
ら
う
。

廃
ア
ル
カ
リ
、
廃
酸
シ
ア
ン

同
一
容
器
内
に
シ
ア
ン
含
有
の
廃
ア
ル
カ
リ
液
と
酸
性
廃
液
が
梱
包

さ
れ
酸
性
廃
液
が
漏
れ
て
い
た
。

.酸
性
廃
液
が
詰
め
ら
れ
た
ポ
リ
容
器
の
蓋
が
緩
ん
で
い
た
。

シ
ア
ン
含
有
物
と
酸
性
物
と
混
載
し
て
い
た
。

容
器
の
蓋
の
締
め
付
け
を
確
認
す
る
。

廃
酸
、
廃
ア
ル
カ
リ
の
同
梱
は
し
な
い
。

廃
酸
、
シ
ア
ン
含
有
物
の
同
梱
は
し
な
い
。

廃
油

廃
溶
剤

夏
場
、
金
属
ド
ラ
ム
缶
で
入
荷
し
た
廃
溶
剤
を
処
理
す
る
時
、
フ
タ
を

開
け
た
時
、
噴
出
し
廃
液
が
体
に
付
着
し
た
。

夏
場
の
気
温
上
昇
に
よ
り
、
液
膨
張
に
よ
り
ド
ラ
ム
缶
の
内
圧

が
上
昇
し
て
い
た
。

ド
ラ
ム
缶
へ
の
充
填
量
が
多
す
ぎ
た
。

ド
ラ
ム
缶
へ
の
適
正
充
填
量
と
す
る
様
依
頼
し
た
。

中
身
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
、
ド
ラ
ム
缶
の
フ
タ
を
開
け
る
た
め
の

治
具
を
作
成
（
飛
散
防
止
）
。

廃
酸

硫
酸
過
水

夏
季
、
2
0
ℓポ
リ
容
器
で
入
庫
し
た
容
器
が
、
パ
ン
パ
ン
に
膨
ら
み
破

裂
し
そ
う
な
状
態
だ
っ
た
。

過
酸
化
水
素
が
容
器
内
で
気
化
し
た
た
め
。

容
器
状
態
の
確
認
。
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容器の管理の不徹底（2/3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廃
棄
物
の
種
類

化
学
物
質

発
生
状
況

原
因

対
策

廃
油
（
鋼
製
ド
ラ
ム
缶
）
ト
ル
エ
ン
、
ア
ル
コ
ー

ル
類

ド
ラ
ム
缶
の
蓋
を
緩
め
た
瞬
間
に
内
容
物
が
噴
き
出
し
て
き

た
。

内
容
物
が
容
器
一
杯
に
入
っ
て
お
り
、
空
隙
が
な
か
っ
た
。
容
器
容
量
の
1
0
％
以
上
の
空
隙
を
設
け
て
戴
く
よ
う
、
排
出
事

業
者
様
へ
お
願
い
し
た
。

廃
油
（
ポ
リ
缶
）

灯
油

ポ
リ
缶
に
入
っ
て
い
た
灯
油
を
焼
却
処
理
し
よ
う
と
し
た
所
、
ポ

リ
缶
に
穴
が
空
い
て
い
て
灯
油
が
漏
れ
て
い
た
。

搬
入
時
に
穴
が
あ
い
て
い
た
。

危
な
い
と
思
っ
た
ら
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
つ
つ
み
、
漏
れ
な
い
よ
う

に
す
る
。

廃
酸
（
ド
ラ
ム
缶
）
不
明
（
P
H
は
酸
性

だ
っ
た
）

お
客
様
の
搬
入
時
に
廃
酸
が
鉄
ド
ラ
ム
缶
に
入
っ
て
、
搬
入
さ

れ
た
。

お
客
様
の
認
識
が
甘
か
っ
た
。
こ
ち
ら
の
配
慮
不
足
。

鉄
ド
ラ
ム
だ
と
腐
食
し
て
中
身
が
流
出
し
て
し
ま
う
の
で
、
廃
酸

は
ケ
ミ
カ
ル
ド
ラ
ム
で
搬
入
し
て
も
ら
う
。

汚
泥
（
産
業
廃
棄
物
）
有
機
物
（
メ
タ
ン
、
エ
タ

ン
系
ガ
ス
）

食
品
系
の
脱
水
汚
泥
の
ド
ラ
ム
缶
を
回
収
し
て
、
蓋
を
開
け
よ
う

と
し
た
際
に
、
蓋
が
飛
ん
で
作
業
員
に
あ
た
り
そ
う
に
な
っ
た
。
ド
ラ
ム
缶
内
に
有
機
系
の
ガ
ス
が
た
ま
り
、
い
っ
ぺ
ん
に
蓋
を
開

放
し
た
為
、
加
圧
に
よ
り
飛
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。

ド
ラ
ム
缶
の
蓋
を
開
放
す
る
時
は
少
し
ベ
ル
ト
を
ゆ
る
め
、
蓋
に

衝
撃
を
あ
た
え
、
ガ
ス
抜
き
を
行
っ
て
開
放
す
る
。

引
火
性
廃
油

ト
ル
エ
ン
等

引
火
性
廃
油
が
入
っ
た
ク
ロ
ー
ズ
ド
ラ
ム
の
キ
ャ
ッ
プ
を
と
る
時

に
、
中
身
が
飛
び
出
し
て
き
て
体
に
か
か
っ
た
。

ク
ロ
ー
ズ
ド
ラ
ム
に
空
間
容
積
が
な
い
ほ
ど
入
っ
て
お
り
、
夏
場

の
外
に
保
管
し
て
あ
っ
た
た
め
、
引
火
性
廃
油
が
膨
張
し
た
。

顧
客
に
空
間
容
積
が
な
い
ほ
ど
入
れ
な
い
よ
う
に
指
示
し
、
高

温
に
な
っ
た
ド
ラ
ム
は
冷
水
に
て
冷
ま
し
て
か
ら
、
キ
ャ
ッ
プ
を

開
け
る
。

廃
ア
ル
カ
リ

不
明

ア
ル
カ
リ
性
廃
液
入
り
ド
ラ
ム
缶
が
膨
張
し
た
。

ド
ラ
ム
缶
内
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
思
わ
れ
る
ス
ラ
ッ
ヂ
（
切
粉
）
が

残
っ
て
お
り
、
廃
液
と
反
応
し
て
ガ
ス
が
発
生
し
た
。

専
用
ド
ラ
ム
に
て
保
管
管
理
を
行
う
。
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容器の管理の不徹底（3/3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廃
棄
物
の
種
類

化
学
物
質

発
生
状
況

原
因

対
策

廃
ア
ル
カ
リ
（
ド
ラ
ム
）
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
貯
留
槽
へ
投
入
し
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
で
撹
拌
し
よ
う
と
し
た
際
に
液

表
面
に
火
炎
が
伝
搬
し
た

原
料
（
ﾉﾙ
ﾏ
ﾙ
ﾍ
ﾌ
ﾟﾀ
ﾝ
）
ド
ラ
ム
の
再
利
用
に
よ
り
、
ﾉ
ﾙ
ﾏ
ﾙ
ﾍ
ﾌ
ﾟﾀ
ﾝ

が
残
っ
た
ま
ま
廃
ア
ル
カ
リ
の
充
填
を
行
っ
て
い
た
。
発
生
時
は

冬
の
静
電
気
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
あ
り
、
液
面
に
存
在
し

た
ﾉﾙ
ﾏ
ﾙ
ﾍ
ﾌ
ﾟﾀ
ﾝ
蒸
気
が
、
静
電
気
ま
た
は
撹
拌
時
の
火
花
に
よ

り
引
火
し
た
と
考
え
ら
れ
る

低
引
火
物
原
料
容
器
の
使
い
回
し
を
止
め
て
頂
く

廃
ア
ル
カ
リ
（
2
0
㍑
ポ
リ

容
器
）

テ
ト
ラ
メ
チ
ル
ア
ン
モ
ニ

ウ
ム
ハ
イ
ド
ロ
オ
キ
サ

イ
ド

1
0
to
n
平
ボ
デ
ィ
車
で
他
の
廃
棄
物
（
ド
ラ
ム
荷
姿
）
と
混
載
し
運

搬
し
た
際
、
当
該
物
質
が
一
部
荷
台
上
に
漏
洩
し
た
状
態
で
搬

入
さ
れ
た
。
2
0
㍑
ポ
リ
容
器
は
潰
さ
れ
た
状
態
で
あ
り
、
運
搬

中
ブ
レ
ー
キ
な
ど
で
荷
が
揺
れ
た
こ
と
で
当
該
ポ
リ
容
器
が
潰

さ
れ
た

・
ポ
リ
容
器
へ
の
充
填
量
が
満
杯
で
あ
り
、
不
適
切
・
積
載
方

法
に
つ
い
て
も
、
重
量
物
と
の
混
載
に
も
関
わ
ら
ず
荷
台
上
の

配
置
や
揺
れ
防
止
に
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た

・
適
切
な
充
填
量
の
徹
底
（
容
器
容
量
の
8
割
以
下
）
・
コ
ン
テ

ナ
等
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
の
提
案

汚
泥

発
酵
ガ
ス

食
品
会
社
の
ド
ラ
ム
缶
に
入
っ
た
汚
泥
を
処
理
す
る
た
め
に
、

蓋
を
開
け
た
と
こ
ろ
、
蓋
が
は
じ
け
と
ん
だ
。
幸
い
怪
我
は
し
な

か
っ
た
。

汚
泥
が
発
酵
し
た
際
に
ガ
ス
が
発
生
し
た
た
め

ド
ラ
ム
缶
の
蓋
を
あ
け
る
時
に
、
少
し
ず
つ
空
け
て
、
ガ
ス
を
外

に
放
出
す
る
。

廃
酸

発
煙
硫
酸

ケ
ミ
カ
ル
ド
ラ
ム
か
ら
の
漏
液

廃
液
の
酸
化
力
が
強
く
、
ケ
ミ
カ
ル
ド
ラ
ム
の
内
袋
が
固
化
し
、

亀
裂
が
入
り
漏
液

肉
厚
の
ポ
リ
缶
容
器
を
変
更
し
、
集
荷
後
直
ち
に
中
和

廃
酸

過
酸
化
水
素

容
器
開
封
時
、
内
容
物
が
吹
き
出
す

過
酸
化
水
素
が
自
己
分
解
し
、
内
圧
が
上
昇

予
め
希
釈
し
、
集
荷
す
る
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廃棄物の活性の問題（1/1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廃
棄
物
の
種
類

化
学
物
質

発
生
状
況

原
因

対
策

ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
廃
液
ア
ク
リ
ル
系
樹
脂
保
管
中
に
廃
液
ド
ラ
ム
缶
の
天
板
が
飛
ん
だ

溶
液
中
の
ア
ク
リ
ル
樹
脂
が
、
露
天
置
き
の
為
に
、
昼
間
の
直

射
日
光
に
よ
る
加
熱
で
重
合
反
応
を
し
始
め
た
。
反
応
は
急
激

で
な
か
っ
た
為
に
、
じ
わ
じ
わ
と
反
応
ガ
ス
が
ド
ラ
ム
缶
内
に
充

満
し
、
そ
の
圧
力
で
夜
半
に
天
板
が
飛
ん
だ
。

樹
脂
含
有
の
廃
液
ド
ラ
ム
は
、
屋
根
の
下
に
置
い
た
り
、
露
天

で
は
シ
ー
ト
を
掛
け
る
等
で
直
射
日
光
を
避
け
る
。
排
出
元
に

協
力
を
依
頼
し
、
重
合
防
止
剤
を
添
加
し
て
貰
う
よ
う
に
し
た
。

汚
泥

廃
触
媒

廃
触
媒
を
含
む
汚
泥
を
処
理
の
為
、
ピ
ッ
ト
に
投
入
し
た
と
こ
ろ

激
し
く
発
煙
し
た
。

廃
触
媒
の
活
性
が
消
失
し
て
お
ら
ず
、
ピ
ッ
ト
中
の
汚
泥
の
有

機
物
と
反
応
し
た
。

活
性
が
想
定
さ
れ
る
廃
触
媒
は
、
密
閉
容
器
に
投
入
し
、
直
接

焼
却
炉
へ
投
入
す
る
。

引
火
性
廃
油

ア
セ
ト
ン
と
ス
チ
レ
ン

入
り
樹
脂

始
業
時
、
保
管
場
に
あ
る
ド
ラ
ム
缶
を
リ
フ
ト
で
移
動
さ
せ
て
い

た
時
、
取
り
残
し
た
ド
ラ
ム
缶
が
「
ポ
ン
」
と
い
う
音
を
発
し
、
ク

ロ
ー
ズ
ド
ラ
ム
の
蓋
が
7
0
メ
ー
ト
ル
飛
び
、
内
容
物
が
半
径
7

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
飛
散
し
た
。

溶
剤
の
付
着
し
た
樹
脂
固
形
物
が
酸
素
供
給
を
受
け
、
表
面

上
部
か
ら
蓄
熱
し
、
内
圧
が
上
が
り
破
裂
し
た
。

こ
れ
ま
で
2
回
、
同
様
の
小
爆
発
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
重

合
禁
止
剤
を
使
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

要
注
意
入
荷
品
は
、
翌
日
早
期
に
処
理
す
る
。

検
収
ド
ラ
ム
栓
を
確
実
に
再
締
め
。

要
注
意
品
の
リ
ス
ト
作
成
と
早
期
処
理
の
徹
底
。

廃
油

ア
ク
リ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
ア
ク
リ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
を
含
む
廃
油
を
可
搬
な
タ
ン
ク
に
入
れ
て

保
管
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
内
容
物
が
タ
ン
ク
よ
り
吹
き
出
し
た
。
ア
ク
リ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
が
重
合
反
応
し
、
反
応
熱
に
よ
り
タ
ン
ク

の
内
圧
が
上
昇
し
、
内
容
物
が
吹
き
出
し
た
。

確
実
に
重
合
防
止
剤
を
添
加
す
る
様
、
排
出
先
に
依
頼
す
る
と

と
も
に
、
同
種
の
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
優
先
的

に
処
理
す
る
こ
と
と
し
た
。
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参考資料２－２ヒヤリ・ハットを含む事故等の事例 処理業者が関与しているもの 
保管時の不注意（1/2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廃
棄
物
の
種
類

化
学
物
質

発
生
状
況

原
因

対
策

廃
油
（
ド
ラ
ム
缶
）
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
1
ℓ
～
1
8
ℓ缶
を
2
0
0
ℓ
オ
ー
プ
ン
ド
ラ
ム
へ
入

れ
替
え
作
業
を
行
っ
て
い
た
途
中
、
反
応
発
熱
し
て
煙
が
発
生

し
た
。

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
（
主
剤
）
と
ア
ミ
ン
系
の
硬
化
剤
が
混
入
反
応

す
る
。

ド
ラ
ム
缶
外
部
を
冷
却
し
、
危
険
の
少
な
い
安
全
な
場
所
に
移

動
。
発
熱
、
反
応
す
る
物
質
を
区
別
し
て
処
理
す
る
。

廃
油
（
2
0
ℓ
ポ
リ
容
器
）
塩
化
メ
チ
レ
ン
含
有
廃

油
屋
外
で
保
管
中
、
容
器
が
膨
張
し
蓋
が
飛
ん
だ

外
気
温
上
昇
に
よ
り
、
内
容
物
が
膨
張
し
た
。

夏
場
は
散
水
し
て
冷
却
す
る
。

廃
油

有
機
過
酸
化
物
を
含

む
廃
溶
剤

未
処
理
の
ド
ラ
ム
缶
を
屋
外
に
保
管
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
直
射
日

光
の
熱
で
分
解
反
応
が
進
み
、
ド
ラ
ム
缶
の
蓋
が
飛
ん
だ
。
直
射
日
光
の
熱
が
蓄
熱
し
、
有
機
過
酸
化
物
の
分
解
温
度

8
0
℃
を
越
え
た
。

有
機
過
酸
化
物
は
、
直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い
屋
内
に
保
管

し
、
早
期
に
処
理
を
行
う
。

汚
泥

リ
ン

保
管
中
に
自
然
発
火
し
た
。

日
光
等
に
よ
り
、
発
火
点
ま
で
昇
温
し
た
。

水
中
で
保
管
す
る
。

廃
油
（
一
斗
缶
）
ト
ル
エ
ン

夏
場
の
気
温
が
上
昇
し
た
炎
天
下
で
、
当
日
処
理
す
る
た
め
一

時
保
管
し
た
缶
が
ふ
く
ら
ん
だ
。

外
気
温
で
揮
発
性
物
質
に
よ
る
缶
の
内
圧
の
上
昇
。

一
時
的
に
も
廃
油
を
炎
天
下
に
置
か
な
い
。
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保管時の不注意（2/2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廃
棄
物
の
種
類

化
学
物
質

発
生
状
況

原
因

対
策

汚
泥

ア
ル
ミ
粉

発
熱
が
起
き
た
。

ア
ル
ミ
粉
に
雨
が
降
っ
て
発
熱
。

水
濡
れ
し
な
い
よ
う
に
建
屋
内
で
保
管
。

廃
油

メ
タ
ク
リ
ル
酸
メ
チ
ル

（
M
M
A
）

メ
タ
ク
リ
ル
酸
メ
チ
ル
（
M
M
A
）
を
含
有
し
た
蒸
留
釜
残
を
コ
ン
テ
ナ
に

取
り
、
炎
天
下
に
保
管
し
た
。
1
0
日
間
の
保
管
中
に
重
合
発
熱
反
応

が
進
み
、
ポ
リ
マ
ー
が
生
成
し
た
。
気
温
低
下
に
伴
い
、
コ
ン
テ
ナ
内

が
減
圧
さ
れ
、
コ
ン
テ
ナ
が
破
損
し
た
。

メ
タ
ク
リ
ル
酸
が
外
気
上
昇
に
伴
い
自
己
重
合
を
起
こ
し
、
樹
脂

化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
内
容
物
の
膨
縮
が
原
因
。

長
期
間
の
保
管
を
行
わ
ず
、
速
や
か
に
処
置
す
る
。
保
管
す
る
場

合
は
3
0
℃
以
下
に
保
つ
。
直
射
日
光
を
避
け
る
。

汚
泥

炭
化
ケ
イ
素
（
S
iC
）
汚

泥

ド
ラ
ム
缶
で
入
荷
し
た
炭
化
ケ
イ
素
（
S
iC
）
を
一
時
保
管
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
夜
半
、
6
時
間
程
度
経
過
し
て
、
白
煙
が
発
生
し
て
い
る
の
を

周
辺
住
民
が
見
つ
け
、
連
絡
を
受
け
た
。

炭
化
ケ
イ
素
（
S
iC
）
入
り
ド
ラ
ム
缶
を
ト
ラ
ッ
ク
移
動
中
、
振
動
等

に
よ
り
S
iC
が
ド
ラ
ム
内
で
緩
慢
な
蓄
熱
作
用
を
起
こ
し
、
発
熱

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

S
iC
入
荷
物
の
温
度
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
す
る
。
内
容
物
に
昇
温
が
認

め
ら
れ
た
と
き
は
、
ド
ラ
ム
冷
却
、
ま
た
は
容
器
移
し
替
え
の
処
置

を
と
る
。

廃
油

塗
料

塗
料
の
残
材
が
入
っ
た
一
斗
缶
が
保
管
中
に
自
然
発
火
し
た
。
塗
料
が
付
着
し
た
木
片
、
ウ
エ
ス
等
が
天
板
を
切
り
取
っ
た
一

斗
缶
が
入
っ
て
お
り
、
塗
料
の
固
化
に
伴
う
熱
が
蓄
熱
し
、
ウ
エ

ス
等
が
発
火
し
た
。

塗
料
が
付
着
し
た
木
片
、
ウ
エ
ス
等
は
別
途
水
に
浸
し
た
状
態
で

保
管
す
る
こ
と
と
し
た
。

廃
油
(ド
ラ
ム
缶
）
不
明

ド
ラ
ム
缶
を
開
け
る
際
、
内
圧
に
よ
り
フ
タ
が
飛
ん
だ
。

夏
季
の
気
温
と
直
射
日
光
に
よ
り
、
内
圧
が
高
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
。
作
業
者
の
確
認
不
足
。

保
管
場
所
の
変
更
。
作
業
手
順
の
見
直
し
。
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混合ミス（1/1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 廃

棄
物
の
種
類

化
学
物
質

発
生
状
況

原
因

対
策

汚
泥

酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
カ
イ
ロ
の
廃
棄
物
を
汚
泥
と
混
合
さ
せ
た
時
に
高
熱
を
発
生
さ

せ
た

残
っ
て
い
た
水
分
と
反
応
し
た
も
の

カ
イ
ロ
の
廃
棄
物
の
場
合
ま
と
め
て
混
合
し
な
い
。
混
合
後
、
広

げ
て
十
分
に
冷
や
す
。

廃
油
（
ド
ラ
ム
缶
）
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
塗
料
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
塗
料
を
ド
ラ
ム
缶
に
ま
と
め
る
作
業
終
了
後
に
、

ド
ラ
ム
圧
力
抜
弁
か
ら
ガ
ス
が
噴
出
し
た
。

湿
気
硬
化
剤
型
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
塗
料
に
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
（
硬

化
剤
）
が
反
応
。

硬
化
剤
の
樹
脂
塗
料
の
混
合
を
避
け
る
。

廃
油

エ
ポ
キ
シ
系

混
合
し
た
廃
油
が
、
固
ま
っ
た
。

エ
ポ
キ
シ
が
重
合
し
た
。

物
性
確
認
の
上
、
混
合
し
な
い
。

廃
油

F
R
P
主
剤
、
硬
化
剤
ド
ラ
ム
缶
に
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
主
剤
と
硬
化
剤
を
混
合
し
た
と
こ
ろ
、
3
0
分

後
に
発
熱
し
た
。

F
R
P
の
主
剤
と
硬
化
剤
の
反
応
熱
。

主
剤
と
硬
化
剤
は
混
合
し
な
い
。

汚
泥

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

ド
ラ
ム
缶
の
中
で
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
発
熱
し
た
。

水
と
反
応
し
、
発
熱
す
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に
誤
っ
て
水
を
か
け

た
。

発
熱
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
熟
知
し
、
水
と
の
混
合
を
避
け
る
よ
う
工

夫
す
る
。

廃
油

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
切
粉
に
、
ア
ル
カ
リ
が
接
触
し
、
発
熱
し
た
。
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
切
粉
に
、
脱
脂
系
の
残
渣
が
混
ざ
っ
た
。
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
切
粉
は
、
他
の
廃
棄
物
と
混
ぜ
ず
に
、
単
独

で
処
理
す
る
。
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作業等ミス（1/4） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廃
棄
物
の
種
類

化
学
物
質

発
生
状
況

原
因

対
策

廃
濃
硫
酸

硫
酸

水
で
希
釈
す
る
際
に
取
扱
い
を
間
違
え
て
、
飛
沫
が
と
ん
だ

濃
硫
酸
に
水
を
入
れ
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
た

カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ

残
渣

カ
ー
ボ
ン

ピ
ッ
ト
内
に
投
入
時
に
発
火
し
、
ピ
ッ
ト
火
災
と
な
っ
た

投
入
時
、
飛
散
が
多
く
何
ら
か
の
静
電
気
に
よ
り
発
火
と
推
定
作
業
場
内
へ
の
水
噴
霧
装
置
の
設
置
（
加
湿
器
）

廃
ア
ル
カ
リ
（
炭
酸
水
素

ナ
ト
リ
ウ
ム
含
有
廃
液
）
炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム

他
の
ア
ル
カ
リ
成
分
廃
酸
と
中
和
処
理
を
行
う
際
に
2
0
K
L
の
受
入
槽
内
で
発
砲
し
て
オ
ー

バ
ー
フ
ロ
ー
事
故
と
な
っ
た
。

炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
中
和
時
に
発
砲
す
る
が
、
予
想
以
上

の
発
砲
で
あ
っ
た
。

中
和
槽
に
少
量
の
炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
廃
液
を
入
れ
て
弱
酸

で
徐
々
に
中
和
。
中
和
時
に
槽
の
容
量
を
逐
次
確
認
。

廃
油

動
植
物
廃
油

焼
却
炉
に
投
入
時
、
地
面
に
こ
ぼ
れ
て
し
ま
っ
た
。

廃
油
の
量
が
多
か
っ
た
。

投
入
す
る
廃
油
の
量
の
確
認
を
徹
底
す
る
。
確
認
者
を
専
任
す

る
。

廃
硫
酸

中
和
中
発
熱

濃
度
が
高
い
状
態
だ
っ
た

希
釈
し
て
か
ら
苛
性
ソ
ー
ダ
を
撹
拌
し
な
が
ら
少
量
ず
つ
入
れ
、

弱
発
熱
を
感
じ
た
ら
中
止
し
、
落
ち
つ
い
た
ら
ま
た
始
め
る
。

粉
体
物
（
汚
泥
、
廃
プ
ラ

等
）

粉
体
物
（
汚
泥
、
廃
プ

ラ
等
）

焼
却
炉
（
キ
ル
ン
）
に
投
入
の
際
、
粉
塵
爆
発
を
起
こ
し
そ
う
に
な
っ

た
。

粉
体
物
の
危
険
性
は
熟
知
し
て
い
た
が
、
多
く
投
入
し
て
し
ま
っ

た
。

搬
入
し
な
い
の
が
ベ
ス
ト
だ
が
、
ほ
ん
の
少
量
づ
つ
投
入
す
る
。

強
ア
ル
カ
リ

ア
ン
モ
ニ
ア
水

ア
ン
モ
ニ
ア
水
を
中
和
す
る
際
に
発
熱
温
度
が
高
く
な
り
過
ぎ
ヒ
ヤ
リ

と
し
た
。

中
和
剤
の
濃
度
が
高
か
っ
た
。

中
和
剤
濃
度
を
低
く
す
る
。
中
和
剤
投
入
速
度
を
ゆ
っ
く
り
時
間
を

か
け
て
行
う
。

汚
泥
+
ア
ル
カ
リ

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
+
苛
性

ソ
ー
ダ

タ
ン
ク
車
輌
で
ド
ラ
ム
缶
よ
り
ア
ル
カ
リ
の
抜
取
り
作
業
を
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
タ
ン
ク
が
熱
く
な
っ
て
き
た
。

タ
ン
ク
車
輌
内
に
少
量
の
ア
ル
ミ
の
汚
泥
が
残
っ
た
ま
ま
で
、
強

ア
ル
カ
リ
の
液
を
吸
っ
た
為
、
ア
ル
ミ
と
反
応
し
て
熱
と
ガ
ス
が

発
生
し
た
。

ア
ル
ミ
の
汚
泥
の
作
業
を
し
た
車
輌
の
タ
ン
ク
は
必
ず
清
掃
を
行

う
。
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作業等ミス（2/4） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廃
棄
物
の
種
類

化
学
物
質

発
生
状
況

原
因

対
策

廃
ア
ル
カ
リ

過
酸
化
水
素
水
中
和
作
業
中
に
発
砲

中
和
作
業
に
微
妙
な
加
減
が
必
要
だ
っ
た

事
前
処
理
検
討
の
徹
底

汚
泥

廃
触
媒

廃
触
媒
を
含
む
汚
泥
を
処
理
の
為
、
ピ
ッ
ト
に
投
入
し
た
と
こ
ろ
激
し
く

発
煙
し
た
。

廃
触
媒
の
活
性
が
消
失
し
て
お
ら
ず
、
ピ
ッ
ト
中
の
汚
泥
の
有

機
物
と
反
応
し
た
。

活
性
が
想
定
さ
れ
る
廃
触
媒
は
、
密
閉
容
器
に
投
入
し
、
直
接
焼

却
炉
へ
投
入
す
る
。

廃
酸

過
酸
化
水
素

中
和
処
理
中
に
発
砲
し
、
泡
が
中
和
層
か
ら
漏
え
い
。

前
回
よ
り
多
い
量
の
過
酸
化
水
素
が
、
含
有
し
て
い
た
の
を
確

認
せ
ず
中
和
作
業
を
行
っ
た
た
め
、
激
し
く
発
砲
し
漏
え
い
し

た
。

必
ず
、
過
酸
化
水
素
の
量
を
測
定
し
、
中
和
作
業
を
行
う
。

汚
泥

ア
ン
モ
ニ
ア
臭

自
社
汚
泥
ピ
ッ
ト
か
ら
悪
臭
。

客
先
で
現
地
確
認
し
た
時
は
狭
い
範
囲
の
臭
い
だ
っ
た
が
、
吸

い
取
り
し
て
自
社
ピ
ッ
ト
に
入
れ
た
時
、
悪
臭
が
大
量
発
生
し

た
。

バ
ケ
ッ
ト
で
す
く
っ
た
時
に
悪
臭
が
飛
散
す
る
の
で
、
少
量
ず
つ
何

回
に
も
分
け
て
、
一
度
に
大
量
飛
散
し
な
い
よ
う
に
し
て
処
理
し

た
。
次
か
ら
は
排
出
場
所
で
脱
臭
剤
混
合
し
た
。

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

（
廃
酸
）

エ
ッ
チ
ン
グ
廃
液
（
銅
、

過
酸
化
水
素
等
）
強
酸
を
苛
性
ソ
ー
ダ
で
適
量
で
中
和
し
た
際
に
、
急
激
に
反
応
し
た
。
強
酸
内
の
色
々
な
有
機
物
と
反
応
し
、
特
に
過
酸
化
水
素
と
苛

性
ソ
ー
ダ
が
反
応
し
た
た
め
。

pH
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
少
し
ず
つ
確
認
し
て
中
和
処
理
を
行
う
。
そ

の
後
、
急
激
な
反
応
は
な
く
な
っ
た
。

汚
泥

強
ア
ル
カ
リ
＋
ア
ル
ミ

粉

廃
棄
物
を
引
き
取
っ
て
き
た
運
搬
会
社
の
バ
キ
ュ
ー
ム
車
が
、
当
社

の
計
量
所
で
内
圧
で
ハ
ッ
チ
が
開
い
て
、
廃
棄
物
が
一
部
漏
洩
し

た
。

ア
ル
ミ
粉
と
強
ア
ル
カ
リ
を
混
載
し
た
た
め
。

廃
棄
物
の
混
載
禁
止
。

廃
ア
ル
カ
リ

苛
性
ソ
ー
ダ

ド
ラ
ム
に
て
運
搬
中
に
、
ド
ラ
ム
缶
内
に
金
属
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
入
っ

て
お
り
、
苛
性
ソ
ー
ダ
と
反
応
し
、
ド
ラ
ム
缶
が
変
形
し
た
。

金
属
ア
ル
ミ
と
苛
性
ソ
ー
ダ
が
反
応
し
、
水
素
ガ
ス
が
発
生
。
廃
棄
物
回
収
前
に
ド
ラ
ム
缶
内
の
洗
浄
点
検
を
実
施
す
る
。
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作業等ミス（3/4） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 廃

棄
物
の
種
類

化
学
物
質

発
生
状
況

原
因

対
策

廃
ア
ル
カ
リ

中
和
前
受
入
タ
ン
ク
に
移
送
中
、
発
泡
が
激
し
く
、
タ
ン
ク
上
部

よ
り
あ
ふ
れ
た
。

移
送
の
際
の
圧
力
が
高
か
っ
た
の
と
、
発
泡
が
激
し
い
性
質
で

あ
っ
た
。

消
泡
剤
の
使
用
と
、
移
送
の
圧
力
調
整
。

廃
ア
ル
カ
リ

苛
性

酸
で
中
和
し
た
際
、
反
応
に
よ
り
発
泡
。

苛
性
ソ
ー
ダ
に
炭
酸
が
含
有
さ
れ
て
い
た
事
に
よ
り
、
酸
と
反

応
し
発
泡
。

水
で
希
釈
、
消
泡
剤
添
加
。

汚
泥

生
石
灰

汚
泥
ピ
ッ
ト
よ
り
発
火
。

汚
泥
ピ
ッ
ト
に
生
石
灰
の
空
袋
を
投
入
し
た
が
空
袋
の
中
に
わ

ず
か
に
生
石
灰
が
残
っ
て
お
り
、
ピ
ッ
ト
内
の
水
分
と
反
応
し

た
。

生
石
灰
は
空
袋
で
も
中
身
が
残
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で

水
に
近
づ
け
な
い
様
に
し
た
。

廃
酸

塩
酸

空
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
容
器
へ
廃
液
の
移
し
替
え
作
業
を
し
た
時

発
熱
し
て
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
容
器
が
変
形
し
た
。

空
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
容
器
は
ア
ル
カ
リ
で
使
用
し
て
い
た
も
の

で
、
洗
浄
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

廃
液
を
小
分
け
し
て
空
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
容
器
に
入
れ
る
際

は
、
洗
浄
時
の
目
印
を
書
き
込
ん
で
お
く
。

汚
泥
（
ダ
ン
パ
ー
車
）
硫
化
水
素

当
該
廃
棄
物
を
ダ
ン
パ
ー
車
か
ら
貯
留
槽
に
受
け
入
れ
た
際
、

作
業
員
が
硫
化
水
素
臭
を
感
じ
た
。
硫
化
水
素
濃
度
を
測
定
し

た
と
こ
ろ
管
理
濃
度
で
あ
る
1
0
p
pm
を
超
え
て
い
た
。

当
該
廃
棄
物
は
、
ト
マ
ト
の
果
実
や
茎
の
入
れ
た
ピ
ッ
ト
か
ら
排

出
さ
れ
た
汚
泥
で
あ
り
、
ピ
ッ
ト
内
で
の
嫌
気
反
応
に
よ
り
硫
化

水
素
が
発
生
し
溶
解
し
て
い
た

ダ
ン
パ
ー
車
で
ピ
ッ
ト
内
を
吸
引
す
る
際
に
、
消
石
灰
を
一
緒
に

投
入
す
る
。
当
該
廃
棄
物
の
ｐ
H
を
酸
性
に
し
な
い
様
に
す
る
こ

と
で
硫
化
水
素
の
発
生
を
抑
制
す
る

廃
ア
ル
カ
リ

ア
ン
モ
ニ
ア

ポ
リ
タ
ン
ク
内
の
廃
液
を
確
認
し
よ
う
と
臭
い
を
嗅
い
だ
際
、
強

い
臭
気
に
よ
っ
て
転
び
そ
う
に
な
っ
た
。

ポ
リ
タ
ン
ク
の
口
に
直
接
鼻
を
近
づ
け
、
勢
い
よ
く
臭
い
を
嗅
い

だ
た
め
。

ポ
リ
タ
ン
ク
の
内
容
物
に
関
し
、
明
記
す
る
。
不
明
な
も
の
の
臭

い
を
嗅
ぐ
と
き
は
、
手
で
仰
ぎ
嗅
ぐ
よ
う
に
す
る
。
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作業等ミス（4/4） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廃
棄
物
の
種
類

化
学
物
質

発
生
状
況

原
因

対
策

廃
油

揮
発
性
廃
油

気
温
が
高
い
時
期
に
運
搬
中
及
び
保
管
の
際
に
ド
ラ
ム
缶
が
膨
張
し

た
。

揮
発
性
の
高
い
廃
油
が
熱
せ
ら
れ
、
ド
ラ
ム
缶
を
膨
張
 さ
せ

た
。

搬
出
前
に
排
出
現
場
に
て
ド
ラ
ム
缶
の
ガ
ス
抜
き
を
行
う
。
保
管

の
際
に
ド
ラ
ム
缶
の
ガ
ス
抜
き
を
行
う
。
長
期
保
管
を
せ
ず
早
期

の
処
理
行
う
。

汚
泥

油
粘
土
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
及
び
、
原
料
受
入
ホ
ッ
パ
ー
で
爆
発
・
火
災
廃
白
土
に
含
ま
れ
て
い
た
揮
発
分
に
引
火
し
た
。

廃
白
土
の
受
入
停
止

汚
泥

ケ
イ
素

ケ
イ
素
含
有
汚
泥
か
ら
水
素
ガ
ス
発
生

時
間
経
過
に
よ
り
水
素
ガ
ス
発
生

集
荷
後
、
直
ち
に
処
理
を
行
う

廃
酸

ト
リ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
ト
リ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
を
微
量
含
む
廃
酸
の
中
和
処
理
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

悪
臭
が
発
生
し
た
。

中
和
に
よ
り
、
廃
液
の
ｐ
Ｈ
が
ア
ル
カ
リ
性
に
な
っ
た
た
め
、
悪

臭
物
質
で
あ
る
ト
リ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
が
ガ
ス
と
し
て
発
生
し
た
。
事
前
の
臭
気
確
認
、
分
析
を
強
化
し
悪
臭
物
質
を
含
む
場
合
に

は
、
中
和
前
に
酸
化
分
解
等
の
前
処
理
を
行
う
事
と
し
た
。

廃
塗
料

不
明

ド
ラ
ム
缶
の
フ
タ
を
留
め
て
い
る
ド
ラ
ム
バ
ン
ド
の
留
め
金
を
ゆ
る
め
、

内
圧
を
抜
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
バ
ン
ド
と
フ
タ
が
飛
び
跳
ね
た
。

ド
ラ
ム
バ
ン
ド
の
ボ
ル
ト
を
外
し
取
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
フ
タ
が

飛
び
は
ね
て
し
ま
う
状
態
に
し
て
し
ま
っ
た
た
め
。

内
圧
が
か
か
っ
て
い
る
ド
ラ
ム
缶
は
、
穴
あ
け
専
用
治
具
を
使
用

し
て
、
内
圧
を
抜
く
よ
う
に
す
る
。
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教育不足、作業者の知識不足（1/1） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廃
棄
物
の
種
類

化
学
物
質

発
生
状
況

原
因

対
策

廃
油

ア
ル
コ
ー
ル
、
水
、
オ

ル
ガ
ノ
シ
ラ
ン

焼
却
処
理
の
為
に
引
火
性
の
高
い
オ
ル
ガ
ノ
シ
ラ
ン
、
ア
ル

コ
ー
ル
、
水
を
含
む
分
析
廃
溶
剤
を
混
合
し
た
。
混
合
に
よ
り
、

ア
ン
モ
ニ
ア
と
思
わ
れ
る
ガ
ス
が
発
生
。

知
識
不
足
、
オ
ル
ガ
ノ
シ
ラ
ン
が
水
と
の
反
応
に
よ
り
、
ガ
ス
が

発
生
す
る
こ
と
知
ら
な
か
っ
た
。
情
報
伝
達
の
手
順
不
備
、

M
S
D
S
が
処
理
担
当
者
に
届
い
て
い
な
か
っ
た
。

混
合
作
業
時
、
事
前
に
ビ
ー
カ
ー
レ
ベ
ル
で
の
テ
ス
ト
を
実
施
。

M
S
D
S
、
W
D
S
な
ど
の
廃
棄
物
情
報
を
必
ず
処
理
担
当
者
へ
届

く
シ
ス
テ
ム
に
変
更
。

廃
酸
（
無
水
酢
酸
廃
液
）
無
水
酢
酸

ケ
ミ
カ
ル
ド
ラ
ム
で
引
き
取
っ
た
も
の
を
工
場
内
で
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
で
吸
取
り
作
業
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に
水
分

が
残
留
し
て
い
て
発
熱
と
腐
食
ガ
ス
が
発
生
し
、
車
両
上
部
の

塗
装
が
は
げ
て
し
ま
っ
た
。

無
水
酢
酸
は
水
と
の
反
応
性
が
高
く
、
発
熱
と
ガ
ス
発
生
す
る

こ
と
が
処
理
担
当
者
に
知
識
と
し
て
無
か
っ
た
。

当
社
の
中
和
処
理
方
法
で
は
必
ず
発
熱
と
ガ
ス
が
発
生
し
危

険
性
が
高
い
た
め
受
入
れ
を
行
わ
な
い
。

廃
ア
ル
カ
リ

苛
性
ソ
ー
ダ

中
和
剤
と
し
て
使
用
し
よ
う
と
し
た
苛
性
ソ
ー
ダ
フ
レ
ー
ク
を
誤
っ

て
、
保
護
手
袋
せ
ず
に
触
れ
て
し
ま
い
指
を
火
傷
し
た

新
人
教
育
で
教
育
し
た
つ
も
り
だ
が
、
上
手
く
浸
透
し
て
い
な

か
っ
た
。
フ
ォ
ロ
ー
す
る
先
輩
も
当
時
不
在
だ
っ
た
。

新
人
に
は
必
ず
O
.J
.T
に
よ
り
、
行
動
管
理
を
す
る
。
先
輩
社
員

と
同
じ
作
業
ペ
ア
で
行
う
。
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連絡ミス等（1/1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廃
棄
物
の
種
類

化
学
物
質

発
生
状
況

原
因

対
策

ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
蒸
留
残

渣

化
学
合
成
時
に
生
じ

る
各
種
副
生
物
（
排
出

元
で
も
詳
細
不
明
）

ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
蒸
留
後
、
オ
ー
プ
ン
ド
ラ
ム
に
残
渣
を
抜
き
取

る
。
一
時
間
程
後
に
残
渣
が
反
応
を
初
め
、
発
熱
と
発
煙
が
あ

り
、
内
容
物
が
泡
だ
っ
て
、
ド
ラ
ム
缶
一
杯
ま
で
脹
れ
あ
が
り
、

後
に
黒
く
炭
化
し
た
。

原
料
廃
液
の
排
出
元
は
製
薬
会
社
で
、
製
造
過
程
で
生
じ
る

各
種
副
生
成
物
が
含
ま
れ
て
い
て
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
中
の
残

渣
成
分
が
一
定
以
上
の
濃
度
に
な
る
と
、
反
応
の
危
険
性
が

あ
る
事
を
知
ら
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
作
業
の
4
ヶ
月
ほ
ど
前
に
サ

ン
プ
ル
で
試
験
蒸
留
を
行
い
、
排
出
元
の
情
報
通
り
に
残
渣
成

分
が
濃
く
な
る
と
反
応
が
起
き
る
事
を
確
認
し
て
い
た
の
で
、
実

際
の
作
業
時
に
は
通
常
よ
り
早
め
に
蒸
留
作
業
を
終
わ
ら
す
べ

き
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
情
報
が
現
場
に
正
確
に
伝
わ
ら
ず
、
現

場
サ
イ
ド
で
溶
剤
回
収
を
重
ん
じ
る
作
業
を
行
っ
た
為
に
、
予
定

よ
り
残
渣
成
分
の
濃
度
が
濃
く
な
り
過
ぎ
、
抜
き
取
り
残
渣
が

反
応
を
起
こ
し
た
も
の
と
な
る
。

危
険
情
報
が
事
前
に
正
確
に
現
場
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た

事
か
ら
、
現
状
で
危
険
性
が
あ
る
も
の
、
新
規
案
件
、
全
て
の

情
報
の
整
理
と
試
験
蒸
留
を
行
い
、
営
業
は
そ
の
情
報
を
現
場

業
務
に
専
用
書
式
の
文
面
で
提
示
、
現
場
が
確
認
を
し
、
双
方

の
確
認
印
が
無
い
状
態
で
は
蒸
留
作
業
が
行
わ
れ
な
い
仕
組

み
を
構
築
し
た
。

酸
性
廃
液
、
ア
ル
カ
リ
性

廃
液

酸
性
廃
液
と
同
じ
色
の
ド
ラ
ム
缶
に
ア
ル
カ
リ
廃
液
が
入
っ
て
お

り
、
仕
分
け
し
た
際
（
置
場
は
別
々
に
保
管
）
に
酸
性
廃
液
置
場

に
ア
ル
カ
リ
性
廃
液
ド
ラ
ム
が
混
入
し
た
。

ド
ラ
ム
缶
の
内
容
物
を
確
認
せ
ず
、
同
色
ド
ラ
ム
缶
の
み
で
判

断
し
た
。

ガ
ム
テ
ー
プ
に
て
表
示
後
、
置
場
に
保
管
。

汚
泥

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
で
搬
入
さ
れ
た
が
、
湿
度
が
高
い
日
に
、
ア
ル

ミ
が
反
応
し
て
白
煙
が
発
生
し
た
。

同
時
に
搬
入
さ
れ
た
も
の
が
同
じ
形
状
で
あ
る
と
思
い
入
ん
で

い
た
た
め
、
通
常
の
保
管
を
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

サ
ン
プ
ル
採
取
及
び
分
析
実
施
（
X
線
に
よ
る
成
分
分
析
）

廃
油
（
ド
ラ
ム
缶
）
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
前
処
理
に
お
い
て
他
の
液
体
と
反
応
し
、
発
砲
し
た
。

作
業
者
の
確
認
不
足
。

作
業
手
順
の
見
直
し
、
当
該
物
へ
の
表
示
。
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その他（1/1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廃
棄
物
の
種
類

化
学
物
質

発
生
状
況

原
因

対
策

－
－

pH
電
極
の
調
整
不
良
、
ポ
ン
プ
の
故
障
等
の
異
常
の
他
に
は
、
特
に

な
し
。

プ
リ
ン
ト
配
線
基
板
製
造
業
の
廃
液
で
、
や
さ
し
い
廃
液
の
み
自

社
処
理
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
自
社
で
難
し
い
と
思
わ
れ
る
廃
液

は
全
て
外
注
し
て
い
る
。

ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
残
留
残

渣
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
蒸
留
残
渣
が
残
渣
受
け
の
ド
ラ
ム
内
で
反
応
を
起
こ

し
、
溶
液
が
発
熱
・
膨
張
、
後
に
硬
化
し
た
。

蒸
留
後
の
残
渣
を
入
れ
た
ド
ラ
ム
缶
（
オ
ー
プ
ン
ド
ラ
ム
）
内
に

雨
水
が
少
し
入
っ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
状
況
下
、
当

該
ド
ラ
ム
缶
に
、
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
含
有
率
の
高
い
蒸
留
残
渣
を

投
入
し
た
。
残
渣
中
に
含
ま
れ
る
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
が
水
と
反
応

を
起
こ
し
た
。
蒸
留
残
渣
な
の
で
、
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
の
含
有
濃

度
が
高
い
事
と
、
温
度
が
高
い
た
め
に
、
反
応
速
度
は
速
か
っ

た
。
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
は
、
水
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
反
応
し
、
熱
が
か

か
る
と
そ
の
反
応
は
急
激
に
な
る
。

イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
を
含
有
し
て
い
る
溶
剤
を
蒸
留
す
る
と
き
は
、
重

合
防
止
剤
を
添
加
し
て
作
業
を
行
う
事
に
し
た
。
重
合
防
止
剤
の

投
入
量
を
調
整
す
る
事
で
、
蒸
留
装
置
内
や
、
抜
き
取
り
後
の
残

渣
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
無
く
な
っ
た
。

廃
油

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
焼
却
処
理
中
に
異
常
燃
焼
し
、
炉
内
で
小
爆
発
を
起
こ
し
た
。
水
溶
液
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
焼
却
処
理
を
行
っ
て
も
大

丈
夫
と
判
断
し
た
。
水
分
が
蒸
発
し
た
後
に
爆
発
性
が
高
ま
り

爆
発
し
た
。

処
理
受
託
を
行
わ
な
い

廃
ア
ル
カ
リ

次
亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ
次
亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ
を
受
入
れ
た
廃
ア
ル
カ
リ
タ
ン
ク
へ
の
配
管
洗

浄
廃
液
を
受
入
、
塩
素
ガ
ス
が
発
生
し
た
。

酸
性
の
配
管
洗
浄
廃
液
が
中
和
済
の
廃
液
と
し
て
搬
入
さ
れ

た
。

当
日
、
搬
出
さ
れ
る
配
管
洗
浄
液
は
、
搬
入
毎
に
pH
チ
ェ
ッ
ク
す

る
。

廃
ア
ル
カ
リ

不
明

廃
ア
ル
カ
リ
の
中
に
、
酸
性
ド
ラ
ム
が
混
ざ
っ
て
い
た
。
ピ
ッ
ト
に
投
入

後
中
和
反
応
が
始
ま
り
、
蒸
気
が
発
生
し
た
。

混
載
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
に
中
和
が
不
十
分
な
も
の
が
混

ざ
っ
て
い
た
。
（
ド
ラ
ム
缶
）

投
入
前
に
開
封
、
pH
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
。

廃
ア
ル
カ
リ

硫
化
ソ
ー
ダ

硫
化
水
素
ガ
ス
発
生

廃
酸
と
の
混
合

中
和
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参考資料３ ヒアリング調査結果 概要メモ 
 

産業廃棄物処理業者 ヒアリング結果  A 社 

 
許可概要と主な処理品目 

種類及び処分方法 処分業許

可 
施 設 設

置許可 
主に処理する廃棄物の具体的な品目

名 
汚泥を脱水 ○ ○ 下水汚泥、活性汚泥、中和沈殿汚泥、

メッキ汚泥 汚泥を乾燥 ○ － 
汚泥を焼却 ○ ○ 
廃油を焼却 ○ ○ 潤滑油廃油、切削油廃油、洗浄廃油、

引火性廃油、廃溶剤類、動植物油廃

油 
廃油を油水分離 ○ － 

廃酸又は廃アルカリを中和 ○ ○ ＜廃酸＞ 
廃硝酸、廃塩酸、廃フッ酸、エッチ

ング廃液、廃リン酸、廃有機酸 
＜廃アルカリ＞ 
廃苛性ソーダ、メッキ廃液、アンモ

ニア廃液、有機アミン廃液、染色廃

液、硫化ソーダ廃液 

廃酸又は廃アルカリを焼却 ○  

 
・ 排出事業者によって、情報提供のレベルは千差万別であり、どのレベルに合わせて話を

していいかと戸惑う部分がある。 
・ 排出事業者からの情報提供の度合いによって、5段階評価をしている。評価基準は、発生
工程、主成分、副成分、有害物質の情報で構成されている。 
・ 評価が低い排出事業者に対しては、営業から、適正処理に当たって必要な情報を排出事

業者から聞き出すというのが現状になっている。適正処理に必要な情報が得られるよう、

営業等職員のスキルを上げて、補足せざるを得ないのが現状。もし、排出事業者から十

分な情報が得られれば、このような努力はしなくて済むが、実際は処理業者の方から積

極的に聞かざるを得ない。 
・ 排出事業者及び営業担当者から集めた情報を基に、さらに廃棄物の分析を行い、分析結

果を見ながら、通常の処理工程で処理できるか、また、処理工程を変更させるべきか等

について検討している。 
・ 排出事業者からどういった情報を収集すべきかについては、今までの経験からの知識が

データベースになっていたり、各職員の暗黙知になって、蓄積されている。 
 
・ WDSの項目を抜け漏れなく書いてもらえれば、適正処理に必要な情報としては足りてい
る。実際に、契約締結時に WDS への記載をお願いするが、抜け漏れなく記載していた
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だける排出事業者は少なく、数％しかないと感じている。環境に係る組織がある企業で

さえ、記載が不十分なことがある状況。WDSへの書き方が分からなかったり、書くため
の知識が担当者で不十分だったりするのではないかと思う。 
・ WDSへの記載を法律に規定してもらえれば良いと感じる。しかし、どれだけの情報が排
出事業者から欲しいかについては、細かく言えば、処理業者のレベルや処理の手順や工

程により、処理業者毎に異なってくるところはあると思う。 
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産業廃棄物処理業者 ヒアリング結果  B 社 

 
許可概要と主な処理品目 

種類及び処分方法 処分業許

可 
施 設 設

置許可 
主に処理する廃棄物の具体的な品目

名 
汚泥を脱水 ○ ○ 中和沈殿汚泥、メッキ汚泥 
汚泥を乾燥 － － 
汚泥を焼却 － － 
廃油を焼却 － － － 
廃油を油水分離 － － 
廃酸又は廃アルカリを中和 ○ ○ ＜廃酸＞ 

廃硝酸、廃塩酸、エッチング廃液 
＜廃アルカリ＞ 
廃苛性ソーダ、メッキ廃液 

廃酸又は廃アルカリを焼却 －  

 
廃棄物の情報提供 

注意している化学物質等 

・ 中間処理後の排出側（排水や脱水ケーキ）での規制をいかに順守できるかについて、力

点を置いている。例えば、これに係わる物質は、水質汚濁防止法にて規制されている有

害物質に該当する（例：亜鉛、ホウ素。フッ素）。その他、硝酸を含む廃酸は反応しやす

く、二酸化窒素が発生してしまうため、現在は、受入れを止めている。 
 
注意している化学物質等のリストの有無 

・ 詳細なものではないが、蓄積してきた内容がリスト化されている。こういった情報は、

現地確認の面談等の際に、排出事業者へフィードバックするようにしている。しかし、

排出事業者はお客様の立場であり、我々はサービス業という位置づけなので、排出事業

者には強くは言うことはせずに、さり気なく伝えるように留めている。 
・ 汚泥と廃酸及び廃アルカリを扱っているが、汚泥の方が、リスクが有って恐いという意

識がある。廃酸及び廃アルカリは事前にサンプル分析で分かっているが、汚泥はいろい

ろな物が「汚泥」と定義されて持ち込まれるので、何が含有しているのか不明な部分が

多い。 
 
排出事業者からの廃棄物情報提供の実情 

・ 排出事業者からの情報提供の質・量をもっと向上させる必要はあると考えている。 
・ 情報提供の質・量は排出事業者ごとにまちまちであり、主成分から、微量成分まできち

んと処理業者側に分かり易く記載されていることもあれば、商品名のみの記載でどうい

った化学物質が含有されているか一目では分からない場合もある。ＭＳＤＳの提供を受

ける場合もあるが、その場合、処理に際してどの化学物質に注意が必要なのか記載され
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ていないので、分かり難いという状況。 
 
排出事業者の業界ごとの廃棄物情報提供の差異 

・ ある特定の業界からの廃棄物が特に問題を起こすといったことはあまりない。大企業だ

から問題ないとか、中小企業だから駄目といったことはなく、排出事業者によって本当

にレベルはバラバラである。 
・ 強いて言えば、多種類の廃酸・廃アルカリを排出する排出事業者は、はやり問題となり

易いところがある。例えば、ドライバーに回収場所のみ連絡し、廃棄物の中身について

は何も伝えてくれない場合がある。排出廃棄物の一覧表をきちんと回収容器に提示して

くれている場合あれば、一部しか提示されていない場合もあったりする。 
 
ＷＤＳの活用 

・ 先ず、ＷＤＳの活用に関して、処理業者側でどのくらい浸透しているのか不明なので、

その活用についてまで意見するのは少々難しいところがある。正直、ＷＤＳが改訂され

たのも知らなかった。 
・ 排出事業者の中には、ＷＤＳを提供してくれることもあるが、記入が不十分な場合が多

い。特に確認している項目は、「３．廃棄物の組成、成分情報」である。これも、各社に

よって、記載の質・量がまちまちであり、処理業者側として必要な情報が十分でない場

合も多い。 
・ 上記の理由から、ＷＤＳだけでは、我々としては判断できないと言える。 
・ PRTR 対象物質や水道水源における消毒副生成物前駆物質の項目は我々としては、あま
り確認していない、ノーマークである。 

 
廃棄物情報入手のためのサンプル分析 

・ 排出事業者からは、正確に廃棄物情報を入手するのは難しいし、お客様の立場であるの

で、廃棄物情報提供に手間を掛けさせたり、強要できないので、営業側で、サンプルを

持ち帰るようにしているのが現状。サンプル分析は明らかに安全と考えられる廃棄物を

除き必須となっている。 
・ サンプルの分析費については、排出事業者とのやりとりの中で、処理費に含めさせてい

ただいている場合もある。 
 
ヒヤリ・ハットを含む事故事例 

・ 収集・運搬の際に、ヒヤリ・ハット等事例が発生することが割合的に多いと感ずる。排

出事業者の中には、排出状況や廃棄物の中身に関する詳細情報を伝えることなく、回収

してほしいとの指示のみの場合もあったりする。そのため、回収時に反応が起こってし

まったり、廃酸、廃アルカリでは収集運搬車の種類が異なるが、どの車種で回収すべき

か、回収する廃棄物の情報が無いため、迷うケースが出てきたりすることもある。 
・ 上記のように、排出時の排出事業者の廃棄物管理の不徹底が原因となることもある。 
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・ 排出事業者には、「搬入連絡書や引取り依頼書」というもので、主成分であったり、過去

の搬入の有無、有害物質の有無等をチェックいただいている。使用薬品等の変更の有無

等についてもお聞きしているが、変更が有っても、変更無しということで、チェックさ

れる方もあり、一つのチェック機能として役割は果たしているが、課題も未だある。 
・ その他、ヒヤリ・ハット等の事故については、極力防止するために、講習等に参加した

り、過去の事例を教訓にして、社員教育等を行っている。 
 
ヒヤリ・ハットを含む事故事例の情報入手 

・ 「情報提供サイト」の活用に関しては、時間に余裕が無くて見ていないといった状況で

ある。しかし、過去の事例は様々参考にしたいと考えている。 
 
中和処理 

・ 利根川水系の浄水場での問題がきっかけで、中和の処理方法を見直したということはな

い。排出事業者側では、水道水源における消毒副生成物前駆物質が含まれていないか確

認されている事業者もいたように記憶している。 
・ 中和に関して、特に廃棄物ごとに微調整は無い。アルカリサイドで調整し、金属類は除

去してしまっている。 
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産業廃棄物処理業者 ヒアリング結果  C 社 

 
許可概要と主な処理品目 

種類及び処分方法 処分業許

可 
施 設 設

置許可 
主に処理する廃棄物の具体的な品目

名 
汚泥を脱水 ○ ○ 中和沈殿汚泥 
汚泥を乾燥 － － 
汚泥を焼却 ○ － 
廃油を焼却 － － 潤滑油廃油、切削油廃油、廃エンジ

ンオイル、引火性廃油、廃溶剤類、

廃重油・灯油、動植物油廃油 
廃油を油水分離 ○ － 

廃酸又は廃アルカリを中和 ○ － ＜廃酸＞ 
廃硝酸、廃塩酸、廃フッ酸、エッチ

ング廃液、廃リン酸、廃有機酸 
＜廃アルカリ＞ 
廃苛性ソーダ、メッキ廃液、アンモ

ニア廃液 

廃酸又は廃アルカリを焼却 －  

 
廃棄物の情報提供 

注意している化学物質等 

・ 廃棄物処理法で未規制の物質に対しては、正直対策はできていないのが現状。未規制の

部分は、国で規制の範囲に入れていただくという部分が対策の前提になってくると考え

ている。 
・ 適正処理に必要な情報は、極力排出事業者から集めるようにしているが、決して十分と

いう状況ではない。職員のこれまでの知見や再度排出事業者側に廃棄物情報を確認する

などして、どうにか適正な処理工程を検討しているといったところ。 
・ 主成分、微量成分、濃度、発生工程の詳細が把握できると、処理に際してどういった点

に注意しなければならないのかが予測できるが、一度には詳細の情報をつかむのは難し

い。 
・ 特別管理産業廃棄物に係る情報については、規定上必要ということで把握が可能な場合

が多く、排出事業者側も取扱いに注意する。特管産廃でなくても、取扱いを注意しなけ

ればならない物質もあるが、排出事業者側では、あまり気にしなくて、情報提供さえな

い場合もある。そういう時には、特管産廃の区分の見直しが必要なのではと感じること

がある。 
 
注意している化学物質等のリストの有無 

・ 注意している化学物質等のリストは作成中である。現在、過去のヒヤリ・ハット等の事

例を分析中で、具体的には、実際にどういった現象が原因だったのかを整理している段
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階。意外と本当の原因については、究明しないで、そのままうやむやになってしまうこ

とが多いと言える。これらをまとめることで、どういった現象や化学物質等を注意した

ら良いかが見えてくると考えている。 
・ また、現象を整理するのも大事だが、その後の事故未然防止のための対策として、どう

いった環境、システム、体制が事故等につながる現象を起こしたのか、システムの原因

究明の部分も大事と考えている。 
・ 汚泥、廃油、廃酸及び廃アルカリを扱っているが、どの産廃が特に注意が必要というこ

とはない。全体的に他の処理業者で適正処理できない特殊な産廃を扱っているため、各

受託廃棄物に関して、個々に注意が必要である。 
 
排出事業者からの廃棄物情報提供の実情 

・ 排出事業者からの情報提供の質・量をもっと向上させる必要はあると考えている。 
・ 排出事業者からの情報も活用するが、その情報が全てという訳ではないので、性悪説に

立たざるを得ず、処理業者側で、ビーカーテストやサンプル分析などを行い、廃棄物情

報を正確に確認せざるを得ない。 
・ 本当は、排出事業者側から廃棄物情報を基にこういった処理方法をすれば良いといった

提案があれば良いが、そういったことはない。廃液などは排出事業者側でどこまで混ぜ

て良いか本当に分からないとのことで、処理業者側に教えてほしいという意見もあるく

らいである。 
・ ヒヤリ・ハット等の原因は、排出事業者にもあると感じており、排出事業者による排出

状況、実態の現状についても、詳細を把握することが重要と感じている。例えば、実際

に産廃を受託していると、どうしてこの排出事業者はこういった廃棄物情報の提供の仕

方をせざるを得ないのか、排出事業者の組織の問題だったり、教育の問題だったり、つ

ぶさに見えてくるものがある。 
・ 情報提供の質・量は排出事業者ごとにまちまちである。例えば、廃液に関して、重金属

廃液との表示だけで、主成分が何か分からないことがある。また、「キシレン」との表示

だか、実際のものを見ると液が２層に分かれており、他の成分の混入が予測できるが、

何が入っているか分からないこともある。最も酷かったのが、ポリ容器の中身が４層に

分かれていることがあった。酸との表示でも実際は、アルカリの場合もある。 
・ 一部の国立大学や私立大学では、実験系廃棄物の管理取扱いを徹底するようにしており、

廃棄物情報の表示等も比較的分かりやすくされている。それでも、主成分等記載してあ

っても、処理業者側では、濃度や微量成分など、もう少し情報を知りたいと思うことも

多々ある。このような管理システムがない大学もあり、そういったところをどうしてい

くかという課題がある。 
・ 実験系の廃棄物に関しては、先生が発生現場をどれだけ管理できるかにかかっている。

しかし、先生はそこまで関心がなかったり、学生が何を具体的に排出しているかの詳細

までを把握していなかったりする。 
・ 学生にまで廃棄物排出の教育が徹底されていなかったり、学生は常に入学、卒業など入
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れ替わっており、ノウハウの蓄積やシステムの浸透が難しかったりといった課題がある。 
・ 学校の実験系廃棄物の処理受託は、入札制度なので、いつも受託処理業者が異なってし

まって、発生現場の細かい情報や取扱いの方法などが蓄積されていかないという環境が

ある。 
・ 試薬に関しては、試薬の商品番号名の記載では、主成分が把握できないので、営業部門

を通じて、排出事業者側に再確認することがある。 
 
排出事業者の業界ごとの廃棄物情報提供の差異 

・ ある特定の業界からの廃棄物が特に問題を起こすといったことはあまり感じない。それ

より、排出事業者の置かれている立場の影響があると感じており、きちんとした大企業

の下請けの事業者のような場合には、倣ってきちんと排出しているといったことが見ら

れる。それぞれの排出事業者の意識の問題とも言える。 
・ 多種多様なものを排出する場合は、はやり問題になりやすい。また、主成分等がなかな

か教えていただけないといった場合には苦労する。分別の意識があまりない場合も問題

が生じる。 
 
ＷＤＳの活用 

・ 試薬など1品１品にＷＤＳを添付するのは大変なので、分析廃液混合物のようなものに、
ＷＤＳを添付してほしい。 
・ ＷＤＳについては、排出事業者でどこまで詳細を記載いただけるかで活用できる度合い

は異なるが、詳細を書いていただければ、いただくほど、ありがたい。あまり記載する

ことができない場合には、極力発生工程について詳細を書いていただきたい。 
・ 排出事業者への規制は厳しくしていくことが必要と感じている。また、排出事業者が、

廃棄物情報提供の意識をもっと持つような世間全体の醸成が必要だと思う。 
 
廃棄物情報入手のためのサンプル分析 

・ 排出事業者から提供された情報もある程度は活用するが、今までの経験から性悪説に立

たざるを得ず、処理業者側で、分析を通じて正確な情報を把握している。具体的には、

受入れ後、簡易のビーカーテストを行い、テストの結果で情報とのくいちがいが大きい

場合は、営業を通じて再度排出事業者に確認している。また、詳細確認のため、機器で

の分析も行うことがある。処理時は、処理担当者で廃棄物情報を確認しながら、適正に

混合していき、混合後は再度ビーカ―テストを行い、問題ないか確認している。 
 
ヒヤリ・ハットを含む事故事例 

・ 想定外の異物混入でヒヤリ・ハットが起こる場合があるが、それは、排出事業者で混入

情報を正確に伝えていなかった場合もあるが、排出事業者でも、当該混入について気付

いていなかった場合もある。 
・ 他社の収集運搬業者が搬入する場合には、特に、注意している。どういった状況で廃棄
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物が搬入されてくるか、想定できない場合が多いからである。ドライバーの知識や力量

によって、取扱いに注意が必要な物質であっても、あまり注意せずに運搬して、ヒヤリ・

ハットが置きてもおかしくない状況といった時があったりする。 
・ 排出現場で、排出事業者で廃棄物管理が不徹底なために、収集運搬時にドライバーが無

理をして、ヒヤリ・ハットが起きるといったことも考えられる。例えば、どういった廃

液か主成分等の情報が分からないまま、引取ってしまい、引取り時に反応を起こしたと

いう場合もあり得る。 
・ ヒヤリ・ハットになるのは、処理業者にも問題があると思っており、何でも無条件で受

け取ってしまって、取扱いも特に注意しない収集運搬業者などがいるが、そうするとち

ょっとしたことで、ヒヤリ・ハット等事故が起こってしまいかねないこともある。処理

業者側のレベルアップも必要と感じている。 
・ 排出事業者側とはコミュニケーションを図って、どういったことに注意してほしいかそ

の都度伝えるようにして、排出時の状態や情報のレベルを上げるようにしていただいて

いる。 
・ ヒヤリ・ハット等も含め事故が起きるのは、様々な要素について悪いタイミングが重な

ってしまった時と感じている。それは、想定外の異物の混入など排出事業者側の情報提

供不足の時もあるし、処理業者側での処理操作ミスもある。 
・ ヒヤリ・ハット等の事故は特に１２月に発生しやすいように感じている。排出事業者か

ら年末の大掃除というのもあって、通常は排出されないものも含めて様々な廃棄物が排

出されることが一つの要因かもしれない。 
 
ヒヤリ・ハットを含む事故事例の情報入手 

・ いくつかのデータベースを活用して、参考にしているが、実務に落とし込むレベルの詳

細まで参考しようとすると、そこまでは詳しくないので、難しいところがある。 
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産業廃棄物処理業者 ヒアリング結果  D 社 

 
許可概要と主な処理品目 

種類及び処分方法 処分業許

可 
施 設 設

置許可 
主に処理する廃棄物の具体的な品目

名 
汚泥を脱水 ○ ○ 製紙スラッジ、活性汚泥、中和沈殿

汚泥、メッキ汚泥、廃触媒 汚泥を乾燥 － － 
汚泥を焼却 ○ ○ 
廃油を焼却 ○ ○ 潤滑油廃油、切削油廃油、洗浄廃油、

廃エンジンオイル、引火性廃油、廃

溶剤類、廃重油・灯油、動植物油廃

油 

廃油を油水分離 ○ ○ 

廃酸又は廃アルカリを中和 ○ ○ ＜廃酸＞ 
廃硝酸、廃塩酸、廃フッ酸、エッチ

ング廃液、廃ホウ酸、廃リン酸、廃

有機酸 
＜廃アルカリ＞ 
廃苛性ソーダ、メッキ廃液、アンモ

ニア廃液、有機アミン廃液、硫化ソ

ーダ廃液 

廃酸又は廃アルカリを焼却 ○  

 
廃棄物の情報提供 

注意している化学物質等 

・ 水質汚濁防止法で規制されている有害物質は、中和後の放流物に問題があってはいけな

いので、注意している。 
・ 第４類危険物について、第１石油類、第２石油類、第３石油類と区分して保管している

ため、受入れの際に正確に把握している。 
 
注意している化学物質等のリストの有無 

・ あまりリスト化、データベース化して、まとめているわけではないが、過去の情報は蓄

積されており、適正な処理の検討や混合テストの際に活用している。 
 
排出事業者からの廃棄物情報提供の実情 

・ 排出事業者で製造している製品がだいたい決まっていて、種類も多くないので、廃棄物

に関しても、性状が一定であり、製造工程や主成分もだいたい教えていただいているの

で、問題ない場合が多い。 
・ ただし、危険物に関して、第３石油類との情報だったのに、実際は第２石油類であった

ことはある。また、廃油に関しては、排出事業者にとってはどれも一緒という認識で、
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第１石油類、第２石油類、第３石油類を混合して出されてしまうこともあった。 
・ 排出事業者としては、当該産廃がどう処理されるかを見越してまで、なかなか産廃を排

出していないと思う。そういったところの意識改革が必要なのではないかと感じる。排

出事業者からの情報提供の質・量が問題であり、それが改善されないのであれば、規制

を強化せざるを得ないのではないかと思う。 
・ 特に注意を要する廃棄物はない。どの種類の廃棄物も同程度。 
 
排出事業者の業界ごとの廃棄物情報提供の差異 

・ ある特定の業界からの廃棄物が特に問題を起こすといったことはあまり感じない。 
・ 非定期的に少量で排出する小さな事業者に関しては、情報が少ない場合がある。 
 
ＷＤＳの活用 

・ 排出事業者の約 1/3でＷＤＳを添付している。記載の充実度はまちまちである。 
・ ＷＤＳをきちんと記載してもらえれば、十分適正処理に役立つ。 
・ ＷＤＳの項目として特に確認するのは、「３．廃棄物の組成・成分情報」や危険物に係る

情報。 
・ PRTR届出情報や水道水源における消毒副生成物前駆物質の情報は、あれば参考になり、
有効と言える。 
・ ＷＤＳを法律で規定するのも、排出事業者規制の強化の一つの手段とは感じる。 
 
廃棄物情報入手のためのサンプル分析 

・ 排出事業者からの情報は十分に活用するが、こちら（処理業者側）で確認するべき、注

意事項は、きちんとこちらでも正確に確認しているというスタンス（例：引火点分析、

第１石油類、第２石油類、第３石油類の区分）。 
・ また、排出事業者からの情報が足りない時には、営業の担当者を通じて情報の補足をし

てもらうというコミュニケーションは常日頃行っている。排出事業者からも何か変更が

あった際には、連絡をしていただいている。 
 
ヒヤリ・ハットを含む事故事例 

・ 記載したヒヤリ・ハットの事例では、「汚泥」として産廃を受託したが、汚泥に上澄み液

が溜まっており、それが引火性物質であったことに起因する。 
・ 排出事業者による排出状態、廃棄物管理の徹底でヒヤリ・ハット等の事例が起こったこ

とは、頻度は少ないがある。例えば、容器が腐食していたとか、車に搭載した時は大丈

夫だったが、収集運搬後に積み下ろした際に容器が膨らんでいたといったことはある。 
 
ヒヤリ・ハットを含む事故事例の情報入手 

・ 「情報提供サイト」については、あまり存在を知らなかった。フリーで活用できるので

あれば参考にしていきたい。 
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中和処理 

・ 利根川水系の浄水場での問題がきっかけで、中和の処理方法を見直したということはな

い。 
・ 基本的に単純な廃酸・廃アルカリに限って中和している。その他は焼却で処理している。 
・ パックテストというＢＯＤ測定を行い、1,000ppmを超えたら焼却処理するという一定の
基準を設けている。例えばメッキ廃液に有機物が混合していると、それは中和困難なの

で、焼却処理する。カーボン系は焼却処理することにしている。 
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産業廃棄物処理業者 ヒアリング結果  E 社 

 
許可概要と主な処理品目 

種類及び処分方法 処分業許

可 
施 設 設

置許可 
主に処理する廃棄物の具体的な品目

名 
汚泥を脱水 ○ ○ ビルピット汚泥、活性汚泥、中和沈

殿汚泥、メッキ汚泥、廃触媒 汚泥を乾燥 ○ － 
汚泥を焼却 ○ ○ 
廃油を焼却 ○ ○ 潤滑油廃油、切削油廃油、洗浄廃油、

廃エンジンオイル、引火性廃油、廃

溶剤類、廃重油・灯油、動植物油廃

油 

廃油を油水分離 ○ ○ 

廃酸又は廃アルカリを中和 ○ ○ ＜廃酸＞ 
廃硝酸、廃塩酸、廃フッ酸、エッチ

ング廃液、廃ホウ酸、廃リン酸、廃

有機酸、アルコール発酵廃液 
＜廃アルカリ＞ 
廃苛性ソーダ、メッキ廃液、黒液、

アンモニア廃液、有機アミン廃液、

染色廃液、硫化ソーダ廃液 

廃酸又は廃アルカリを焼却 ○  

 
廃棄物の情報提供 

注意している化学物質等 

・ 注意を払っている化学物質の名称の欄で記載した中で、有機アミン類やトリメチルアミン

は、中和時に、悪臭物質であるガスとして発生するという事例があったため、悪臭という

観点から気をつけている。 
・ セレン含有物質や砒素含有物質は、水素化物になったときの毒性（例：セレン化水素）と

いう理由で注意を払っている。 
・ 過酸化水素の含有は、特にローリー車での集荷の際には注意している。 
・ 処分方法によって、気をつけなければならない物質は異なってくる。例えば、中和の際に

は、キレートの有無に注意を払っている。これは金属を不溶化しない物質だからである。

また、焼却の際には、金属粉で反応による発熱、発火の可能性がある。 
 
注意している化学物質等のリストの有無 

・ 基本的には、過去の事例や経験を踏まえて、注意を要する化学物質等についてはデータベ

ース化している。 
・ 営業職の職員等にも、特に注意、確認が必要な場合には、必要な情報を共有するようにし

ている。 



98 
 

排出事業者からの廃棄物情報提供の実情 

・ 定期的に廃棄物を回収している事業所が現在、３万事業所ほどあるが、そのうち、ＷＤＳ

の提供があるのは、数％ほど。その他ＭＳＤＳの提供もある。 
・ 全体的に、発生工程が決まっており、変動がない場合は、事前にサンプルで廃棄物の詳細

を確認済みなので、あまり問題ない。例えば、電機・電子の業界では、中小企業も、大企

業も情報提供についてはしっかりしている。 
・ 一方、化学合成等の業界では、発生工程の変動が大きく、廃液の回収の都度、性状が異な

ることもある。また、発生工程について、細かく教えてくれないので、処理側では頭を痛

めるところが多い。例えば、発生工程に関して、「Ａ＋Ｂ＝製品」といったように大雑把

にしか記載されていない場合もあったりする。化学業界は、大企業でも情報提供が不十分

と思えるところも多い。 
・ 排出事業者とは、現地確認での訪問の際に、廃棄物情報提供に係る課題や要望等について

お話する機会がある。こちらから、お願いしたり、いろいろと確認したりすると、きちん

とお答えいただけるが、排出事業者から積極的に処理業者側へ、廃棄物情報に関して、変

更等を含めて、連絡してもらえるという状況ではない。 
・ どちらかというと、何か問題がありそうな場合には、営業の職員を通じて、排出事業者に

再度確認する、聞き出すといった状況。 
・ 営業でどう対応して良いか分からない場合は、工場に問い合わせて、対処方法を確認する

システムになっており、勝手に判断しないようになっている。 
 
排出事業者の業界ごとの廃棄物情報提供の差異 

・ 上記のように、多少業界によって、情報提供の質・量に差が生じていることは否めない。 
・ 12 月は非定常的なものが混入する傾向にあるので、注意が必要な月である。例えば、メ
ッキ業界で床掃除、特殊そうじを行って、その掃除くずを一緒に排出されると、何が混入

しているか分からないおそれがある。 
 
ＷＤＳの活用 

・ 排出事業者のＷＤＳの活用は数％に限られている。 
・ ＷＤＳの有効性であるが、処分方法によって、注意する物質が異なるなど、注意しなけれ

ばならない視点が異なるので、１つのＷＤＳシートで網羅するのは難しいのではないかと

感じている。そういった意味で、ＷＤＳの記載だけでは、情報としては足りないと思って

いる。 
・ 特に確認している項目は「9番の有害特性」で、また、「発生工程」が重要な情報になる。
発生工程の詳細が分かると、サンプル分析結果で得た情報の変動幅が分かるので、貴重な

情報となる。例えば、こういった発生工程であれば、このような不純物が混入するはずで

あるといったことが予測できる。 
・ PRTR届出情報や水道水源における消毒副生成物前駆物質の情報よりは、発生工程につい
ての情報があった方がありがたい。 
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・ 弊社では、弊社独自のシートを作成しており、当該シートの情報（成分やサンプル分析結

果を含む）を確認・共有しながら、処理担当者は適正処理の方法を検討し、処分を実施し

ている。 
・ 排出事業者から受ける情報は、十分と言えないことが多いが、それを規制で強化してほし

いとか、排出事業者に対しもっと周知徹底してほしいという思いがある。一方で、処理業

者側はサービス業という立場にあり、お客様である排出事業者には、なかなか強く言えな

いところがそもそもあるので、どこまで排出事業者に強要できるかといった点が分からず、

難しい。 
 
廃棄物情報入手のためのサンプル分析 

・ 排出事業者からの情報は十分に活用するが、こちら（処理業者側）で確認するべき、注意

事項は、きちんとこちらでも正確に確認しているというスタンス。必ず事前にサンプルを

入手して分析するようにしている。分析結果はデータベース化しており、今後の処分方法

の検討に際して、共有化できるようになっている。 
・ 一度大きな事故を起こしてしまうと、処理ラインが全て止まってしまうことになるので、

そうならないように、十分に気をつけて情報収集、検討してから処理を行っている。 
・ 分析費は処理費に含まれている。 
・ また、排出事業者からの情報が足りない時には、営業の担当者を通じて情報の補足をして

もらうというコミュニケーションは常日頃行っている。 
 
ヒヤリ・ハットを含む事故事例 

・ 想定外の物質、異物の混入は、１ヶ月に数件くらいしかない。 
・ 学校等の実験系の廃棄物も受け入れているが、昔と比較すると、情報提供してもらえるよ

うになった。昔は主成分として何が入っているのかも不明な状態ということもあった。し

かし、今でも、やはり他の廃棄物よりは、注意をして処理するようにしている。 
・ 排出事業者には、廃棄物を混ぜないように徹底していただいている。そのため、排出時の

廃棄物の混合によるヒヤリ・ハット等の事例は少ないと思う。 
・ もし、排出事業者で、ついでにこの廃液も回収してというような要望があった場合には、

ドライバーが勝手に判断せず、本部に確認するように徹底している。 
・ 排出事業者からの回収頻度が年に１回など少ないと、その間に回収容器が劣化してしまっ

て亀裂が入り、漏液等が起こる場合があるため、そういった場合は、量が少なくても頻度

を上げて回収するように変える等、協力してもらえたらと思うときがある。 
・ 基本的には事前にサンプル分析をしているので、主成分等が分からない廃棄物を回収する

といったことはない。 
・ 回収時に通常のものと異なる廃棄物と感じた場合には、予めその旨を本部に連絡してもら

うようにしている。 
・ 弊社では、ほぼ全てが自社運搬なので、どういった性状、状況の廃棄物が回収されて来る

かの情報共有が小まめにできるので、そういった意味では、回収や収集運搬時のヒヤリ・
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ハット等の事故は比較的に起こりにくいのではと感じる。 
 
ヒヤリ・ハットを含む事故事例の情報入手 

・「情報提供サイト」については、たまに参考にしている。しかし、産廃の処理に係る事例は

少ないように感じている。 
 
中和処理 

・ 利根川水系の浄水場での問題がきっかけで、中和の処理方法を見直したということはない。

また、特に排出事業者からアミン系の情報提供が新たにあったということも特にない。 
・ 中和処理に関しては、中和反応の工程はあまり問題ではなく、どちらかと言うと、生物処

理（ＢＯＤ分解等）の方が重要になってくる。よって、微生物が分解できないようなもの

（微生物が死んでしまうもの）は、中和せず、焼却処理している。例えば、有機塩素系（例：

トルエン、キシレン、ホルマリン）は焼却している。 
・ ＢＯＤの数値で判断はしておらず、ＢＯＤが高い、食品系の工場から出てくる糖分が多い

ものは、ＢＯＤ値が高いが、微生物分解が可能なので、中和となる。 
・ 焼却の処理費の方が断然高くなるので、極力中和したいが、上記のような基準で焼却処理

と判断するものがある。 
・ 中和は、いかに廃酸と廃アルカリを混合して、経済性を考えて中和剤として使用するかと

いうところがある。 
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産業廃棄物処理業者 ヒアリング結果  F 社 

 
許可概要と主な処理品目 

種類及び処分方法 処分業許

可 
施 設 設

置許可 
主に処理する廃棄物の具体的な品目

名 
汚泥を脱水 ○ ○ 製紙スラッジ、活性汚泥、中和沈殿

汚泥、メッキ汚泥 汚泥を乾燥 － － 
汚泥を焼却 ○ ○ 
廃油を焼却 ○ ○ 潤滑油廃油、切削油廃油、洗浄廃油、

廃エンジンオイル、引火性廃油、廃

溶剤類、廃重油・灯油、動植物油廃

油 

廃油を油水分離 － － 

廃酸又は廃アルカリを中和 ○ ○ ＜廃酸＞ 
廃硝酸、廃塩酸、廃フッ酸、エッチ

ング廃液、廃有機酸、アルコール発

酵廃液 
＜廃アルカリ＞ 
廃苛性ソーダ、石炭廃液、メッキ廃

液、アンモニア廃液、有機アミン廃

液、染色廃液 

廃酸又は廃アルカリを焼却 ○  

 
廃棄物の情報提供 

注意している化学物質等 

・ 特別管理産業廃棄物で規定されている物質など、弊社で法順守の観点から関連する物質

については、最低限の情報はほしい。 
 
注意している化学物質等のリストの有無 

・ あまりリスト化、データベース化しているということはない。 
 
排出事業者からの廃棄物情報提供の実情 

・ 全ての排出事業者からの情報提供が十分になることはない。 
・ 排出事業者の担当者の知識レベルによるが、北海道は首都圏に比べて詳しくない担当者

が多いと感じる。したがって、排出事業者の言っていることを全て真に受けるのではな

く、必ずサンプルで分析するようにしている。 
・ 製造する製品の工程上、或いは、加工のプロセスにより、排出事業者が、サンプルと同

じ性状の廃棄物を排出できないことがある。また、新規立ち上げの工場ではサンプルと

実際の廃棄物が異なることはあり得る。製造工程では、製品の品質を一定化するために

廃棄物が発生するので、廃棄物の性状に変動があるのは当然という認識をこちらでは持
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っている。それらを適正に処理するのが処理業者のノウハウである。ただし、意図的に

サンプルと同じものを出さないのは困る。 
・ 保管状況が悪いなど、問題がある場合は注意をするが、それでも改善されない場合は取

引をやめることも辞さない。 
・ 排出事業者との定期的なコミュニケーションは、営業を通じて行うようにしているが、

顧客数が多い場合は難しいこともあり、全てが全て十分なコミュニケーションがとれて

いるとは言えない。 
・ 排出事業者からの情報提供の質・量をもっと向上させることが排出事業者や処理業者に

とって不利益になる可能性がある。排出事業者にはいわば企業秘密として出せない情報

がある。他方、処理業者についても各業者が固有で持っている情報をオープンにしてし

まうと業として成り立たなくなるという事情がある。情報の取捨選択が大事。8ページく
らいの MSDSをもらっても、実際に欲しい情報は 1～2行程度だったりする。量よりも
大切なポイントを抜き出して提供してほしいという思いもあるが、面倒でもこちらから

重要事項を抽出せざるを得ないのだろう。 
 
排出事業者の業界ごとの廃棄物情報提供の差異 

・ 業界一括りで問題ありとはいいにくい。ただし、化学業界からの廃棄物で処理中に反応

が生じたり、金属製品業界で、例えばメッキなどの表面処理の工程では液体の濃度が異

なることもあるが、意図的ではなく、仕方がなく、想定内のことと感じている。 
 
ＷＤＳの活用 

・ ＷＤＳからは「最低限」の情報のみ得ているといった状況で、ＷＤＳで適正処理に係る

全ての情報が足りているというわけではない。 
・ 混合廃棄物の場合、ＷＤＳで正しい情報が記載できるのか、はなはだ疑問なところがあ

る。 
・ ＷＤＳの情報で特に確認しているのは、毒性、廃棄方法、引火点である。 
 
廃棄物情報入手のためのサンプル分析 

・ 排出事業者からの情報提供よりも、むしろサンプル分析結果の情報を重要視している。

排出事業者の情報のみで処理を行う事はない。サンプル分析結果を見て、適正な処理方

法を検討している。 
・ 塗料会社が排出する未開封の塗料など、絶対に性状が変わらない物以外はサンプルが必

要。 
 
ヒヤリ・ハットを含む事故事例 

・ まず、ヒヤリ・ハットになりそうになった事例自体が少ないということを認識してほし

い。処理時に反応等が起こった場合でも、それは想定内（事故未満）のことがほとんど

である。かなり広い範囲で想定しており、余程のことが無いと想定外はない。 
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・ 排出事業者による廃棄物同士の混合でのヒヤリ・ハット等につながる事例は、たくさん

あると思う。単品多量の場合は怖くないが、少量でも多品種の場合は混合による危険性

が出る。試薬リスト等があれば、排出事業者に対して混ぜてはいけないものの情報を提

供するようにしている。 
・ ヒヤリ・ハットになりそうになった事例自体が少ないと言ったが、その上で、どちらか

といえば、排出事業者による廃棄物管理の不徹底によるトラブルの方が多いのではない

か。 
・ また、収集運搬時には、弊社でない、他の収集運搬業者からの持ち込みがあった際に、

シアン廃液と強酸を隣り合わせにして運搬したりすることがあり、危険を感じた。 
 
ヒヤリ・ハットを含む事故事例の情報入手 

・ 「情報提供サイト」については、存在を知らなかった。こういった情報提供サイトは、

料金にかかわらず利用したいと思う。 
 
中和処理 

・ 中和処理に関して、マニュアルは基本的に運用している。液状物は発生状況により性状

が異なるため、全てがマニュアル通りに行くわけではない。ただしマニュアルを全く無

視するのではなく、マニュアルをベースとして柔軟に対応している。 
・ 実際は、廃棄物を把握してから薬剤の選択、処理工程を考え（値段を決め）ている。ま

た、処理工程の様子を見て、熟練した現場担当者が判断している。 
・ 酸やアルカリの中和処理と焼却処理を推奨する場合の基準は明確に設けてはいないが、

主に成分分析結果で判断している。極力排出事業者での処分方法の要望に応えるように

しているが、やむを得ない場合は、他の処分方法も検討してもらえるよう排出事業者に

相談している。 
・ 中和処理と焼却処理では、処理設備のイニシャルコストが大きく異なるので、一般的に

は中和処理の方が安くなるはず。中和が 20円/㎏としたら焼却は 150円/㎏ぐらいの差は
ある。ごくまれに、薬剤量が多くなれば、中和処理の方が高くなることもあるので、そ

の時は焼却処理を勧める。 
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産業廃棄物処理業者 ヒアリング結果  G 社 

 
許可概要と主な処理品目 

種類及び処分方法 処分業許

可 
施 設 設

置許可 
主に処理する廃棄物の具体的な品目

名 
汚泥を脱水 － － 製紙スラッジ、下水汚泥、活性汚泥、

中和沈殿汚泥 汚泥を乾燥 － － 
汚泥を焼却 ○ ○ 
廃油を焼却 ○ ○ 潤滑油廃油、切削油廃油、洗浄廃油、

廃エンジンオイル、引火性廃油、廃

溶剤類、廃重油・灯油、動植物油廃

油 

廃油を油水分離 ○ － 

廃酸又は廃アルカリを中和 － － ＜廃酸＞ 
廃リン酸、廃有機酸、アルコール発

酵廃液 
＜廃アルカリ＞ 
廃苛性ソーダ、有機アミン廃液 

廃酸又は廃アルカリを焼却 ○  

 
廃棄物の情報提供 

注意している化学物質等 

・ 含有量の多いものについては、有害・無害に関わらず組成割合を教えてほしい。 
 
注意している化学物質等のリストの有無 

・ 適正処理の観点から、又、事故未然防止の観点から、排出事業者に必ず含有等を明らか

にしてほしい化学物質のリストは、ある程度は整理されている。 
・ このようなリストは、分析や営業のツールとして利用している。排出元へは、ノウハウ

や、リサイクル先のプライバシーのこともあるため、リストは提出していない。 
 
排出事業者からの廃棄物情報提供の実情 

・ 化合物について、その危険性・毒性・注意点等も開示されているものは 5割ぐらいだが、
開示されていないものについても一般的な化学物質（例：IPA 等）であることが多く、
その場合は危険性等の情報はすぐに分かる。それ以外についても、物質名から性状を調

査する。それでも分からない場合は排出元に聞き取りを行う。 
・ 組成物における化学物質含有量について何％程度まで開示されているかについては、排

出元や個々の廃棄物ごとに異なる。「○割」という表現のものから、0.1％の単位まで分
かるものもある。 
・ 当社では多くの廃棄物を扱っているが、廃棄物ごと・発生工程ごとに詳しく聞きたい部

分が異なるため、「必要な情報が何であるか」を一言では言い表しにくい。排出側から見
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て「分からない」というのもなおさらだと思う。 
・ 情報不足の点については、再度情報の提供をお願いする。「適正処理をするために必要」

である旨を説明する。 
・ 異物混入については、異物除去のお願いをする。 
・ 情報提供と異物混入は別のことだが、管理が良く出来ている排出元は、両方とも問題な

い（きちんと情報提供してくれて、異物混入も無い）ことが多い。 
 
排出事業者の業界ごとの廃棄物情報提供の差異 

・ 塗装業の問題とは、廃塗料中にアルミ粉体が混入していることがある。アルミ粉体の混

入に関しては、Ａ．入荷時の点検（目視）、Ｂ．銀色の塗料・粉体が入っていた場合は反

応テストにて反応性の確認、Ｃ．反応性の激しいものについては、返品するようにして

いる。 
 
ＷＤＳの活用 

・ 「遵法」＋「処理」を考えるなら、「サンプルの提出」、「発生量」、「発生工程」、「組成」

の情報が非常に大切に感じる。新しいＷＤＳにもこれらの項目はあるが、優先順位が低

く扱われている気がする。 
・ ＷＤＳの項目として特に確認するのは、「発生工程」、「組成」である。 
・ ＷＤＳ改訂版について、項目を増やしても、排出元が対応しきれないと思う。ある程度

項目を拾い出したら、後は「全体の特記事項」などで情報を出してもらう方がいいので

はないか。 
・ 「義務・罰則」という方向性だけではなく、「安全に・設備を傷めずに処理をするために

は、処理会社として開示してほしい情報がある」ということを分かってほしい。 
 
廃棄物情報入手のためのサンプル分析 

・ 全てのサンプルを事前分析している。装置に関しては、「塩素分析装置」、「カロリー計」、

「蛍光 X線含有分析装置」。実験確認については、形状確認、臭気、燃焼テスト、pH測
定、反応テスト（必要に応じ種々の物質との混合テスト）。また、入荷時の点検を行って

いる。 
 
ヒヤリ・ハットを含む事故事例 

・ 記載したヒヤリ・ハットの事例（アルミ粉体とアルカリ液が接触した時、発熱）で、銀

色の塗料には一般的にアルミ粉体が含まれる。多くの廃塗料には銀色塗料は含まれない

が、突発的に銀色塗料が混入することがある。排出元へは、異物（アルミ粉体）除去の

要請をした。 
・ ヒヤリ・ハットは通常の作業で起きる場合より、想定外の物質・異物混入で起こること

が多いと感ずる。 
・ 廃油に関して、特殊引火物が混合した廃油が収集運搬されてきた場合、入荷時に点検し、
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臭い及び燃焼テストにて確認している。 
・ 引火性が高いものについては当然火災のリスクがあるため、入荷時の点検にてチェック

する。 
 
ヒヤリ・ハットを含む事故事例の情報入手 

・ 「情報提供サイト」については、他に有用な情報がネット検索で簡単に手に入るから利

用していない。しかし、利用方法を示してもらえれば利用する。 
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産業廃棄物処理業者 ヒアリング結果  H 社 

 
許可概要と主な処理品目 

種類及び処分方法 処分業許

可 
施 設 設

置許可 
主に処理する廃棄物の具体的な品目

名 
汚泥を脱水 ○ ○ 中和沈殿汚泥、メッキ汚泥 
汚泥を乾燥 － － 
汚泥を焼却 － － 
廃油を焼却 － － － 
廃油を油水分離 ○ ○ 
廃酸又は廃アルカリを中和 ○ ○ ＜廃酸＞ 

廃硝酸、廃塩酸、廃フッ酸、エッチ

ング廃液、廃ホウ酸、廃リン酸 
＜廃アルカリ＞ 
廃苛性ソーダ、メッキ廃液、アンモ

ニア廃液、有機アミン廃液、硫化ソ

ーダ廃液 

廃酸又は廃アルカリを焼却 －  

 
廃棄物の情報提供 

注意している化学物質等 

・ 処理、特に中和のやり難い物質、危険度が高い物質の２つの観点から注意している。前

者は、有機関係の物質で、後者は、硫化水素や過酸化水素である。 
 
注意している化学物質等のリストの有無 

・ 具体的にリスト化しているということはない。 
 
排出事業者からの廃棄物情報提供の実情 

・ 排出事業者が廃棄物の情報について理解していない場合がある。例えば、メッキ業界で

メッキ試薬を利用するが、排出事業者側で（メッキ試薬は商社から購入しただけなので）

当該メッキ試薬の細かいデータを把握していない。メッキ試薬の販売元で成分情報等を

問い合わせしても、ノウハウ等が障害となり教えてもらえないことが多い。 
・ 排出事業者が認識していない物質が、総じて怖い。従って、事前に全ての廃棄物につい

てサンプルをもらい、分析するようにしている。 
・ 排出事業者、各企業で情報提供の質・量は異なっている。 
・ 基本的に、廃棄物の性状に変更が伴う場合は、絶対に処理側に伝えてもらうようにして

いる。また、廃棄物は混ぜないように排出事業者にはお願いしている。混ぜて良いかの

判断は処理側でするので、混合して良いものかどうか、一度排出事業者には問合せして

もらうようにしている。 
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排出事業者の業界ごとの廃棄物情報提供の差異 

・ ある特定の業界からの廃棄物が特に問題を起こすといったことはあまり感じなく、やは

り排出事業者ごとに異なる。 
・ 強いて言えば、化学業界は副生成物が排出されるという問題、メッキ業界では主成分等

の情報が把握し難いという問題、建設業界は、廃棄物の排出経過（例：ポリ容器に入っ

た薬品がどこの解体でどういった経緯で出てきたか不明等）が分かり難いといった問題

がある。しかし、これは致し方ないという認識の部分もある。 
 
ＷＤＳの活用 

・ 当社では、当社独自の書式を準備しているため、当該書式に記載してもらっている。記

載項目はＷＤＳに似ている。従って、ＷＤＳを添付する排出事業者はあまりいない。た

まにＭＳＤＳを添付してくる場合もある。 
・ ＷＤＳの項目として特に確認するのは、「５．特定有害廃棄物」、「７．水道水源における

消毒副生成物前駆物質」である。中和処理を受入れるかどうかを判断するのに重要な情

報となる。 
 
廃棄物情報入手のためのサンプル分析 

・ 排出事業者からの情報は十分に活用するが、こちら（処理業者側）で確認するべき、注

意事項は、きちんとこちらでも正確に確認しているというスタンス。 
・ 基本的には、事前にサンプルを入手し、成分や組成等を把握してから、処理受託できる

か、どう適正処理をしたら良いかを検討することにしている。 
 
ヒヤリ・ハットを含む事故事例 

・ 記載したヒヤリ・ハットの事例は、排出事業者による情報提供不足というよりか、処理

側のミス。ヒヤリ・ハット等につながる事例全体のうち、処理側のミスに起因するもの

の方が正直多い。特に、処理途中で廃棄物の性状が変化する場合は、その変化について

情報共有がされておらず、ヒヤリ・ハット等につながる場合がある。 
・ 基本的に、排出事業者には廃棄物を混ぜないように徹底しているが、廃棄物同士を混合

させてしまって、ヒヤリ・ハット等につながったことはある。 
・ また、当社では他の収集運搬業者による持込みがほとんどだが、持ち込んだ際に亜硝酸

ガスが発生したという事例があった。 
・ 基本的には受入れ時に全て受託廃棄物をチェックしているので、そこで問題があれば把

握するようにしている。 
 
ヒヤリ・ハットを含む事故事例の情報入手 

・ 「情報提供サイト」については、あまり存在を知らなかった。当該サイトを見てみたが、

あまり参考になるという内容でもなかった。 
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中和処理 

・ 利根川水系の浄水場での問題がきっかけで、中和の処理方法を見直したということはな

いが、以前よりも増して注意を払っていることは確かである。 
・ 中和に関しては、無機系の中和が主力だが、どうしても有機系のものも入ってくるので、

有機系のものは注意している。1、4ジオキサンや有機アミン系の情報はかなり不足して
いる。 
・ 有機物含有分析（ＴＯＣ）を行い、数値が高い場合には、成分の追及をして、中和でき

るか否か判断している。 
・ 当社では中和の際に、生物処理の工程があるが、ＢＯＤの値に関係してくるが、微生物

分解されない物質や微生物を殺してしまう物質を含むものは、受託しないようにしてい

る。 
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産業廃棄物処理業者 ヒアリング結果  I 社 

 
許可概要と主な処理品目 

種類及び処分方法 処分業許

可 
施 設 設

置許可 
主に処理する廃棄物の具体的な品目

名 
汚泥を脱水 － － 製紙スラッジ、下水汚泥、ビルピッ

ト汚泥、活性汚泥、中和沈殿汚泥、

メッキ汚泥、廃触媒 
汚泥を乾燥 － － 
汚泥を焼却 ○ ○ 
廃油を焼却 ○ ○ 潤滑油廃油、切削油廃油、洗浄廃油、

廃エンジンオイル、引火性廃油、廃

溶剤類、廃重油・灯油、動植物油廃

油 

廃油を油水分離 ○ ○ 

廃酸又は廃アルカリを中和 ○ ○ ＜廃酸＞ 
廃硝酸、廃塩酸、廃フッ酸、エッチ

ング廃液、廃リン酸、廃有機酸、ア

ルコール発酵廃液 
＜廃アルカリ＞ 
廃苛性ソーダ、石炭廃液、メッキ廃

液、黒液、アンモニア廃液、有機ア

ミン廃液、染色廃液、硫化ソーダ廃

液 

廃酸又は廃アルカリを焼却 ○  

 
廃棄物の情報提供 

注意している化学物質等 

・ ヒヤリ・ハット等事故防止及び処理施設の設備保全という観点から、含有物質の成分に

ついて知りたい（％の単位でＯＫだが、できれば ppm 単位で把握したい。ppm 単位で
処理方法を検討する場合があるため）。 

 
注意している化学物質等のリストの有無 

・ 適正処理の観点から、又、事故未然防止の観点から、排出事業者に必ず含有等を明らか

にしてほしい化学物質のリストは、特に整理はしていない。 
・ しかし、処理受入れ前に、必ず入手するサンプルの分析データ結果はデータベース化さ

れており、当該データを基に、適正処理の方法を逐一検討している。 
・ 安全衛生という観点からは、ISO14001 等にて、ヒヤリ・ハット等事故防止のために教
育を行っている。 

 
排出事業者からの廃棄物情報提供の実情 

・ 当社では、処分受託契約締結前の段階で、必ずサンプルをもらい、また発生工程等を排
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出事業者からヒアリングし、受託可能な廃棄物か否かや、処分方法を検討、最終的に見

積もりを行い、その後具体的に契約を締結している。したがって、当社で適正処理に必

要な情報を得られないような場合は、そもそも処分契約の締結をしないことにしている。

よって、当社では、サンプル廃棄物の入手を含めると、十分な廃棄物情報があると言え

る。 
・ 廃棄物受入れ時には、サンプルと同様の内容の廃棄物かどうか検収を行い、異なるよう

であれば、排出事業者に連絡を取り確認したり、廃棄物をお返しする場合もある。 
・ 上記のことから、現在、排出事業者から質・量ともに充分な廃棄物情報の提供があるた

め問題ないが、法制度で排出事業者責任の強化を図ることが必要とは感じている。排出

事業者で「どういった情報を提供すれば良いか、分からない」という意見については、

排出事業者責任で情報の提供は排出事業者の義務として廃棄物処理法で規定されている

ため、きちんと順守するべきと思う。特に、サンプルの提供と発生工程の詳細の説明は

当社としては是非協力してほしい。 
・ 基本的に排出事業者は、協力的であり、意識が高い。しかしその中でも、要注意な排出

事業者は特定されており、改善をお願いしても聞き入れてもらえない。このような排出

事業者は全体の 1～2％と少ない。 
 
排出事業者の業界ごとの廃棄物情報提供の差異 

・ 上記でも触れたが、全体的には、排出事業者の意識が高いのと、あまり情報開示の少な

い排出事業者はそもそも契約締結まで至らないので、業界ごとの差異ということはあま

り感じない。 
・ 敢えて言えば、化学業界については、サンプルとの差異が生じやすいということはある

が、当該排出事業者は皆協力的である。 
 
ＷＤＳの活用 

・ 当社では、独自のデータシートで適正処理に必要な情報を整理しており、基本的には当

該データシートの情報を活用している。そういった面から、ＷＤＳの情報だけでは、足

りているとは言えない。やはりサンプルの分析結果の情報の方が大事となる。たまに、

排出事業者で、ＷＤＳやＭＳＤＳを提示されることがあるが、あくまでもサンプルの提

供が基本となる。 
・ ＷＤＳの項目として特に確認するのは、「3. 廃棄物の組成・成分情報」、「９．有害特性」
などの、含有物質や反応性が分かる項目である。またアンモニアの臭気は、当社の処理

施設の地理的関係上特に注意している。 
・ PRTR 届出情報や水道水源における消毒副生成物前駆物質などの化学物質の把握は、当
社が関連する規制の順守という観点で必要な場合は、把握するという考え方である。 

 
廃棄物情報入手のためのサンプル分析 

・ 上記でも説明したが、契約前には、サンプルを入手し分析している。やはり、排出事業
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者からの情報だけでは不十分なところがあるのは否めない。事前のサンプル分析と廃棄

物の受入れ時の検収は、ヒヤリ・ハット等事故防止とサンプル分析結果通りの廃棄物か

どうか確認する意味で行っている。 
・ サンプル分析等の費用について、当社負担になるのはやむを得ないところがある。 
・ サンプル分析の担当から、「こういった情報の詳細がもっと知りたい」という要望があっ

た場合、当社営業を通じて、排出事業者に再度確認することもある。 
 
ヒヤリ・ハットを含む事故事例 

・ 基本的に、サンプル分析結果等を記した当社データシートに基づき、情報を何度も確認

して、処理を行っているので、ヒヤリ・ハット等事故はあまり起こらないと考えていた

だきたい。 
・ ヒヤリ・ハット等事例にも書いた、粉体物は焼却炉で粉塵爆発を起こすおそれがあるの

で、特に注意が必要である。 
・ 中和処理の際に起こる、反応や少しの発熱は、想定内の範囲のことであり、ヒヤリ・ハ

ット等事故にまでつながることはまれである。 
・ ヒヤリ・ハット等事故に関して、想定外の物質・異物混入で起こるものは、全体の半分

くらいの割合であり、特に多いというわけではない。また、想定外の物質・異物混入は

月に 1～2件くらいと少ない。 
・ 排出事業者による廃棄物同士の混合でのヒヤリ・ハット等事故につながる事例はほとん

どない。基本的に混合しないように排出事業者には徹底している。混合して良いか排出

事業者から問合せが来ることがあるが、それもまれである。 
・ 排出事業者による、廃棄物の排出状況が原因で問題を起こす場合は、レアなケースで、

容器の入れ方で蓋をきちんと閉めていなかったといったことはたまだがある。 
・ 排出事業者とは定期的にコミュニケーションを取っており、基本的に、廃棄物の性状が

変わったら、新たにサンプルを当社に提供するように徹底している。 
 
ヒヤリ・ハットを含む事故事例の情報入手 

・ 「情報提供サイト」については、あまり活用していない。どちらかというと、社内や産

廃協会（労働安全大会）の活動を大切にしている。こういった情報サイトもフリーであ

れば、活用してみたい。 
 
中和に関して 

・ 中和が最も難しいのは、窒素、塩素含有や溶剤混合物である。 
・ 廃棄物は微妙に成分が異なるので、中和の際は、微妙な調整が必要になる。 
・ サンプル分析の結果を見てから、中和処理するか焼却処理するか判断している。中和後

の上澄み廃液について、水処理不可なものは、焼却処理している。 
・ 当社では、河川放流なので、放流する際には、法規を順守したかたちになるよう、特に

注意している。そういった観点から水処理の部分は気を使っている。 
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・ 基本的に、水処理ができるかどうか（又は水処理にコストが掛かるかどうか）と処理コ

ストの兼ね合いを見ながら、処理方法を判断している。中和して水処理の場合、中和し

て焼却の場合、焼却の場合のパターン等がある。 
・ 水処理ができない、又は水処理にコストが掛かるのは、ＣＯＤ値が高いものや、窒素含

有のもの。そして微生物を殺してしまうような物質である。 
・ 中和処理と焼却処理では焼却処理費の方が高いため、そういったコストの兼ね合いも観

ながら、適正処理をしている。 
・ 利根川水系の浄水場での問題がきっかけで、中和の処理方法を見直したということはな

い。 
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産業廃棄物処理業者 ヒアリング結果  J 社 

 
許可概要と主な処理品目 

種類及び処分方法 処分業許

可 
施 設 設

置許可 
主に処理する廃棄物の具体的な品目

名 
汚泥を脱水 ○ ○ 製紙スラッジ、ビルピット汚泥、活

性汚泥、中和沈殿汚泥、メッキ汚泥、

廃触媒 
汚泥を乾燥 － － 
汚泥を焼却 ○ ○ 
廃油を焼却 ○ ○ 潤滑油廃油、切削油廃油、洗浄廃油、

廃エンジンオイル、引火性廃油、廃

溶剤類、廃重油・灯油、動植物油廃

油 

廃油を油水分離 － － 

廃酸又は廃アルカリを中和 ○ ○ ＜廃酸＞ 
廃硝酸、廃塩酸、廃フッ酸、エッチ

ング廃液、廃ホウ酸、廃リン酸、廃

有機酸、アルコール発酵廃液 
＜廃アルカリ＞ 
廃苛性ソーダ、メッキ廃液、アンモ

ニア廃液、有機アミン廃液、染色廃

液、硫化ソーダ廃液 

廃酸又は廃アルカリを焼却 ○  

 
廃棄物の情報提供 

注意している化学物質等 

・ 確認する廃棄物情報は、当社独自の「チェックリスト」と称するもので確認している。

そもそも当社は、環境省でのＷＤＳ作成検討以前から、このようなチェックリストを活

用しており、ＷＤＳも当社での確認事項が反映されている。 
・ 上記のような背景から、排出事業者には、基本的にＷＤＳに沿って情報提供をお願いし

ている。具体的には、荷姿、数量、性状、含有性の有無、発生フロー等を確認している。

特に、主成分と製造工程（発生工程）は重要で、製造工程を排出事業者から聞き取るこ

とで、異物（コンタミ）の混入、濃度、量の変動等が予測できる。 
・ 当社では、処分時の「混合」の時に最もリスクが生じやすいので、過去のヒヤリ・ハッ

ト等事故事例を踏まえ、混合試験は慎重に（24～48時間は反応性を見る）行っている。 
 
注意している化学物質等のリストの有無 

・ 排出事業者の各受託廃棄物については、上記の「チェックリスト」を基本としたデータ

ベースで管理されている。データベースでは、サンプル分析報告書や当該情報等を基に

検討した適正な処理方法に係る指図書や見積単価等が受託廃棄物ごとに確認できるよう

になっている。さらに、注意事項等もメモされており、これらは関係職員に共有化され
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ている。 
 
排出事業者からの廃棄物情報提供の実情 

・ 当社では、適正な処理方法、処分単価算出のため、契約締結前に排出事業者から必ずサ

ンプルを提供してもらっている。サンプル分析結果及び排出事業者提供のＷＤＳに基づ

いた情報や、聞き取りで得られた発生工程等の情報を総合的に勘案し、受託可能な廃棄

物か否かも含め、適正な処理方法、処分単価を判断している。この際のサンプル分析費

用は当社負担となっている。 
・ このように、排出事業者からは適正処理に必要な廃棄物情報を十分に提供してもらって

いると言える。反対に、排出事業者からの廃棄物情報の提供があまりにも少ない場合に

は、敢えて契約しないこともあり得る。 
・ 契約締結後、初めて入荷する廃棄物に関しては、サンプルと同じ内容のものか確認する

ようにし、サンプルとの振れ幅が少ないようであれば、徐々に確認頻度を落としていく

といったかたちで、受託廃棄物のサンプル情報との差異の確認を行っている。 
・ さらに、毎日夕方頃には、受付、荷卸し、現場、技術、営業の各担当者が集まり、翌々

日の搬入品の確認を行っている。その場で、注意事項や問題点も含め、情報共有を図っ

ている。 
・ 上記確認を行っているため、基本的には問題のある受託廃棄物は搬入されないことにな

っている。また、データベースには、各受託廃棄物の搬入の履歴があり、これまで何回

搬入し、そのうち何回問題があったのか。問題ありの場合、それはどういった問題で、

どういった対策が取られ、それが是正済みなのか確認できるようになっている。排出事

業者で是正がされない場合は、次回の受入れは不可としている。よって、基本的には問

題があるような廃棄物は搬入されず、当社で確認済みの廃棄物情報内容どおりの受託廃

棄物が搬入されてくることになっている。 
・ しかし、このように確認していても、予定外のものが搬入されてくる場合があり、その

件数は何故かあまり減っていかない。他社の収集運搬業者が搬入する場合で、本当は搬

入の予定に組み込まれていないものなのに、搬入されてきてしまうものがある。そうい

った場合は、間違いがないかどうか確認し、最悪の場合は、引き返してもらっている。

こういった予定外のものが、4～5件/200件くらいある。 
・ 予定外のものの搬入の問題が最も多いが、その次が、荷姿の条件の違いである。例えば、

容器の種類が異なっていたといったことがある。 
 
排出事業者の業界ごとの廃棄物情報提供の差異 

・ 基本的に、特定の業界で廃棄物情報の提供が不十分ということはないが、業界ごとには

以下のような特徴がある。 
・ 化学業界では、副生成物のバラつきが多く、サンプルをもらっていても、変動や差異が

大きいことが特徴としてある。これは問題というよりかは、そういったものとして認識

しており、認識した上で、どう適正処理していくかというのが、当社としての力量の部
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分でもある。 
・ 建設業界に関しては、分別が不徹底なところが問題であり、形状が無確定で搬入される

ことがある。排出事業者も収集運搬業者も、分別の認識が欠如していると感じており、

異物が入らないように搬入してほしい。もしかしたら、排出現場で分別していても、運

搬時に混載してしまうといったことも考えられる。混入物としては、ペイントで使用す

る溶剤系や消火器も入ってくるケースがある。 
・ 電機・電子業界に関しては、化学的活性が残ったかたちでの回収を求められる場合が多

く、活性を無くしたかたちで排出してほしいとこちらからお願いすると、契約を断られ

ることがほとんど。フッ酸、硝酸、過酸化物等で活性が残っていると、運搬過程での安

全が確保できないという問題がある。 
 
ＷＤＳの活用 

・ 上記でも説明したが、そもそも、環境省でのＷＤＳ作成検討以前から、このようなチェ

ックリストを活用しており、基本的には、排出事業者には、ＷＤＳに沿って情報提供を

お願いしている。 
・ 廃棄物情報を全て伝えるのは難しいところがある。ＷＤＳの作成検討時は、排出事業者、

処理業者、双方の負担をかけないところで、折り合いをつけたといった背景があった。

処理業者側も適正な処理方法を検討していくうちに、いろいろな情報を知りたくなって

くるということがあるので、排出事業者に問合せをした時に、協力的に答えていただき、

情報伝達を正確に、なるべく多くしていくことが必要なのではないかと思う。 
・ 主成分、発生工程は重要な項目となる。 
 
廃棄物情報入手のためのサンプル分析 

・ 適正な処理方法、処分単価算出のため、サンプル分析を行っている。排出事業者からの

情報提供を踏まえて、当社側でも確認するという点で、サンプル分析は必要である。 
・ サンプル分析等の費用について、当社負担になる。 
 
ヒヤリ・ハットを含む事故事例 

・ ヒヤリ・ハット等事故は、排出事業者側に問題がある場合がほとんどで、そこにつきる

と言って良い。当社の場合は事前に廃棄物情報を丁寧に入手し、適正処理方法を決めて

いるので、普段通りに処理が進めば、問題になることは無い。 
・ 例えば、想定外に異物が混入してしまう例としては、事例にも記載したが、排出事業者

でドラム缶を容器として再利用していたが、当該ドラム缶は再利用前に一度も洗浄しな

かったため、微量に残っていた原料の成分が影響したということがあった。 
・ また、荷姿や荷台上の配置に配慮が無い場合がある。例えば、重量物であるドラム荷姿

のものよりも、軽めのポリ容器のものが手前に積まれ、運転時の揺れ等の影響で、ポリ

容器が潰れた状態になったということがあった。その際、ポリ容器内には危険物が入っ

ていたが、漏えいすると非常に危険という認識が、排出の際には排出事業者に足りなか
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った。それどころか、排出事業者で、ポリ容器の方を優先的に積載してほしいという要

望があったくらいだが、その際に、当該ポリ容器内の物質の危険性についてドライバー

に正確に伝えていたかは不明。ドライバーも運搬だけが仕事という認識があるので、そ

の物がどういった危険性を持っているか、確認しないで運んでしまうこともある。 
・ 積替保管を伴う場合には、回収地点から収集するドライバーと積替保管場所から処理施

設まで運搬するドライバーとが異なる場合がある。積載物の危険性等を十分に把握して

いない場合は、積替保管場所での積載時に荷台上の配置や揺れ防止等の配慮に欠けるこ

とも出てくるかもしれない。 
・ 同様の廃棄物を複数の容器でたくさん搬入してくる場合は、一つ一つに表示があるわけ

ではなく、どれがどの受託廃棄物に該当するのか分かりづらくなってしまうことがある

ので、なるべく容器に表示をしてもらうようにしている。 
・ 当社では、各受託廃棄物についてデータ管理しているため、各受託廃棄物を混合して排

出するということは考えにくい。混合して排出するといった場合でも、事前に確認した

上なので、問題はない。 
・ ただし、性状が似たようなものを排出事業者で混合し、搬入されても、当社では混合し

たかどうかまでは把握できない。 
・ 廃棄物の性状が変わった時には、排出事業者から積極的に連絡していただけることは少

ないかもしれない。処理している中で、性状の変化に当社側で気が付くことがある。ど

ういった変化まで処理業者に伝えるべきか、排出事業者でどう判断するのかといったと

ころが問題となる。廃棄物の性状の変化について、きちんと連絡してくる排出事業者も

いるが、どちらかというと珍しい。原料の変化や製造工程の改良があった場合には、そ

の旨を知らせてほしい。 
 
中和に関して 

・ 基本的に有機物が混入しているものは、焼却するという考え方である。 
・ 当社は生物処理の工程がない。生物処理の工程がある場合でも、それは一定の物性で大

量に処理する場合に適しているのであって、少量で何の混入物や微量成分があるか分か

らないといったものの処理は、リスクが大き過ぎてできないと思う。 
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参考資料４ アンケート調査票 
 

 

 

本アンケート調査は，廃棄物処理法に定める汚泥，廃油，廃酸又は廃アルカリを対象として，

いずれかの産業廃棄物の処分業許可をお持ちの処理事業者の方にお尋ねするものです。 
貴社事業【汚泥，廃油，廃酸又は廃アルカリの処理（収集運搬，保管と処分）】に関連した

以下の設問に対し，ご回答をお願い申し上げます。 
 
【基本情報】 

貴社名  
ご記入者所属部署  お名前  
連絡先：TEL  FAX  

e-mailアドレス  
 

【設問１】 許可（該当種類・処分方法と施設設置許可の有無） 

貴社で所有している産業廃棄物の許可（該当する廃棄物の種類・処分方法と施設設置許可

の有無）についてお聞きします。当てはまる項目全ての空欄に【〇】をご記入下さい。 
※貴社の全ての事業所の内、１つの事業所だけが該当する場合でも【〇】を記入下さい。 

種類及び処分方法 
貴社で該当する種類 
及び処分方法に○↓ 

施設設置許可が 
有る場合に○↓ 

汚泥を脱水   
汚泥を乾燥   
汚泥を焼却   
廃油を焼却   
廃油を油水分離   

廃酸又は廃アルカリを中和   
廃酸又は廃アルカリを焼却   
 

【設問２】 廃棄物の具体的な品目と処理実態 

 廃棄物の具体的な品目と処理実態についてお聞きします。以下の記入方法をご確認の上，ご

記入下さい。 

 

◆ 具体的な処理品目 

貴社で処理している廃棄物のうち，汚泥，廃油，廃酸，廃アルカリの各々について，具体

的な品目をお聞きします。当てはまる項目全ての空欄に【〇】をご記入下さい。 
※【その他】の場合は，出来る限り具体的な廃棄物の品目（名称）をご記入下さい。 

廃棄物（汚泥，廃油，廃酸又は廃アルカリ）に係る 

処理状況等の実態調査（アンケート） 
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◆ 代表的な廃棄物の処理実態 

貴社で処理している廃棄物のうち，汚泥，廃油，廃酸，廃アルカリの各々について，最も

多く処理をしている廃棄物と最も注意を要する廃棄物の処理実態についてお聞きします。 
 【記入例】を参考にして，最も多く処理をしている廃棄物と，最も注意を要する廃棄物の

名称をお書きいただき，それぞれについて，主な化学物質名，処分方法，処理や保管時の注

意事項をご記入下さい。 ※不明の場合は【不明】とご記入下さい。 
 
(１)汚泥     汚泥処理は行わない方 → 設問 ２(2)廃油へ 
① 処理品目 （当てはまる項目全てに○） 
製紙ｽﾗｯｼﾞ  下水汚泥  ﾋﾞﾙﾋﾟｯﾄ汚泥  活性汚泥  
中和沈殿汚泥  ﾒｯｷ汚泥  廃触媒  赤泥  
その他  
 

② 代表的な廃棄物の処理 

 名称 
廃棄物に含まれ

る主な化学物質 
処分方法 処理や保管時の注意事項 

記入例 1 有機性汚泥 不明 焼却 ｱｸﾘﾙﾓﾉﾏｰを含有するので重合禁止剤を添加 

記入例２ 無機性汚泥 アルミ粉体 脱水 酸やアルカリとの混合禁止 

最も多く処

理している

廃棄物 

    

最も注意を

要する廃棄

物 
    

(2)廃油     廃油処理は行わない方 → 設問 2(3)廃酸へ 

① 処理品目 （当てまはる項目全てに○） 

潤滑油廃油  切削油廃油  洗浄廃油  廃ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ  
引火性廃油  廃溶剤類  廃重油・灯油  動植物油廃油  
その他  

② 代表的な廃棄物の処理 

  名称 
廃棄物に含まれ

る主な化学物質 
処理方法 処理や保管時の注意事項 

記入例１ 引火性廃油 酢酸エチル他 焼却 保管時の引火爆発 

最も多く処

理している

廃棄物 
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  名称 
廃棄物に含まれ

る主な化学物質 
処理方法 処理や保管時の注意事項 

最も注意を

要する廃棄

物 

    

 

(3)廃酸     廃酸処理は行わない方 → 設問 ２(4)廃アルカリへ 

① 処理品目 （当てはまる項目全てに○） 

廃硫酸  廃塩酸  廃フッ酸  ｴｯﾁﾝｸﾞ廃液  
廃ホウ酸  廃リン酸  廃有機酸  ｱﾙｺｰﾙ発酵廃液  
その他  
 

② 代表的な廃棄物の処理 

  名称 
廃棄物に含まれ

る主な化学物質 
処理方法 処理や保管時の注意事項 

記入例１ 鉄鋼酸洗廃液 硫酸第一鉄含有 中和 硝酸と混合しない（二酸化窒素が発生） 

最も多く処理

している廃棄

物 

    

最も注意を要

する廃棄物 
    

 

(4)廃アルカリ     廃アルカリ処理は行わない方 → 設問３へ 

① 処理品目 （当てはまる項目全てに○） 
廃苛性ｿｰﾀﾞ液  石炭廃液  ﾒｯｷ廃液  黒液  
ｱﾝﾓﾆｱ廃液  有機ｱﾐﾝ廃液  染色廃液  硫化ｿｰﾀﾞ廃液  
その他  

② 代表的な廃棄物の処理 

 名称 
廃棄物に含まれ

る主な化学物質 
処理方法 処理や保管時の注意事項 

記入例１ 染色煤染廃液 亜硫酸ナトリウム 中和 強酸で中和しない（亜硫酸ガスが発生） 

最も多く処理

している廃棄

物 

    

最も注意を要

する廃棄物 
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【設問３】 顧客（排出事業者）の業界 

汚泥，廃油，廃酸，廃アルカリのいずれかの処理（収集運搬，保管と処分）で，貴社が処

理の委託を受けている顧客（排出事業者）の業界についてお聞きします。 
 

(1)貴社全体 

貴社で，汚泥，廃油，廃酸，廃アルカリの処理受託量の多い，顧客（排出事業者）の業界

について，受託量の多い順に３位まで，番号（下表参照）でご記入下さい。 
※ 受託量とは，汚泥，廃油，廃酸又は廃アルカリの年間の合計のおよその数量を言います。 
※ 顧客の業界名称は，下記の【表．業界名称】を参照頂き番号でご記入下さい。番号がない場

合は，一般名称での記入で構いません。２位又は３位がない場合は【なし】とご記入下さ

い。 
１位  
２位  
３位  

 

(2)問題のある顧客（排出事業者）の業界 

貴社が処理を行う廃棄物（汚泥，廃油，廃酸，廃アルカリ）の中で，化学物質が原因で処

理中に何らかの問題を起こした顧客の業界について，問題の多い業界順に３位まで，番号（下

表参照）でご記入をお願いします。 
※ 顧客の業界名称は，下記の【表．業界名称】を参照頂き番号で記入下さい。番号がない場合

は，一般名称での記入で構いません。２位又は３位がない場合は【なし】と記入下さい。 
 

１位  
２位  
３位  

【表．業界名称】 

①  建設 ②  食品 ③  紙・パルプ 
④  化学 ⑤  鉄鋼・金属製品 ⑥  機械・精密・輸送 
⑦  電機・電子 ⑧  商業・小売 ⑨  金融・保険 
⑩  不動産・倉庫 ⑪  サービス   
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【設問４】 処理に際して注意を要する化学物質 

(1) 注意する化学物質の有無 
廃棄物（汚泥，廃油，廃酸，廃アルカリ）の処理（収集運搬，保管と処分）を行う時，何

らかの問題が発生しそうな化学物質（有害物質や危険物質等）について，貴社で注意を払っ

ている物質はありますか。（当てはまる番号１つを記載） 回答欄 【  】 

１. 注意を払っている化学物質（名称）が具体的にある 
２. 注意すべき対象物質は理解しているが，具体的な物質名称までは特定していない 
３. 特にない → 設問４(5)へ 
４. その他                                    
 

(2) 理由・目的 
注意を払っている化学物質がある場合，注意を払っている理由・目的は何ですか。 
（複数回答，当てはまる番号全てを記載）回答欄 【               】 

１. 火災や爆発等の事故防止【火災・爆発安全を担保】 
２. 従業員や周辺住民の健康（発がん性，毒性等）への配慮【人体安全性の確保】 
３. 環境（大気，水，土壌等）への影響に配慮【生活環境への安全性を担保】 
４. その他                                   

 
(3) 注意する化学物質の名称及び理由・目的の具体例 
貴社で注意を払っている化学物質の名称，その物質に注意を払う理由【設問４（2）の選択
肢を記入】をご記入下さい。事例を参考に，簡単にお書きいただく程度で結構です。 
廃棄物の種類 処分方法 注意している化学物質等 理由（設問４（2）１～４） 
汚泥 中和 有機アミン類 ３ 

    
    
    
    

 

(4) 情報源 
貴社で注意を払っている化学物質は，どのような情報源や経験から収集したものですか。

（複数回答，当てはまる番号全てを記載）回答欄 【               】 

１. 自社で起きたヒヤリ・ハット※等の経験から 
２. 自社での廃棄物分析（外部委託を含む）結果の情報 
３. 排出事業者が提供する廃棄物情報 
４. 一般的に知られている事故（ヒヤリ・ハットを含む）等の情報 
５. その他                                    
※「ヒヤリ・ハット」とは、重大な事故には至らないものの、場合によっては事故に直結したかもしれな

い事象をいい、文字通り「ヒヤリ」としたり、「ハッ」としたりする事象を指します。 
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「４」を選択された方にお聞きします。事故等の情報をどこで入手しましたか。例に従って

ご記入ください。複数ある方は，全ての記入をお願いします。 
【例】名称：危険物総合情報システム（危険物保安技術協会） 
名称１  
名称２  
名称３  
 

(5) 注意物質がない場合 
注意を払っている化学物質等がない理由は何ですか。 
（当てはまる番号一つを記載）回答欄 【  】 

１. 廃棄物ごとに都度分析を行い，また，排出事業者から提供された廃棄物情報を踏まえ
て処理している。 
２. 注意が必要な化学物質を含む廃棄物は，基本的に受託していない。 
３. 具体的にどういった化学物質に注意を払って良いか分からない。 
４. その他                                    

 
【設問５】 廃棄物の情報入手等に係る実態 

(1) 受託廃棄物の化学物質に関する情報の入手 
適正処理を安全に実施するため，排出事業者から受託廃棄物（汚泥，廃油，廃酸，廃アル

カリ）に含まれる，化学物質に関する重要な情報を契約書，WDS（廃棄物データシート）や
打合せ等を通じて事前に入手していますか。 
（複数回答，当てはまる番号全てを記載）回答欄 【               】 

１. 微量成分や不純物を含めて，ほとんど全ての重要情報を開示してもらっている。 
２. 主成分に関する重要情報の開示はあるが，微量物質や不純物等の情報開示はない。 
３. 主成分についても，まだまだ情報開示が不足していると感ずることがある。 
４. ほとんどの重要情報の開示はない。 
５. その他                                   
 

(2) 情報提供の充実度 
もう少し具体的な数値をお聞きします。貴社に処理を委託する排出事業者のうち，貴社が

十分と考える廃棄物情報を提供する排出事業者はどの程度の割合で存在しますか。（当てはま

る番号一つを記載）回答欄 【  】 

１. 100％  ２．80～100％未満  ３．60～80％未満   ４．40～60％未満 
５． 20～40％未満  ６．0超～20％未満   ７．0％ 
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(3) 受託廃棄物の自社分析 
排出事業者から排出される廃棄物について，自社分析（外部委託を含む）を行っています

か。 
① 契約前（排出事業者からサンプルの提供を受けての分析） 
（当てはまる番号一つを記載）回答欄 【  】 

１. 全ての廃棄物でサンプルを入手して，分析を必ず実施する。 
２. 明らかに安全と考える廃棄物を除き，分析する。 
３. 排出事業者から提供された廃棄物情報があるため，特別のケースを除いて実施しない。 
４. 基本的に分析は行わない。 
５. その他                                    

 
② 契約後，廃棄物の受入れ時ごと 
（複数回答，当てはまる番号全てを記載）回答欄 【               】 

１. 受入時，全てのロットについてサンプリングして分析する。 
２. 廃棄物の性状・成分が変わったと考えられる時に行う。 
３. 抜き打ちで行っている。 
４. その他                                    

 
③ 分析内容 

貴社で実施している分析は，どういったものですか。 
（複数回答，当てはまる番号全てを記載）回答欄 【               】 

１. 重金属や特定有害物質の溶出試験 
２. 重金属や特定有害物質の含有試験 
３. 揮発性有機物質の定性・定量分析 
４. 有機ハロゲン化合物の定性・定量分析 
５. 水酸イオン濃度（pH） 
６. 化学的酸素要求量（COD），生物学的酸素要求量（BOD），浮遊物質量（SS） 
７. 窒素含有量，リン含有量，ふっ素及びその化合物量，ほう素及びその化合物量 
８. 引火点，熱量，ハロゲン（塩素，ふっ素等）含有量 
９. 水分量，強熱減量 
１０. 放射性物質含有量 
１１. その他                                  
 

 

 

 

 

 



125 
 

(4) 異物の混入 
排出事業者から受託した廃棄物に、事前の情報提供等がない物質が混入していた事例があ

りますか。（当てはまる番号一つを記載）回答欄 【  】 

１. 通常処理とは異なる処理を行う必要がある化学物質が入って来ることが時々ある。事
実，その物質が原因となった事故あるいはヒヤリ・ハット事例が発生した。 
２. 通常処理に困るほどではないが，契約と違う化学物質が入っていそうな廃棄物があ
る。ただ，事故やヒヤリ・ハットにまで至ったことはない。 
３. 契約と異なる化学物質が入った廃棄物は，発生しない。もちろん，事故、ヒヤリ・ハ
ットの事例もない。 
４. その他                                    

 

【設問６】 廃棄物の処理に伴う事故（ヒヤリ・ハット等も含む）の事例 

(1) ヒヤリ・ハット等事例の有無 
排出事業者の情報開示不足だけでなく，自社の不注意や過失を含めて，化学物質が原因と

なり（主成分，不純物を問わない），過去に事故やヒヤリ・ハットが起きたと考えられる事例

がありますか。それは，どのような事故内容でしょうか。 
（複数回答，当てはまる番号全てを記載）回答欄 【               】 

１. 火災・爆発（ヒヤリ・ハットを含む（小規模事故）） 
２. 火災・爆発まで至らないまでも発熱が起きた事故（同上） 
３. 有毒ガスや危険性蒸気の発生等で人体に危険が及びそうになった事故（同上） 
４. 水・大気・土壌等の生活環境への汚染が発生した事故（同上） 
５. その他                                    
 

(2) ヒヤリ・ハット等事例の概要 
貴社で実施する廃棄物（汚泥，廃油，廃酸，廃アルカリ）の処理で，過去の事故（ヒヤリ・

ハット等も含む）の事例についてお聞きします。 
記入例に従って，具体的に，出来る限り詳しく【事例１】～【事例３】の欄に記入をお願

いします。３件以上の事例をご紹介頂く場合，記入欄をコピー頂いてからご記入ください。 
※ ここでお聞きしたい内容は，化学廃棄物が原因となった事故であり，機械が原因の事故（は

さまれ，巻き込まれ等）は除いて下さい。 

【記入例】 
廃棄物の種類：廃油（ドラム缶） 
化学物質：アクリル酸メチル（主成分） 
発生状況：焼却処理する前，寒さで固化したドラム缶をバンドヒーターで溶解した。当

日全ての廃油を処分できなかったので保管したが，自然重合で発熱しドラム缶の蓋が飛

んだ（ヒヤリ・ハット）。 
原因：融点の低い重合禁止剤が添加されていた。溶解した時，禁止剤が系外に移行した
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ため自然重合し易い状況になってしまった。 
対策：当日，処分するドラム缶しか溶解しない。保管する際，重合禁止剤濃度をチェッ

クする。 

【事例１】 
廃棄物の種類  
化学物質  

発生状況  

原因  

対策  

【事例２】 
廃棄物の種類  
化学物質  

発生状況  

原因  

対策  

【事例３】 
廃棄物の種類  
化学物質  

発生状況  

原因  
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対策  

 

【設問７】 処理の現状 

(1) 廃油処理 
廃油処理を行う方にお聞きします。 
貴社が取り扱う廃油に関する記述について，一番近い番号をお答え下さい。 
（当てはまる番号一つを記載）回答欄 【  】 

１. 最初に排出事業者から処理に必要な最低限の情報を入手した。その後，廃油の性状に
変化もないし，また，処理を行う時にも特に問題が起きていないので，取り立てて情

報入手は行っていない。 
２. 排出事業者から営業やWDS（廃棄物データシート）等を通じて，廃油に関する情報を
入手した。ただ，基材（ベースオイル），添加剤や不純物に関する詳細情報（火災爆発

性や環境・人体への危険性）については所有していない。 
３. 常日頃から排出事業者とはコンタクトするように心がけており，廃油の組成だけでな
く，その危険性や毒性についても詳細な情報を入手して作業を行っている。 
４. 排出事業者から得た情報を基に，毎回，自社で廃油の分析作業を行い，危険性を事前
に把握してから処理を行っている。 
５. その他                                   
                                      

 
(2) 焼却処理 
焼却処理を行っている方にお聞きします。 
貴社で焼却処理を行う時の考え方に近い記述について，一番近い番号をお答え下さい。 
（当てはまる番号一つを記載）回答欄 【  】 

２. 最初に排出事業者から処理に必要な最低限の情報を入手した。その後，廃棄物の性状に
変化もないし，また，処理を行う時にも特に問題が起きていないので，取り立てて情報

入手は行っていない。 
３. 排出事業者から営業や WDS（廃棄物データシート）等を通じて，廃棄物に関する情報
を入手した。ただ，不純物に関する詳細情報（火災爆発性や環境・人体への危険性）に

ついては所有していない。 
４. 常日頃から排出事業者とはコンタクトするように心がけており，廃棄物の組成だけでな
く，その危険性や毒性についても詳細な情報を入手して作業を行っている。 
５. 排出事業者から得た情報を基に，毎回，自社で廃棄物の分析作業を行い，危険性を事前
に把握してから処理を行っている。 
６. その他                                    
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(3) 中和処理 
廃酸・廃アルカリの中和処理を行っている方，及び，汚泥処理や廃油処理を行う時に作業とし

て中和処理を行っている方にお聞きします。 
① マニュアルの有無 
貴社には，中和処理を行う作業を具体的に示す「マニュアル（作業標準書や指示書等）」は

存在しますか。（複数回答，当てはまる番号全てを記載）回答欄 【               】 

１. ほとんど全ての中和作業に必要なマニュアルがあり，実際の処理で運用している。 
２. 必要なマニュアルは用意してあるが，現実の処理ではあまり運用していない。 
３. 大口の排出事業者（大量の処理を実施）向けのマニュアルは存在するが，スポット的な
処理に対応したマニュアルは存在しない。 
４. ほとんどマニュアルは用意していない。 
５. その他                                     

 
② 中和終了の判断 
貴社の現場で行う中和処理において，中和の終了時点を判断する手段として次のどの方法

が最も近い方法でしょうか。（当てはまる番号一つを記載）回答欄 【  】 

１. 装置に設置してある pHメーター等の信号を見ながら，pH＝6～8に達したところで中
和を終了する。 
２. pH試験紙や指示薬等の簡易的な方法を使い pH＝6～8に達したところで中和を終了す
る。 
３. 現場で中和する前，少量サンプルを用いて事前に分析を行い，滴定量を算出しておく。
この滴定量を基準にして現場での中和量を決める。 
４. 事前の分析で，酸性やアルカリ性を示す物質を確認した後，pHメーター等を使用して
中和滴定曲線を描きながら想定する中和当量点をもって終了する 
５. その他                                    
                                       
 

③ 中和処理の考え方 
 中和物の河川又は下水道への放流を行っている方にお聞きします。 
貴社の中和処理に関する考え方に近い記述をお答え下さい。 
（当てはまる番号一つを記載）回答欄 【  】 

１. 当社は廃酸も廃アルカリも回収・処理しているので，経済性を考えて回収した廃酸と廃
アルカリを中和剤として使用する方針である。 
２. 廃棄物に含有する酸性およびアルカリ性を示す化学物質は，現場で中和作業を行う前に
簡易分析あるいは定期的な分析を行って物質名も確認している。 
３. 酸性あるいはアルカリ性を示す化学物質の中和平衡定数を文献で検索したり，少量サン
プルを分析して得た平衡定数を考慮した処理工程を設計している。 
４. 中和反応物に関する性状について検証し，放流後の挙動なども想定しながら，中和剤を
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選定する等，詳細な処理工程を設計している。 
５. その他                                    
                                       

 
質問は，以上で終了です。 
ご協力を頂き御礼申し上げます。 
お手数ですが，ご記入頂きました本調査票を同封しました返信用封筒に入れご返送をお願い

致します。 
 
 

以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



130 
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参考資料５ 廃棄物情報の提供のあり方等に関する普及啓発用のパンフレットデザイン(案) 
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